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ま え が き       
 
 
 
日本自動車工業会が、１９６３年度（昭和３８年度）以降、継続的に実施しております｢乗

用車市場動向調査｣の２００７年度の調査結果がまとまりましたので、ご報告致します。 
 
この「乗用車市場動向調査」は、全国一般世帯をベースに乗用車ユーザーの保有・購入・

使用の実態等を時系列で捉え、市場構造の変化を把握することを目的としています。 
また、その時々の市場動向から特に興味深いと思われるいくつかのテーマを取り上げ、背

景理解のための分析を行っています。 
今回は分科会内での討議の結果、下記の２つのテーマを取り上げ、分析を行いました。 
 

・保有に関する意識変化（保有長期化の動向把握） 
 ・中高年分析（５０歳以上の中高年層における消費意識の把握） 

 
 
ここでご報告させて頂く内容が、クルマづくりに関わる多くの方たちの市場理解を深め、

今後のよりよい車社会づくりに貢献できるものとなれば幸いです。 
 
また、本調査を進めるにあたり、多大なご協力を頂いた分科会の各委員、（株）日本リサー

チセンターのご担当者の方々、分科会事務局に深く感謝申し上げます。 
 
 
２００８年（平成２０年）３月 社団法人 日本自動車工業会 
 調査部会 
 市場調査・乗用車分科会 
 分科会長 高橋 まき 
 
  
 



１．調査の目的 

この調査は、単身世帯を含む全国の一般世帯における乗用車の保有、今後の購入意向な

どを調査し、乗用車の需要構造を明らかにして、需要の質的変化の見通しに役立てようと

するものである。 

今年度は特に、保有に関する意識変化（乗用車保有構造と意識の変化、買い替えに関す

る意識）、中高年分析（消費意識と引退後の生活の変化、保有車の特性と車に対する意識、

今後の乗用車利用意向）を調査・分析することに主眼を置いた。 
 
２．調査の概要 

１）調 査 地 域 ：  全国（沖縄県を含む） 

２）調 査 対 象 ：  単身世帯を含む一般世帯 合計 ７，４８０Ｓ 

３）対 象回答者 ： 自動車保有世帯では主運転者 

  （非保有世帯では運転免許保有者または家計の中心者） 

４）標本抽出方法 ： 層化多段無作為抽出法 

５）調 査 方 法 ： 訪問面接、留置併用 

６）調査実施時期 ： ２００７年８月２８日～９月１８日 

 
３．標本設計と回収状況 

層別にあたっては、全国１２地域ブロック×市郡規模７分類の８４層を設定した。 

副次抽出の第１次抽出単位は、２００５年国勢調査時に設定された調査区とし、第２次抽

出単位は、地図データベースに記載された世帯（調査単位）である。 

今回は最低回収数を 3,600 とするため、設定数で回収目標数に満たない場合は、同調査

地点で不足数を補充することとした。 

市郡規模別標本数ならびに回収数は次の通りである。 
 

 一 般 世 帯 

 標本数 回収数 回収率% 

合  計 7,480（9,154） 3,031（3,666） 40.5（40.0） 

１５大都市 

６万世帯以上 

４万世帯以上 

２万世帯以上 

２万世帯以下 

町  村 

2,024（2,522）

2,442（2,990）

616 （752）

902（1,098）

616 （736）

880（1,056）

619 （760）

672 （810）

307 （382）

268 （324）

402 （485）

763 （905）

30.6（30.1） 

27.5（27.1） 

49.8（50.8） 

29.7（29.5） 

65.3（65.9） 

86.7（85.7） 

※（  ）内は補充数を含む総回収率 



４．調査の企画・分析 

調査の企画、立案、調査結果の分析・検討は、（社）日本自動車工業会の調査部会に設け

られた市場調査乗用車分科会があたり、フィールドワーク、集計、分析および報告書の作

成は、（株）日本リサーチセンターに委託した。 

 

５．本報告書を見るにあたっての留意点 

１）本報告書におけるクラス区分（詳細は巻末の資料参照） 

大・中型車クラス ： クラウン、フーガなど。 

小型車（Ａ）クラス ： 小型車クラスの中のマークＸ、ティアナなど 

   比較的大きなクラス。 

小型車（Ｂ）クラス ： 小型車クラスの中のプレミオ、ブルーバードなど 

   比較的小さなクラス。 

大衆車（Ａ）クラス ： 大衆車クラスの中のカローラ、シビックなど 

   比較的大きなクラス。 

大衆車（Ｂ）クラス ： 大衆車クラスの中のヴィッツ、マーチなど 

   比較的小さなクラス。 

軽乗用・軽ボンバン ： ミラ、ワゴンＲなど。 

    (＝軽ＢＶ) 

 

２）本報告書における保有車のレベル 

イ）Ａ＋Ｂ ：２台以上保有の場合は、購入時期が新しい順に数え、 

  ２番目に最近買った車までを含む。 

ロ）Ａ ：２台以上保有の場合は最近購入車のみ｡(このレベルが最も一般的) 

ハ）最近時点購入車 ：Ａのうち、調査時点を含めた最近過去２年間の購入車のこと。 

  （今回調査の場合は、２００７年および２００６年の購入車） 

 

３）本報告書における乗用車の定義 

本報告書では、基本的には次のように使い分けている。 

イ）登録乗用車＋キャブワゴン・ボンネットワゴン＋軽乗用車 ：〔P7～P23 のデータ〕 

ロ）イ）＋軽ボンバン＋１､４ナンバーのオフロード４ＷＤ ：〔上記以外のデータ〕 

 

４）本報告書におけるＲＶ系の定義（詳細は巻末の資料参照） 

イ）キャブワゴン（ｷｬﾌﾞﾀｲﾌﾟ、ｾﾐｷｬﾌﾞﾀｲﾌﾟを含む）＋ボンネットワゴン（ｽﾃｰｼｮﾝﾜｺﾞﾝ､ 

  ｵﾌﾛｰﾄﾞ型を含む）＋４ナンバーのオフロード４ＷＤ ：〔P7～P23 のデータ〕 

ロ）イ）＋軽ＲＶ ：〔上記以外のデータ〕 

ハ）上記のステーションワゴンには、背の高いワゴン、３列シートミニバンを含む。 

   *上記の原則に当てはまらない場合は、注記してあるので留意されたい。 

 

５）サンプル数について 

・図表のｎ（ｻﾝﾌﾟﾙ数）欄にある＊印は、ｻﾝﾌﾟﾙ数３０未満を示す。参考に留められたい。 
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～ ま と め ～ 
’０７年（暦年）の乗用車新車販売台数は４４０万台（含軽乗用車）､対前年比マイナス
の９４．８％。’０５年以降、対前年比マイナスが続く中、今回調査結果を要約すると

記である。 下 
   
■ 乗用車市場動向では 
・世帯保有率は７９．２％で前回（’０５年度）の７８．８％とほぼ同水準。 
・複数保有率は３３．５％で前回の３８．３％から減少。 
・乗用車の主運転者の変化をみると「女性運転者」比率は’０５年度調査とほぼ同じ。 
・買い替えユーザーの前保有車新車使用期間は７．１年で前回差＋０．３年と長期化が

進んでいる。   
  
■ クルマ市場をめぐる環境意識の変化では 
・環境意識の時系列では、小型化・低燃費志向が漸増傾向。 
・「環境に配慮した車」の認知では、「ハイブリッドカー」と「電気自動車」に高い認

知がみられた。 
・購入時の重視度では、｢エアバッグ等の安全装備｣が増加しているが「ＡＢＳ等の安全

装置」「車の大きさ・ボディ剛性」「ボディタイプ・形状による安全性」はほぼ前回
と同水準。 

・ＡＳＶ※については｢夜間前方歩行者情報提供装置｣が最も関心が高く、「車両死角部
障害物衝突防止支援システム」や「飲酒運転防止装置」への関心も同水準。 

※ASV:アドバンスド セーフティ ビークル (先進安全自動車)  
 

■ 保有に関する意識変化では 
・ 新車の保有期間は依然として長期化傾向にあり、「７年以上保有」が５割を超え、平

均７．１年。特に女性５０代での保有長期化が顕著。 
・ 長期化の理由として’０１年度と同様に｢前の車のいたみが少なく、まだ十分乗れそう

だった｣が多い。 
・ 今後｢従来より買い替え間隔が長くなる｣は４５％と’０３年度から増加。 
・ 保有が長期化すると考える理由としては「今の車の傷みが少ない」「老後の不安から」

が’０３年度から増加。 
・  買い替え時期を早める条件は、｢非常に低燃費の車が発売されたら｣が全年代で増加。 

 

■ 中高年分析では（５０歳以上回答者を中高年と定義） 
・ 「自動車購入費」や「自動車関連費」は、中高年全体が消費を抑えたい分野として挙

がる。ただし、退職金で購入したいサービスや物品のうち、｢車｣は１９項目中４番目
と高い。 

・ 中高年層の車の主使用用途は、年齢が低いほど「通勤・通学」、年齢が高いほど「買
い物・用足し」が高い。ただし複数回答では、男女とも全年代で「買い物・用足し」
が高く、さらに男性では「レジャー｣、女性では｢家族の送迎」もやや高くなる。 

・ 買い替え意向は年齢が高いほど低く、男性７０代以上、女性６０代後半以上では５割
台。 

・ 買い替え予定車の重視点は、現保有車の購入時重視点と比較して｢経済性｣｢環境｣｢安
全性」が大きく増加。希望するエンジンは男性で全世代を通じてハイブリッドが２割
以上と高く、５０代後半では３割以上。 

・ 買い替え予定車の利用への期待は、男女とも「気軽に出かけたい｣｢緊急時にすぐ動き
たい｣｢パートナーとドライブを楽しみたい｣が上位。女性ではさらに「知人・友人と
の交流を深めたい」が挙がる。年齢が低いほど「自分の車があるという満足感を得た
い」｢高速走行の爽快感が得たい｣等の車で得られる楽しみへの期待が高い。 

・ 希望する車は、男女とも「操作性が高く運転しやすい車」｢経済的で実用的な車｣｢排
気ガスが少なく環境配慮の車｣が上位。男性ではさらに「長距離走行でも疲れが少な
い車」が挙がる。また男性では、年齢が低いほど「生活スタイルをアピールできる車」
｢高性能エンジンのスポーティな車｣等の自己表現や運転を楽しめる車への希望が高
く、年齢が高いほど実利的な車への希望が高い。  
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Ⅰ．乗用車市場動向 

１．保有・使用実態の変化 
＜乗用車世帯保有率の動向／保有率の変化＞ 
・ ’０７年度の全国乗用車世帯保有率（単身世帯を含む）は７９．２％となり、前回 

（’０５年度７８．８％）に比べてほぼ同水準であった。 
世帯年収を５等分（各層２０％）した所得階層別に世帯保有率をみると、「第 1 分位」

の低所得層は４３％、「第２分位」は７９％、「第３分位」以上の中高所得層では９

割前後（第３分位８９％、第４分位９２％、第５分位９３％）で’０５年度とほぼ同

水準となっている。また、乗用車ユーザーの中で占めるライフステージの割合では、

家族形成期が減少し、高齢期が増加した。 
（ライフステージの定義は９頁参照） 

・ 車種タイプ別の世帯保有率の変化をみると、「小型・大衆クラス（３ＢＯＸセダン）」

が減少し、「軽乗用車（２ＢＯＸ）」が増加。「ボンネットワゴン」（「ステーショ

ンワゴン」「３列シートミニバン」「背の高いワゴン」「オフロード型」の合計）な

どのＲＶも漸増傾向にある。 

また、保有乗用車の排気量をみると、’０５年度調査に続き、ガソリンエンジン車の

「１４０１ｃｃ～１５００ｃｃ」と「６６０ｃｃ以下のクラス（軽乗用車）」が大き

く増加した反面、「２００１ｃｃ以上クラス」は減少。 
ドア数は、’０５年度調査に続き「５ドア」が増加し、６７．７％を占めた。 
 

＜ユーザー層の変化＞ 
・ 乗用車の主運転者（その車の運転頻度が最も高いドライバー）の変化をみると、「女

性運転」比率は３６％で’０５年度調査とほぼ同じ。 
 

＜使用状況の変化＞ 
・ 最近の使用状況の変化をみると、主使用用途では「買物・用足し」が微増、「通勤・

通学」は横這い。’０５年度調査で増加した平均月間走行距離は減少に転じた。 
 

＜複数保有化の状況／複数保有組み合わせの変化＞ 
・ 世帯に２台以上の車を持つ「複数保有率」は’０５年度調査では増加に転じたが､ 

’０７年度調査では減少に転じた（前回：３８．３％→今回：３３．５％）。「複数

保有率」を所得階層別にみると、「第２分位」を除き、減少に転じた。高所得層ほど

減少率が大きい。 
・ 乗用車複数保有世帯の保有車の組み合わせをみると、「１台はＲＶ」「１台は軽クラ

ス」「ＲＶと軽クラスの組み合わせ」が引き続き増加傾向にあり、「１台は大・中型

車」は減少傾向。 
 
２．最近の購入状況の変化 
＜購入形態の変化＞ 
・ 買い替えユーザーの前保有車使用期間の長期化は依然続いている（前保有車が新車の

場合で平均７．１年）。「一番最近買った新車」の平均購入価格は’０５年度調査に

続き上昇しており（前回：２０５万円→今回：２１４万円）購入価格は’０３年度を

底に反転している。 
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＜移行状況の変化＞ 
・ 過去２年以内（最近時点購入車）における「前保有車から現保有車への移行状況」を

みると、「クラウン、セドリック（フーガ）、マークⅡ（マークＸ）、ローレル（ティ

アナ）などの小型（Ａ）クラス以上」では、移行状況は「同クラス移行」「下級クラ

ス移行」「ＲＶ系移行」がほぼ同じ程度で、’０５年度調査と大きな変化はない。一

方、「カローラ、サニー（ティーダ）、マーチ、フィットなどの大衆車クラス」では、

「同クラス移行」が減少し、「ＲＶ系移行」が増加している。 
 
 
Ⅱ．クルマ市場をめぐる環境意識の変化 
１．環境への意識 
・ 環境への意識は、’０５年度調査と比べると全体的に高まる傾向がみられ、小型車志

向が強まっている。 
・ 「クルマは必要なもので、多少高くても、環境にできるだけ負担の少ない車を選ぶ」

は’０５年度調査より７ポイント、「大排気量・高馬力車などにこだわるよりも、環

境にやさしい小さい車や低燃費車の方を選ぶ」は５ポイント増加。その他の項目も前

回より３～４ポイント増加している項目が多く、環境についてより身近な問題と考え

ている実状が伺える。 
・ 「環境に配慮した車」の認知では、「ハイブリッドカー」が８９％、「電気自動車」

も８６％と高い認知がみられた。「ソーラーカー」（７６％）「（バイオ）エタノー

ル車」（６５％）も高く認知されている。 
 
２．安全への意識 
・ 購入時における安全性に関する重視度は、「エアバッグ等の安全装備」で増加傾向が

みられる一方、「ＡＢＳ等の安全装置」「車の大きさ・ボディ剛性」「ボディタイプ・

形状による安全性」はほぼ’０５年度調査と同水準。 
・ 車への安全装備の装着とボディ構造をともに重視している「安全最重視層」や２番目

に安全志向の強い「安全重視層」は、ほぼ’０５年度調査と同水準である。ただし、

直近購入者（’０６年度以降購入者）において、「安全最重視層」は２１％で、購入

年度の新しいユーザーほど安全を重視する傾向がみられる。 
・ ＡＳＶへの関心度では、今回５項目を追加して関心度を聞いた。「非常に関心がある」

が高いのは「夜間前方歩行者情報提供装置」（４９％）、「車両死角部障害物衝突防

止支援システム」（４８％）、「飲酒運転防止装置」（４６％）である。「前方障害

物衝突防止支援システム」「被害軽減ブレーキ」は前回調査からやや増加、「タイヤ

空気圧モニタリングシステム」はやや減少した。 
 
 
Ⅲ．保有に関する意識変化 

１．乗用車保有構造と意識の変化 

・ 乗用車（前保有車）の保有期間は、「７年以上」が４割を超え、平均では６．４年で

ある｡新車･中古車とも保有期間が長くなっており､保有の長期化は依然進行中である。 

・ 新車に限ってみると、保有期間は「７年以上」が５割を超える。また、男女とも４０

代以降で保有期間７年以上が半数を超えて高く、特に女性５０代での保有長期化が顕

著。 
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・ 買い替え理由としては「車体がいたんできた」「車検時期がきた」が高い。「燃費が

悪い」は’０１年度調査時に比べ増加している。 

・ 保有長期化の理由としては、「前の車のいたみが少なく、まだ十分乗れそうだった」

が最も多く、男性４０代、５０代では「収入の伸びが思わしくなかった」が増加して

いる。一方、女性では「子供の教育費がかかる」が増加。 

・ ’０４年以前に購入した車について、’０５年以降での購入検討は約３割。「購入を検

討した」は世帯年収が多いユーザーほど多い。検討して結局購入しなかった理由は「今

の車が十分乗れるから」が半数を占めている。次いで「気に入った車がなかったから」

「少し待てばよい車が出そう」「景気・収入もよくなさそう」となっている。 

 

２．買い替えに関する意識 

・ 現在保有している車（新車）の予定保有期間（算出値）は「７年以上」が６６％で 

平均７．４年と’０５年調査時より長くなった。男性４０代、５０代で「７年以上」

の比率が’０３年調査時と比べ大きく増加したが、６０才以上では減少。女性３０代

以下、５０代、６０才以上で「７年以上」の比率が増加した。 

・ 今後の車の買い替え間隔は、４５％の人が従来よりも長期化することを予想しており、

特に、女性の４０代以上での長期化予想が増加している。保有長期化の理由としては、

「今の車の傷みが少ない」「今の車が気に入っている」「収入の伸びが思わしくない」

が高い理由となっている。「今の車の傷みが少ない」「老後の不安のために消費を控

えたい」は’０３年調査時に比べて増加し、’０３年調査時で最も多かった「収入の伸

びが思わしくない」は３位。 

・ 買い替え時期を早める条件は、「非常に低燃費の車が発売されたら」「自動車関連税

が軽減されたら」をはじめとする経済的負担感の緩和が上位。「非常に低燃費の車が

発売されたら」は’０３年調査時より増加したが、「価格が非常に安い車が発売され

たら」は減少。 

 
 
Ⅳ．中高年分析 
１．中高年層の消費意識と引退後の生活の変化 
＜消費意識＞ 
・ 男女とも５０代では消費や資産形成に関する関心が高く、消費の対象は健康増進、旅

行や趣味まで広範囲。男性の７０代以上、女性の６０代後半以上では、全体的な消費

への関心が低くなる。「自動車購入費」は、中高年全体でみると、充実させたい消費

分野１９項目のうち１７番目と低い。「燃料・有料道路などの自動車関連費」は、中

年全体が抑えたい消費分野で「外食費」に次ぎ２番目。 高
 

＜引退による生活の変化＞ 
・ 仕事以外に行う活動を６０代前半の男性で比較すると、「趣味・スポーツなどのサー

クルに参加｣｢国内・海外旅行｣｢ドライブ」をはじめ、多くの項目で既引退者の方が引

退予定者よりも高い。引退予定者も既引退者も、現状行っている活動では「ドライブ」

が最上位の項目。女性の既引退者は「国内や海外旅行｣｢自宅での読書・音楽鑑賞」が

上位項目。「ドライブ」は男性に比べて低い。 
・ 引退予定者、既引退者共に退職金の使用用途として「貯蓄」と回答とする率が６割と

最も高い。「物品の購入」は引退予定者では２割、既引退者では３割。購入したいサー

ビスや物品１９項目中で｢車｣は４番目。 
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２．中高年層の保有車の特性と車に対する意識 
＜現保有車の特性＞ 
・ 車型は、｢ボンネットワゴン｣「軽乗用車」「大衆車」「小型車｣の順に割合が高く、

男性に比べて女性では｢大衆車｣「軽乗用車」の割合が高い。男性では年齢が高いほど

｢ボンネットワゴン」や「キャブワゴン」の割合が低い。女性では、どの年代でも｢大

衆車｣｢軽乗用車」の割合が高く、年代による顕著な差は見られない。 
・ 平均購入価格は、男性では５０代では２３０万円台だが、年齢が高いほど安くなり、

７０代以上では１９０万円。女性では年齢の違いによる顕著な差は見られない。 
・ 使用期間の平均は約４年。年代別にみると、男女とも高年齢層で長くなる傾向。 
・ 車の主使用用途は、男性５０代、女性５０代前半は「通勤・通学｣の割合が高いが、

男性６０代以上、女性５０代後半以上では「買い物･用足し」が高い。ただし複数回

答では、男女とも全年代で「買い物・用足し」が高く、さらに男性では「レジャー｣、

女性では｢家族の送迎」もやや高くなる。 
 

＜車に対する意識＞ 
・ 車保有の利点は、男女ともに、「いつでも気軽に外出できる」が他に差をつけて最も

高い。年代別には、男女ともに高年齢層で「重いものでも楽に運べる」が増える。 
・ 重視度が高いのは、男女ともに、経済性（「車両価格」「燃費の良さ」等）、居住性・

操作性（「小回り・取り回し」「乗り降りのしやすさ」等）、安全性（「エアバッグ

等」「ＡＢＳ等安全性能」等）の領域。このうち、経済性、居住性・操作性は、男性

より女性の方が重視度が高く、安全性は男女で同等の高さ。 
 
 
３．中高年層の今後の乗用車利用意向 
＜乗用車の買い替え意向＞ 
・ 男性の買い替え意向は５０代で８割台、６０代で７割台だが、７０代以上では５割台

に留まる。女性の買い替え意向は５０代から６０代前半で６～７割台であるが、６０

代後半以上では５割台に留まる。主用途別にみると、買い替え意向は「仕事・商用・

通勤」「レジャー」「買い物・用足し」の順に高い。退職金支給額（予定含む）別に

みると、金額のより高い層で購入意向が高い傾向。 
 

＜買い替え予定車の特性＞ 
・ 車型は、男性では５０代前半で「ボンネットワゴン」「キャブワゴン」の割合が高い

が、５０代後半以上では「大衆車」「小型車」「軽乗用車・ボンバン」が高い。女性

では「大衆車」「軽乗用車・ボンバン」が高く、年代による差は見られない。 
・ 買い替え予定車のエンジンは、男性では全世代を通じてハイブリッドが２割以上と高

い。特に５０代後半では３割強。女性では５０代が２割強で、年齢が高いほど低く６

０代後半以上では１割以下に留まる。 
・ 買い替え予定車の重視点を現保有車の購入時重視点と比較すると、男女ともに「経済

性」「環境」「安全性」次いで「居住性・操作性」に対する重視度が大きく増加して

いる。これらの重視度の増加は、男性では特に６０代後半以上で大きい。 
・ 買い替え予定車の利用への期待は、男女とも上位の項目は「いつでもどこでも気軽に

出かけたい」「緊急時にすぐ動きたい」「夫婦やパートナーとドライブを楽しみたい」。

女性ではさらに「知人・友人との交流を深めたい」が上位に挙がる。男女とも、５０

代前半では「自分の車があるという満足感を得たい」「高速走行などで爽快感が得た
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い」「自分らしさやスタイル等を表現したい」等の車で得られる楽しみに対する期待

が高いが、５０代後半以上では低くなる傾向。 
・ 主用途別にみると、「レジャー」使用層では「知人・友人との交流を深めたい」「趣

味やスポーツ活動で仲間と一緒に行動」等の生活の幅を広げることに対する期待をは

じめ「より多様なアウトドアレジャーを楽しみたい」「車を運転することで気晴らし

したい」「自分らしさやスタイル等を表現したい」等の車で得られる楽しみに対する

期待が高い。 
 
＜希望する車＞ 
・ 男女とも、上位の項目は「走行時の操作性が高く運転しやすい車」「使い勝手がよく

経済的で実用的な車」「排気ガスなどが少なく環境配慮の車」。男性では、さらに「長

距離を走行しても疲れが少ない車」が上位に挙がる。 
・ 男性では、年齢が低いほど「生活スタイルをアピールできる車」｢高性能エンジンの

スポーティな車｣等の自己表現や運転を楽しめる車への希望が高く、年齢が高いほど

実利的な車への希望が高い。女性では、５０代で実利的な車の希望が高い。自己表現

できる車の希望は男性と同様に年齢が高いほど低い傾向。 
・ 主用途別では、「レジャー」用途では自己表現や運転を楽しめる車の希望が高い。 

 

 

 

 



Ⅰ 乗用車市場動向
 1．保有・使用実態の変化

 ＜乗用車世帯保有率の動向＞

・全国の乗用車世帯保有率（単身世帯を含む）は、'０７年実施の今回調査では７９．２％であり、
　前回（'０５年：７８．８％）とほぼ同水準にとどまった。
・世帯年収を５等分（各層２０％）した所得階層別にみると、「第１分位：４３％」、「第２分位：
　７９％」、「第３分位：８９％」、「第４分位：９２％」、「第５分位：９３％」。
　'０５年度調査と比べて、「第１分位」が前回から５ポイント減少していることが注目される。

1. 保有率の変化（全世帯） 　　　      　注1)「乗用車」の定義については、前頁参照。

乗用車保有率

(%)
75.0

76.9

78.6

79.0

79.2

78.8

79.2

（n=3,666）

2. 所得階層別　乗用車保有率

　 　(%)

3. 所得階層別世帯年収（平均値の推移）　（乗用車ユーザー）

(万円) '07年各分位の平均　　   

　 第5分位　1,206

　 第4分位　  724

　 全体平均　 651

　 第3分位　  500

　 第2分位　  342

　 第1分位　  173

注1) 年収5分位とは、全世帯の世帯年収を5等分（各層20%）した所得階層。

注2) 上図には各分位の世帯年収の平均値の推移を示してある。

　　　　　　　高所得　　　　　　　　低所得

60.5

64.1

63.2

64.6

67.5

66.4

67.2

14.5

12.8

15.4

14.4

11.7

12.4

12.0
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のみ保有

ﾊﾞﾝ･ﾄﾗｯｸ
との併有

ﾊﾞﾝ･ﾄﾗｯｸ
のみ保有

4.7
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3.5
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3.3

3.0
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1200

1600
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・乗用車ユーザーの中で占めるライフステージの割合では、家族形成期が減少し、高齢期が増加した。
・世帯ライフステージ別に乗用車保有率をみると、'０５年度調査と比べ各層で保有率は、わずかなが
　ら増加している。

4. 世帯ライフステージ（乗用車ユーザー）

(%)　

（n=2,894）

5. ライフステージ別　乗用車保有率

　 　(%)

（n=67） （n=309） （n=456） （n=325） （n=723） （n=505） （n=1,271）

　ライフステージ定義

（イ） 独身期＝39歳以下の単身者

（ロ） 家族形成期＝家計中心者の長子が未就学児の世帯、または家計中心者が39歳以下で子どものいない普通世帯

（ハ） 家族成長前期＝家計中心者の長子が小・中学生の世帯

（ニ） 家族成長後期＝家計中心者の長子が高校・大学生の世帯

（ホ） 家族成熟期＝家計中心者の長子が学校を終えて、まだ結婚していない世帯

（ヘ） 結晶期＝子供が結婚して同居している世帯、または結婚した子供は別居しているが、他に未婚の子または就学中

の子がいる世帯（子がいないか、単身で40～54歳のものを含む）

（ト） 高齢期＝子は（すべて）結婚して別居している世帯、または子供がいないか、単身で55歳以上の世帯

3

3

3

3

3

2

1

13

15

14

13

14

12

9

19

17

17

18

15

17

15

15

13
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27
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27

26

22

24

22

13
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13
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15
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15
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13

16

19

20

27

独身期 家族形成期 家族成長前期 家族成長後期 家族成熟期 結晶期 高齢期

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

43
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4549

88 89 86 86
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51
41
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78
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86
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57
50

88 92 91 87
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（参考資料）所得階層別ユーザー特性（'０７年）

・所得階層別にみて乗用車保有率が最も少ない「第１分位」のユーザーは、６０才以上が最も多く
　平均年齢も５９．５才。職業別では今回調査より加えた「年金生活者」が半数を超える割合と
　なっている。

（1）主運転者続柄（乗用車ユーザー）（A） （2）主運転者性別・未既婚（乗用車ユーザー）（A）

(%)　

（n=2,479） （n=2,478）

（3）主運転者年齢（乗用車ユーザー）（A） （4）主運転者職業（乗用車ユーザー）（A）

平均(才)
年齢(才)

59.5  

54.3  

48.0  

46.9  第1分位 3 0 4 1 0 3 6 11 11 1 7 50 4

48.6  第2分位 3 0 8 1 2 4 10 17 9 1 10 33 2

（n=2,480）
第3分位 2 0 11 1 2 6 21 14 13 1 13 14 2

第4分位 1 0 9 1 10 10 26 13 10 1 13 5 1

第5分位 2 - 10 2 20 10 22 6 8 1 11 5 2

（n=2,480） (%)

（5）ライフステージ（乗用車ユーザー）（A）

(%)

（n=2,474）

注1) 「ライフステージ」の定義については、前ページを参照。
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9

14

22

31

27

14

13

17

24

37

64

50

26

16

164

4

3

3

1

～
24才

2

4

～
29才

～
39才

～
49才

～
59才

60才
以上

第1分位

第2分位

第3分位

第4分位

第5分位

11

20

30

30

29

3

7

3

3

6

5

家計
中心者

85

72

62

58

58

配偶者 息子

2

4

5

2

娘
その他・
従業員

0

1

1

2

2

第1分位

第2分位

第3分位

第4分位

第5分位

8

10

18

20

15

4

4

8

16

17

14

18

19

21

32

7

11

13

16

20

61

43

23

16

12

1

3

1

2

0

独身期

5

11

17

12

4

家族形成期 家族成長前期 家族成長後期 家族成熟期 結晶期 高齢期

第1分位

第2分位

第3分位

第4分位

第5分位

12

8

11

9

8

55

62

52

53

56

8

5

5

5

6

25

25

32

33

31

未婚 既婚 未婚 既婚

第1分位

第2分位

第3分位

第4分位

第5分位

(%)

男　性

(%)

女　性

- 9 -



＜保有率の変化（車種タイプ・車型別）＞

・世帯保有率（２台以上保有の場合は、購入時期が新しい順に数え、２番目に最近買った車までを
　含む）の変化をみると、「大・中型、小型、大衆クラス（３ＢＯＸセダン）」の割合が減少の
　傾向にあり、「軽乗用車（２ＢＯＸ）」が増加。「ボンネットワゴン」（「ステーションワゴン」
　「３列シートミニバン」「背の高いワゴン」「オフロード型」の合計）などのＲＶも漸増傾向に
　ある。

6. 車種タイプ（A＋B）　～新中古計　　　　　　　　　　　　
（構成比：横100%）

　　バ　ン　・　ト　ラ　ッ　ク

3
B
O
X

2
B
O
X

1995 39.3 21.3 10.1 7.3 7.9 85.9 3.9 2.1 3.8 1.4 2.9 14.1 0.0

1997 34.3 22.0 9.8 13.5 8.4 88.0 2.9 1.4 3.3 1.1 3.3 12.0 0.0

1999 36.7 22.1 2.9 17.7 8.9 88.3 2.8 0.9 3.7 0.7 3.6 11.7 0.0

2001 30.4 24.1 2.2 21.2 10.5 88.4 1.9 0.8 4.1 0.7 4.1 11.6 0.0

2003 26.9 28.0 1.8 23.2 10.4 90.3 1.5 0.7 2.5 0.6 4.4 9.7 0.0

2005 23.1 30.7 1.7 23.6 11.2 90.3 1.1 0.7 3.5 0.1 4.2 9.6 0.0

2007 18.8 34.1 1.7 24.9 11.2 90.7 1.2 0.6 2.9 0.0 4.6 9.3 0.0

（n=4,393） ＊

＊2BOXセダン 9.0%
＊軽乗用車 25.1%

7. 乗用車車型（A＋B) 8. 乗用車（新車）に占めるRV構成比の変化
～新中古計(乗用車小計を100%として計算)

(%)
（n=1,136） 30.8

（n=1,179） 46.4

（n=945） 45.0

（n=987） 49.0

（n=993） 48.5

（n=940） 41.5

（n=600） 38.1

（n=3,982）

（参考）乗用車車型（A＋B：軽除き) （参考）乗用車（新車）に占めるRV構成比の変化
（軽除き)

2001   (%) (%)
（n=4,715）   

2003   
（n=4,377）   

2005   
（n=4,289）   

2007   
（n=2,879）   

注1） 最近購入時点とは、調査時点を含めた最近過去2年間の購入車のこと

注2） ｷｬﾌﾞﾜｺﾞﾝ＝ｷｬﾌﾞﾜｺﾞﾝ+ｾﾐｷｬﾌﾞﾜｺﾞﾝ

　　　 ﾎﾞﾝﾈｯﾄﾜｺﾞﾝ＝ｽﾃｰｼｮﾝﾜｺﾞﾝ+背の高いﾜｺﾞﾝ+3列ｼｰﾄﾐﾆﾊﾞﾝ+ﾎﾞﾝﾈｯﾄﾜｺﾞﾝ･ｵﾌﾛｰﾄﾞ型

注3） 「乗用車販売台数に占めるRV比率」は自販連データより作成
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乗用車販売台数に

占めるRV比率(%)

（n=421）

69.7

68.3

56.8

（n=751）

（n=817）

58.6（n=682）
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・保有乗用車の排気量をみると、ガソリンエンジン車の「１４０１ｃｃ～１５００ｃｃ」と、
　「６６０ｃｃ以下（軽乗用車）」の割合が大きく増加した反面、「２００１ｃｃ以上」は減少。
・駆動方式は、'０５年度調査と同程度。
・ドア数は、'０５年度調査に引き続き「５ドア」が増加し、６７．７％を占めた。

　

9. 乗用車排気量（A＋B)

(%)　

（n=3,880）

10. 乗用車駆動方式（A＋B) 11. 乗用車ドア数（A＋B)

(%)　 (%)　

（n=3,670） （n=3,946）
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49.9

51.8

52.4

14.4

18.1

20.1

23.0
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11.0

9.6

6.4

52.8

48.1

45.4

40.6

35.2

30.3

24.2

23.4

29.6

37.0
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（参考）乗用車車型（Ａ＋Ｂ）×駆動方式（Ａ＋Ｂ）（'０１年、'０３年、'０５年、'０７年）

   全　　体 ＦＲ車 ＦＦ車 ４ＷＤ車 その他

5,677 1,641 2,672 1,304 60 

全　　体 100.0 28.9 47.1 23.0 1.1

5,469 1,485 2,731 1,179 74 

100.0 27.2 49.9 21.6 1.4

5,453 1,329 2,823 1,237 64 

100.0 24.4 51.8 22.7 1.2

3,670 853 1,924 823 70 

100.0 23.2 52.4 22.4 1.9

351 258 75 16 2 

大・中型 100.0 73.5 21.4 4.6 0.6

309 211 75 14 9 

100.0 68.3 24.3 4.5 2.9

299 198 76 22 3 

100.0 66.2 25.4 7.4 1.0

163 120 30 8 5 

100.0 73.6 18.4 4.9 3.1

1,176 526 564 75 11 

小型 100.0 44.7 48.0 6.4 0.9

1,002 429 473 87 13 

100.0 42.8 47.2 8.7 1.3

802 330 373 84 15 

100.0 41.1 46.5 10.5 1.9

481 207 213 52 9 

100.0 43.0 44.3 10.8 1.9

1,017 234 688 86 9 

大衆車 100.0 23.0 67.6 8.5 0.9

887 206 605 64 12 

100.0 23.2 68.2 7.2 1.4

894 184 622 77 11 

100.0 20.6 69.6 8.6 1.2

551 105 387 50 9 

100.0 19.1 70.2 9.1 1.6

1,091 210 606 254 21 

軽乗用車 100.0 19.2 55.5 23.3 1.9

1,227 218 731 254 24 

100.0 17.8 59.6 20.7 2.0

1,340 242 782 295 21 

100.0 18.1 58.4 22.0 1.6

1,006 178 581 222 25 

100.0 17.7 57.8 22.1 2.5

1,369 179 582 600 8 

ボンネットワゴン 100.0 13.1 42.5 43.8 0.6

1,408 195 640 564 9 

100.0 13.8 45.5 40.1 0.6

1,438 173 737 516 12 

100.0 12.0 51.3 35.9 0.8

1,023 146 506 358 13 

100.0 14.3 49.5 35.0 1.3

673 234 157 273 9 

キャブワゴン 100.0 34.8 23.3 40.6 1.3

636 226 207 196 7 

100.0 35.5 32.5 30.8 1.1

680 202 233 243 2 

100.0 29.7 34.3 35.7 0.3

446 97 207 133 9 　　上段 ： ｎ

100.0 21.7 46.4 29.8 2.0 　　下段 ： ％

'01年

'07年

'03年

'05年

'01年

'07年

'01年

'07年

'03年

'03年

'05年

'05年

'01年

'07年

'01年

'07年

'03年

'03年

'05年

'05年

'01年

'07年

'01年

'07年

'03年

'03年

'05年

'05年
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＜ユーザー層の変化＞

・乗用車の主運転者（その車の運転頻度が最も多いドライバー）の変化をみると、「女性運転者」
　比率は３６％で、'０５年度調査とほぼ同じ。
・最近時点購入車（＝調査時点を含めた最近２年間の購入車）に限ってみると、「女性運転者」
　比率は３９％と微増。
・主運転者の年齢をみると、「６０才以上」比率が７ポイント増加し、３０％に達する。

　

～最近時点購入車～
12. 主運転者性別・未既婚（A） 13. 主運転者男女比率（A）

(%)　

40

40

41

41

42

43

43

（n=2,785） （n=848） (%)　

＊1）データソース：警察庁運転免許統計課 各年末現在の数字。

＊2）免許保有者：'07年は「中型免許」+「普通免許」

～最近時点購入車～
14. 主運転者年齢（A） 15. 女性運転者比率（A）

(%)

41.9 29 46

43.5 31 45

44.6 34 49

45.5 37 50

47.3 38 50

47.6 37 51

50.4 38 53

（n=2,788） (%)　 （n=848） (%)

＊3）データソース：警察庁運転免許統計課 各年末現在の数字。

＊4）免許保有者：'07年は「中型免許」+「普通免許」

（参考資料）
免許保有者

に占める
「女性」比率

（参考資料）
免許保有者に占める

「50才以上」
比率(%)

14

13

12

12

10

11

10

57

61

59

57

57

55

55

8

6

6

6

6

6

6

21

20

23

25

26

29

30

未婚 既婚 未婚 既婚

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007 39

69

71

67

65

66

64

61

29

31

36

34

35

33

女性 男性

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

(%)

10

8

7

5

3

9

10

9

9

6

6

4

24

22

22

22

22

21

18

29

26

26

24

23

23

22

17

19

21

22

24

23

23

11

15

15

18

21

23

30

4

～
24才

5

～
29才

～
39才

～
49才

～
59才

60才
以上

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007 39

15

16

16

15

16

15

14

29

31

36

34

35

33

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

＊1
男　性 女　性

主運転者 従運転者平均
年齢(才)

＊2
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＜使用状況の変化＞～乗用車新中古計（軽ボンバン除き）

・使用状況の変化をみると、主使用用途では、「買物・用足し」が微増、「通勤・通学」は
　'０３年度、'０５年度調査と変わらず横ばいとなっている。
・平均月間走行距離は、４３０kmと、前回からやや減少。
・主な乗車人数は、「１人」が減少し「２～３人」が増加している。
　
　

16. 主使用用途（A） 17. 月間維持費（A）*1

　平均
　 (円)

14,600 

14,000 

12,800 

13,200 

12,700 

13,100 

13,000 

（n=2,767） (%)　 （n=2,769） (%)　

＊1） 月間維持費とは燃料代･修理代･有料駐車場代･有料道路通行料等で
車両代･ﾛｰﾝ返済･保険料･税金は除外。

18. 一週間当り稼働日数（A） 19. 月間走行距離（A）

　平均
　 (日)

　平均
　 (Km)

5.0    480   

4.9    480   

5.1    480   

5.0    450   

4.9    430   

5.0    450   

5.0    430   

（n=2,707） (%)　 （n=2,742） (%)　

20. 主な乗車人数（A） 21. 大勢乗る時の乗車人数（A）

（n=2,750） (%)　 （n=2,754） (%)　

38

33

35

36

48

16

19

18

19

1734

43

45

46

44

1人 2～3人 4～5人

1

3

2

2

2

6人以上

1999

2001

2003

2005

2007

31

19

20

20

20

57

66

65

64

64

10

14

14

15

14

1人

1

2

2

2

1

2～3人 4～5人 6人以上

1999

2001

2003

2005

2007

17

18

16

17

17

16

15

41

39

38

35

33

33

33

17

18

18

17

16

16

14

25

25

28

31

34

35

37

仕事･商用 通勤･通学 レジャー
買物･
用足し

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

35

36

37

37

39

38

40

22

22

20

21

19

21

20

22

19

16

18

16

17

1724

～6,000円

27

24

26

24

21

23

～12,000円～20,000円20,001円～

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

8

8

9

8

9

8

7

20

21

20

21

20

21

20

14

17

18

17

19

19

19

15

13

13

13

12

14

13

43

41

40

41

40

39

41

0・1日 2・3日 4・5日 6日 7日

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

18

18

20

19

20

19

19

26

25

25

23

23

23

22

8

8

8

7

6

7

752

～300Km

47

51

52

51

48

49

～600Km ～1,200Km 1,201km～

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007
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＜複数保有化の状況＞

・世帯に２台以上の車を持つ「複数保有率」は、'０５年度調査では増加したが'０７年度調査では再び
　減少に転じた（'０３年度調査：３５．９％→'０５年度調査：３８．３％→今回：３３．５％）。
・「複数保有率」を所得階層別にみると、「第４分位」（５０．０％→４３．９％）、
　「第５分位」（５７．６％→４９．５％）での減少が大きい。
・市郡規模では、町村部で減少。また、世帯形態では、産業世帯、農林漁業世帯で減少。

22. 複数保有率の変化（全世帯） 24. 所得階層別複数保有率の変化

(34.6) (13.8)  

(34.1) (11.2)  

(37.3) (13.6)  

(38.0) (11.8)  

(35.9) (12.2)  

(38.3) (10.1)  

(33.5)

（n=3,424） (29.3)  

(30.0)  

(27.8)  

(28.4)  

(27.0)  

(27.1)  

23. 乗用車保有世帯に占める割合

(35.1)  

　(%)　 (40.2)  

(40.9)  

(37.1)  

(43.6)  

(41.7)  

(40.9)  

(49.0)  

（n=2,903） (51.1)  

(45.8)  

(50.0)  

(43.9)  

(52.8)  

(55.2)  

(57.4)  

(54.5)  

(57.6)  

(49.5)  

第
4
分
位

第
5
分
位

複数保有率
（*1+*2）

複数保有率
（*1+*2）

第
1
分
位

第
2
分
位

第
3
分
位

26.3

27.4

29.1

31.2

30.6

32.9

27.7

8.3

6.7

8.2

6.8

5.3

5.4

5.8

乗用車2台
以上保有

乗用車1台
とﾊﾞﾝ併有

ﾊﾞﾝ･ﾄﾗｯｸ
のみ保有

1.0

0.7

0.6

0.8

0.5

0.5

0.5

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

22.2

19.9

20.5

22.1

21.9

19.5

27.4

29.2

33.9

31.4

36.5

33.2

33.3

39.1

42.1

41.1

44.7

38.8

46.0

49.6

51.9

50.2

51.9

45.4

5.2

4.5

5.0

4.8

3.3

7.1

10.1

7.3

6.3

5.1

7.6

7.7

11.0

7.0

5.7

7.1

8.5

7.6

9.9

9.0

4.7

5.3

5.1

6.8

5.6

5.5

4.3

5.7

4.1

6.7

8.6

6.2

8.9

7.0

8.6

乗用車2台
以上保有

3.9

乗用車1台
とﾊﾞﾝ併有

0.5

0.2

0.3

0.3

0.6

0.4

0.6

0.4

0.9

0.1

0.4

0.8

0.2

0.3

1.2

0.8

0.6

0.4

0.6

0.8

0.9

0.9

0.7

0.4

1.2

0.9

0.8

ﾊﾞﾝ･ﾄﾗｯｸ
のみ保有

1.0

0.8

0.2

1997

1999

2001

2003

2005

2007

1997

1999

2001

2003

2005

2007

1997

1999

2001

2003

2005

2007

1997

1999

2001

2003

2005

2007

1997

1999

2001

2003

2005

2007

(%)

65.0

64.4

63.0

60.4

61.4

58.2

59.0

25.9

27.2

27.5

29.4

28.7

29.6

30.6

9.1

8.4

9.6

10.2

9.8

12.2

10.4

乗用車
1台

乗用車
2台

乗用車
3台以上

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

四輪自動車複数保有世帯 四輪自動車複数保有世帯
*1 *2 *1 *2

(%)
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（参考資料）
対象者特性別自動車複数保有形態（'０７年、'０５年、'０３年）

【'０７年】 【'０５年】 【'０３年】
全
　
体

　
複
数
保
有

乗
用
車
２
台
以
上

　
バ
ン
等
の
併
有

乗
用
車
１
台
と

　
の
み
保
有

バ
ン
・
ト
ラ

ッ
ク

四
輪
単
数
保
有

四
輪
非
保
有

　
複
数
保
有
率

*
1
+
*
2

全
　
体

　
複
数
保
有

乗
用
車
２
台
以
上

　
バ
ン
等
の
併
有

乗
用
車
１
台
と

　
の
み
保
有

バ
ン
・
ト
ラ

ッ
ク

四
輪
単
数
保
有

四
輪
非
保
有

　
複
数
保
有
率

*
1
+
*
2

全
　
体

　
複
数
保
有

乗
用
車
２
台
以
上

　
バ
ン
等
の
併
有

乗
用
車
１
台
と

　
の
み
保
有

バ
ン
・
ト
ラ

ッ
ク

四
輪
単
数
保
有

四
輪
非
保
有

　
複
数
保
有
率

*
1
+
*
2

*1 *2 *1 *2 *1 *2

3424 947 199 18 1603 657 1146 5250 1729 286 25 2249 961 2015 5298 1619 281 27 2448 923 1900

100.0 27.7 5.8 0.5 46.8 19.2 33.5 100.0 32.9 5.4 0.5 42.8 18.3 38.3 100.0 30.6 5.3 0.5 46.2 17.4 35.9

市郡規模＊ 754 104 15 2 406 227 119 1297 163 36 3 690 405 199 1255 158 36 2 681 378 194

15大都市 100.0 13.8 2.0 0.3 53.8 30.1 15.8 100.0 12.6 2.8 0.2 53.2 31.2 15.4 100.0 12.6 2.9 0.2 54.3 30.1 15.5

10万世帯 781 207 40 4 368 162 247 1465 459 65 5 675 261 524 1548 430 43 7 821 247 473

以上の市 100.0 26.5 5.1 0.5 47.1 20.7 31.6 100.0 31.3 4.4 0.3 46.1 17.8 35.7 100.0 27.8 2.8 0.5 53.0 16.0 30.6

６万世帯 363 101 12 0 188 62 113 74 24 4 0 35 11 28 80 25 1 - 34 20 26

以上の市 100 27.8 3.3 - 51.8 17.1 31.1 100 32.4 5.4 - 47.3 14.9 37.8 100.0 31.3 1.3 - 42.5 25.0 32.6

４万世帯 297 96 12 0 151 38 108 405 146 17 2 188 52 163 394 138 22 2 178 54 160

以上の市 100.0 32.3 4.0 - 50.8 12.8 36.3 100.0 36.0 4.2 0.5 46.4 12.8 40.2 100.0 35.0 5.6 0.5 45.2 13.7 40.6

２万世帯 435 163 29 4 179 60 192 567 233 28 2 227 77 261 564 217 30 1 244 72 247

以上の市 100.0 37.5 6.7 0.9 41.1 13.8 44.2 100.0 41.1 4.9 0.4 40.0 13.6 46.0 100.0 38.5 5.3 0.2 43.3 12.8 43.8

町村部 794 276 91 8 311 108 367 1442 704 136 13 434 155 840 1457 651 149 15 490 152 800

100.0 34.8 11.5 1.0 39.2 13.6 46.3 100.0 48.8 9.4 0.9 30.1 10.7 58.2 100.0 44.7 10.2 1.0 33.6 10.4 54.9

世帯形態＊ 82 10 32 6 25 9 42 210 80 53 8 53 16 133 243 99 67 12 53 12 166

農林漁業世帯 100.0 12.2 39.0 7.3 30.5 11.0 51.2 100.0 38.1 25.2 3.8 25.2 7.6 63.3 100.0 40.7 27.6 4.9 21.8 4.9 68.3

産業世帯 324 86 42 7 165 24 128 796 305 94 10 298 89 399 772 273 78 6 333 82 351

100.0 26.5 13.0 2.2 50.9 7.4 39.5 100.0 38.3 11.8 1.3 37.4 11.2 50.1 100.0 35.4 10.1 0.8 43.1 10.6 45.5

勤労世帯 1930 709 86 3 932 200 795 3156 1187 126 6 1441 396 1313 3183 1083 113 8 1577 402 1196

100.0 36.7 4.5 0.2 48.3 10.4 41.2 100.0 37.6 4.0 0.2 45.7 12.5 41.6 100.0 34.0 3.6 0.3 49.5 12.6 37.6

その他 1075 138 38 2 473 424 176 1057 146 13 1 447 450 159 1062 157 23 1 478 403 180

100.0 12.8 3.5 0.2 44.0 39.4 16.3 100.0 13.8 1.2 0.1 42.3 42.6 15.0 100.0 14.8 2.2 0.1 45.0 37.9 17.0

年収５分位＊ 644 40 25 1 237 341 65 917 82 30 6 371 428 112 935 65 45 4 402 419 110

第１分位 100.0 6.2 3.9 0.2 36.8 53.0 10.1 100.0 8.9 3.3 0.7 40.5 46.7 12.2 100.0 7.0 4.8 0.4 43.0 44.8 11.8

第２分位 632 123 48 1 346 114 171 917 201 47 4 489 176 248 935 207 59 6 487 176 266

100.0 19.5 7.6 0.2 54.7 18.0 27.1 100.0 21.9 5.1 0.4 53.3 19.2 27.0 100.0 22.1 6.3 0.6 52.1 18.8 28.4

第３分位 614 204 52 5 295 58 256 917 335 65 2 422 93 400 935 294 53 3 486 99 347

100.0 33.2 8.5 0.8 48.0 9.4 41.7 100.0 36.5 7.1 0.2 46.0 10.1 43.6 100.0 31.4 5.7 0.3 52.0 10.6 37.1

第４分位 603 234 31 6 297 35 265 916 409 49 4 395 59 458 937 385 44 8 432 68 429

100.0 38.8 5.1 1.0 49.3 5.8 43.9 100.0 44.7 5.3 0.4 43.1 6.4 50.0 100.0 41.1 4.7 0.9 46.1 7.3 45.8

第５分位 555 252 23 3 241 36 275 916 475 52 3 338 48 527 936 470 40 3 377 46 510

100.0 45.4 4.1 0.5 43.4 6.5 49.5 100.0 51.9 5.7 0.3 36.9 5.2 57.6 100.0 50.2 4.3 0.3 40.3 4.9 54.5

ライフ＊ 67 0 1 0 33 33 1 173 6 1 0 75 91 7 207 1 - 1 105 100 1

独身期 100.0 - 1.5 - 49.3 49.3 1.5 100.0 3.5 0.6 - 43.4 52.6 4.1 100.0 0.5 - 0.5 50.7 48.3 0.5

家族形成期 293 102 14 1 146 30 116 544 185 20 1 274 64 205 640 173 19 2 378 68 192

100.0 34.8 4.8 0.3 49.8 10.2 39.6 100.0 34.0 3.7 0.2 50.4 11.8 37.7 100.0 27.0 3.0 0.3 59.1 10.6 30.0

家族成長前期 437 175 20 0 224 18 195 751 295 36 1 376 43 331 675 251 38 - 344 42 289

100.0 40.0 4.6 - 51.3 4.1 44.6 100.0 39.3 4.8 0.1 50.1 5.7 44.1 100.0 37.2 5.6 - 51.0 6.2 42.8

家族成長後期 296 123 19 0 135 19 142 525 210 38 0 232 45 248 586 255 29 3 261 38 284

100.0 41.6 6.4 - 45.6 6.4 48.0 100.0 40.0 7.2 - 44.2 8.6 47.2 100.0 43.5 4.9 0.5 44.5 6.5 48.4

家族成熟期 638 259 37 4 277 61 296 1125 545 65 8 389 118 610 1083 486 65 4 419 109 551

100.0 40.6 5.8 0.6 43.4 9.6 46.4 100.0 48.4 5.8 0.7 34.6 10.5 54.2 100.0 44.9 6.0 0.4 38.7 10.1 50.9

結晶期 442 147 32 6 202 55 179 736 286 48 6 284 112 334 784 301 51 6 311 115 352

100.0 33.3 7.2 1.4 45.7 12.4 40.5 100.0 38.9 6.5 0.8 38.6 15.2 45.4 100.0 38.4 6.5 0.8 39.7 14.7 44.9

高齢期 1241 136 75 7 583 440 211 1388 198 78 9 618 485 276 1316 150 79 11 627 449 229

100.0 11.0 6.0 0.6 47.0 35.5 17.0 100.0 14.3 5.6 0.6 44.5 34.9 19.9 100.0 11.4 6.0 0.8 47.6 34.1 17.4

＊ 15大都市：'07年 　　上段 ： ｎ

＊ 13大都市：'05年、'03年 　　下段 ： ％
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＜複数保有組み合わせの変化＞

・乗用車等複数保有世帯の保有車組み合わせをみると、「１台はＲＶ系」（キャブワゴン、ボンネッ
　トワゴン等）「１台は軽クラス」「ＲＶと軽クラスの組み合わせ」が引き続き増加傾向にあり、
　「１台は大・中型車」は減少傾向にある。
・「１台は軽クラス」の組み合わせでは、軽乗用車との組み合わせの増加傾向が顕著である。
　

25. 複数保有世帯で 26. 複数保有世帯で 　　 27.複数保有世帯で
　　 「１台はRV系」の　 「１台は軽クラス」の 　　 27.「RVと軽クラス」の

組み合わせ推移 組み合わせの推移 　　　　　　　　　 27.組み合わせの推移

(%) (%) (%)

28. 複数保有世帯で「１台は大・中型車」の組み合わせの推移

　　(%)

9.2

22.1

26.4

28.9

32.5

0.9

1.3

3.5

2.3

1.2 33.7

27.7

12.7

24.4

29.8

0 20 40 60

1995

2001

2003

2005

2007

31.3

42.9

50.4

56.5

59.7

61.1

63.8

0 20 40 60 80

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

35.6

35.5

42.2

44.9

49.9

53.6

57.5

9.6

7.6

2.7

4.8

8.4

3.3

2.6

60.2

56.2

53.2

49.7

50.6

43.1

45.2

0 20 40 60 80

35.6 9.6

1台は
軽乗用車

1台は
軽ﾎﾞﾝﾈｯﾄﾊﾞﾝ 9.2 3.5

1台はＲＶ､
１台は軽乗用

1台はＲＶ、
1台は軽ﾎﾞﾝﾈｯﾄﾊﾞﾝ

14.8

13.6

14.0

11.8

11.3

10.6

8.0

0 10 20 30 40 50

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007
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 2．最近の購入状況の変化

 ＜購入形態の変化＞

・最近の購入形態では「乗用車からの代替」（８０％）が中心。
　代替ユーザーの前保有車使用期間は長期化が続いており、７．１年。
・また、最近時点購入車に限定した場合でも平均使用期間は７．２年と前回並み。

29. 乗用車購入形態の変化（A） 30. 乗用車前保有車使用期間（前保有新車）（A）

　　(%)　
    平均
     (年)

5.4   

5.6   

5.9   

6.1   

6.5   

6.8   

7.1   

（n=2,748） (%)　 （n=1,502） (%)　

（参考）最近時点購入車の場合

6.6   

7.1   

7.2   

（n=453） (%)　

10

9

8

8

8

8

8

72

74

78

76

76

77

80 3

13

12

9

12

11

11

9

新規
乗用車
から

5

5

5

4

4

5

ﾊﾞﾝ･ﾄﾗｯｸ
から

増車

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

24

22

19

18

14

13

11

29

29

26

26

24

24

20

20

19

22

22

22

20

18

15

18

21

20

25

26

32

5

7

9

11

14

153

7

8

3

5

6

6

～2年 ～4年 ～6年 ～8年 ～10年

4

それ
以上

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

代　替

6

4

13

14

13

23

19

17

20

19

15

25

26

31

13

19

20

3

2003

2005

2007
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・一番最近買った新車（最近時点購入車）の平均購入価格は、'０３年度調査から上昇しており
　（'０３年度調査：２００万円→'０５年度調査：２０５万円→今回：２１４万円）、
　「２５１～３００万円」での割合の増加が目を引く。
　

31. 最近時点購入車の購入価格（A）～新車～

平均
(万円)

221.8   

229.9   

215.6   

215.2   

200.1   

205.4   

214.2   

（n=535） (%)

32. 最近時点購入車の購入価格（A）～新車～＜車種別＞

＜'０７年＞
　　　 ｎ

平均
(万円)

10 * 577.9   

61 306.5   

89 160.1   

26 * 236.3   

46 171.6   

44 236.6   

27 * 300.7   

76 315.3   

161 123.2   

(%)

　　＊：サンプル数30未満につき参考値

14

13

14

16

19

21

16

20

17

24

25

25

23

26

18

17

18

15

17

18

16

17

17

14

16

13

13

12

13

16

12

12

11

9

14

16

18

16

15

12

14

142

～80
万円

2

1

3

2

2

2

～120
万円

～160
万円

～200
万円

～250
万円

～300
万円

301万
以上

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007

5 28

2

7

52

31

54

9

4

5

21

20

55

33

18

43

4

26

28

90

30

37

47
0

0

0

～60
万円

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

29

～100
万円

0

2

0

0

48

～140
万円

20

1

0

0

0

0

21

～180
万円

50

11

～250
万円

2

10

30

12

5

～300
万円

0

0

0

5

8

0

301万
以上

0

大・中型 

小型 

大衆 

ステーションワゴン 

背の高いワゴン 

３列シートミニバン 

ＢＷ・オフロード型 

キャブワゴン 

軽乗用・ＢＶ 
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＜移行状況の変化＞

・最近時点購入車における「前保有車から現保有車への移行状況」をみると、「クラウン、セドリッ
　ク（フーガ）、マークⅡ（マークＸ）、ローレル（ティアナ）などの小型（Ａ）クラス以上」では、
　移行状況に大きな変化はない。
・一方、「カローラ、サニー（ティーダ）、マーチ、フィットなどの大衆車クラス」では、「同クラ
　ス移行」が減少し、「ＲＶ系移行」が増加。
・「ミラ、ワゴンＲなどの軽乗用・軽ボンバンクラス」は「同クラス移行」が約８０％を占めるなど、
　'０５年度調査と同じ傾向にある。

　

　

33. 前保有車から現保有車への移行状況（前保有乗用車新車→現保有乗用車新車）
　　(%)　

ｎ　

136

138

116

100

95

93

51

131

160

112

94

81

46

30 *

184

197

153

145

119

96

67

82

87

94

95

106

98

72

注1) 最近時点購入車を分析対象としている
注2) 上図は、表側の前保有車（乗用車新車）から、表頭の現保有車(乗用車新車)への移行状況を示している
注3) 小型Bについては、ｎ=30につき参考値

小
型
Ａ
以
上

小
型
Ｂ

大
衆
車

軽
乗
用
車
・
軽
ボ
ン
バ
ン
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ラ
ウ
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、

　
　
　

（
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ル
フ
ィ

）
な
ど

ブ
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ー
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ー

ド

コ
ロ
ナ

（
プ
レ
ミ
オ

）
、

　
マ
ー

チ

、
フ
ィ
ッ
ト
な
ど

　
サ
ニ
ー

（
テ
ィ
ー

ダ

）
、

カ
ロ
ー

ラ

、

ミ
ラ

、
ワ
ゴ
ン
R
な
ど

13

9

5

11

7

26

23

22

12

11

7

3

39

28

14

8

8

8

10

41

22

6

13

15

9

8

51

48

44

35

25

31

29

35

29

21

18

21

9

43

32

30

37

21

34

29

19

52

63

74

69

66

81

79

14

12

18

21

37

32

35

11

11

13

20

25

33

20

11

11

16

26

30

34

34

22

31

33

33

31

35

33

28

37

43

50

43

51

33

18

31

33

45

29

29

36

19

18

19

10

13

上級移行

2

2

同クラス移行 下級クラス移行

0

0

0

0

0

0

0

ＲＶ系移行

6

15

1995

1997

1999

2001

2003

2005

2007
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2001
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34. 前保有車から現保有車への移行状況（前保有乗用車新車→現保有乗用車新車）
(%)

ｎ

138

170

183

195

140

注1) 最近時点購入車を分析対象としている

注2) 上図は、表側の前保有車（乗用車新車）から、表頭の現保有車(乗用車新車)への移行状況を示している

（参考資料）

（1）ＲＶ新中古の移行推移（前保有ＲＶ新・中古車→現保有ＲＶ新・中古車）

318 283 35
100.0 89.0 11.0

107 53 54
100.0 49.5 50.5

371 333 38
100.0 89.8 10.2

118 67 51
100.0 56.8 43.2

411 367 44
100.0 89.3 10.7

142 78 64
100.0 54.9 45.1

312 271 41
100.0 86.9 13.1

129 53 76 　上段 ： ｎ
100.0 41.1 58.9 　下段 ： ％

'03年
新車

中古車

'01年

新車移行 中古車移行

中古車

新車

'07年
新車

中古車

'05年
新車

中古車

8

5

3

4

1 6

4

5

7

13

14

8

7

7

6

7

79

81

83

74

71

小型A以上

3

1

2

1

小型B 大衆車
軽乗用車・
軽ボンバン

ワゴン・ＲＶ系

1999

2001

2003

2005

2007

　
ワ
ゴ
ン

、
Ｒ
Ｖ
系
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（参考資料）

（2）ＲＶ車種間の移行内訳（前保有ＲＶ新車→現保有ＲＶ新車）('０１年、'０３年、'０５年、'０７年)

'01年
ステーション

ワゴン
背の高い

ワゴン
３列シート
ミニバン

ＢＷ・
オフロード型

キャブワゴン
セミ

キャブワゴン
79 32 11 13 6 0 17

100.0 40.5 13.9 16.5 7.6 0.0 21.5
25 5 4 6 5 0 5

100.0 20.0 16.0 24.0 20.0 0.0 20.0
26 2 1 11 2 1 9

100.0 7.7 3.8 42.3 7.7 3.8 34.6
39 3 2 10 17 0 7

100.0 7.7 5.1 25.6 43.6 0.0 17.9
69 2 5 6 6 18 32

100.0 2.9 7.2 8.7 8.7 26.1 46.4
45 6 2 9 2 1 25

100.0 13.3 4.4 20.0 4.4 2.2 55.6
283 50 25 55 38 20 95

100.0 17.7 8.8 19.4 13.4 7.1 33.6

'03年
ステーション

ワゴン
背の高い

ワゴン
３列シート
ミニバン

ＢＷ・
オフロード型

キャブワゴン
セミ

キャブワゴン
93 26 10 24 9 1 23

100.0 28.0 10.8 25.8 9.7 1.1 24.7
25 3 13 4 1 0 4

100.0 12.0 52.0 16.0 4.0 0.0 16.0
40 4 4 21 2 0 9

100.0 10.0 10.0 52.5 5.0 0.0 22.5
51 7 4 4 20 1 15

100.0 13.7 7.8 7.8 39.2 2.0 29.4
52 4 3 7 2 11 25

100.0 7.7 5.8 13.5 3.8 21.2 48.1
72 3 4 10 2 2 51

100.0 4.2 5.6 13.9 2.8 2.8 70.8
333 47 38 70 36 15 127

100.0 14.1 11.4 21.0 10.8 4.5 38.1

'05年
ステーション

ワゴン
背の高い

ワゴン
３列シート
ミニバン

ＢＷ・
オフロード型

キャブワゴン
セミ

キャブワゴン
106 32 12 25 10 2 25

100.0 30.2 11.3 23.6 9.4 1.9 23.6
41 4 14 11 0 0 12

100.0 9.8 34.1 26.8 0.0 0.0 29.3
41 2 2 24 2 0 11

100.0 4.9 4.9 58.5 4.9 0.0 26.8
56 7 7 11 15 1 15

100.0 12.5 12.5 19.6 26.8 1.8 26.8
43 3 5 8 3 5 19

100.0 7.0 11.6 18.6 7.0 11.6 44.2
80 3 8 22 3 1 43

100.0 3.8 10.0 27.5 3.8 1.3 53.8
367 51 48 101 33 9 125

100.0 13.9 13.1 27.5 9.0 2.5 34.1

'07年
ステーション

ワゴン
背の高い

ワゴン
３列シート
ミニバン

ＢＷ・
オフロード型

キャブワゴン
セミ

キャブワゴン
62 21 9 15 5 0 12

100.0 33.9 14.5 24.2 8.1 0.0 19.4
30 1 14 6 4 0 5

100.0 3.3 46.7 20.0 13.3 0.0 16.7
45 5 1 20 1 0 18

100.0 11.1 2.2 44.4 2.2 0.0 40.0
52 6 4 7 16 0 19

100.0 11.5 7.7 13.5 30.8 0.0 36.5
24 2 2 4 1 4 11

100.0 8.3 8.3 16.7 4.2 16.7 45.8
60 4 4 12 5 3 32

100.0 6.7 6.7 20.0 8.3 5.0 53.3
273 39 34 64 32 7 97 　上段 ： ｎ

100.0 14.3 12.5 23.4 11.7 2.6 35.5 下段 ： ％

　*注：「BW」は「ボンネットワゴン」を示す。

キャブワゴン

セミキャブワゴン

RV新車　計

ステーションワゴン

背の高いワゴン

３列シートミニバン

ＢＷ・オフロード型

セミキャブワゴン

RV新車　計

背の高いワゴン

３列シートミニバン

ＢＷ・オフロード型

キャブワゴン

キャブワゴン

セミキャブワゴン

RV新車　計

ステーションワゴン

ステーションワゴン

背の高いワゴン

３列シートミニバン

ＢＷ・オフロード型

セミキャブワゴン

RV新車　計

ステーションワゴン

背の高いワゴン

３列シートミニバン

ＢＷ・オフロード型

キャブワゴン

*

*

*

*
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（参考資料）

（3）ＲＶ車種間の移行内訳（前保有ＲＶ新・中古車→現保有ＲＶ新・中古車）('０１年、'０３年、'０５年、'０７年)

'01年
ステーション

ワゴン
背の高い

ワゴン
３列シート
ミニバン

ＢＷ・
オフロード型

キャブワゴン
セミ

キャブワゴン
119 42 19 19 11 5 23

100.0 35.3 16.0 16.0 9.2 4.2 19.3
37 7 7 9 7 1 6

100.0 18.9 18.9 24.3 18.9 2.7 16.2
33 3 1 15 4 1 9

100.0 9.1 3.0 45.5 12.1 3.0 27.3
64 4 2 13 30 2 13

100.0 6.3 3.1 20.3 46.9 3.1 20.3
117 8 6 11 9 35 48

100.0 6.8 5.1 9.4 7.7 29.9 41.0
55 8 2 11 3 1 30

100.0 14.5 3.6 20.0 5.5 1.8 54.5
425 72 37 78 64 45 129

100.0 16.9 8.7 18.4 15.1 10.6 30.4

'03年
ステーション

ワゴン
背の高い

ワゴン
３列シート
ミニバン

ＢＷ・
オフロード型

キャブワゴン
セミ

キャブワゴン
138 47 13 30 10 4 34

100.0 34.1 9.4 21.7 7.2 2.9 24.6
32 4 13 5 2 0 8

100.0 12.5 40.6 15.6 6.3 0.0 25.0
49 5 4 24 2 0 14

100.0 10.2 8.2 49.0 4.1 0.0 28.6
76 11 6 6 31 2 20

100.0 14.5 7.9 7.9 40.8 2.6 26.3
93 6 6 9 5 26 41

100.0 6.5 6.5 9.7 5.4 28.0 44.1
101 8 9 16 2 3 63

100.0 7.9 8.9 15.8 2.0 3.0 62.4
489 81 51 90 52 35 180

100.0 16.6 10.4 18.4 10.6 7.2 36.8

'05年
ステーション

ワゴン
背の高い

ワゴン
３列シート
ミニバン

ＢＷ・
オフロード型

キャブワゴン
セミ

キャブワゴン
155 51 16 37 12 4 35

100.0 32.9 10.3 23.9 7.7 2.6 22.6
59 7 18 13 2 1 18

100.0 11.9 30.5 22.0 3.4 1.7 30.5
55 4 4 28 2 0 17

100.0 7.3 7.3 50.9 3.6 0.0 30.9
85 13 10 13 24 1 24

100.0 15.3 11.8 15.3 28.2 1.2 28.2
88 6 8 14 4 15 41

100.0 6.8 9.1 15.9 4.5 17.0 46.6
118 7 10 28 6 4 63

100.0 5.9 8.5 23.7 5.1 3.4 53.4
560 88 66 133 50 25 198

100.0 15.7 11.8 23.8 8.9 4.5 35.4

'07年
ステーション

ワゴン
背の高い

ワゴン
３列シート
ミニバン

ＢＷ・
オフロード型

キャブワゴン
セミ

キャブワゴン
105 35 13 21 14 1 21

100.0 33.3 12.4 20.0 13.3 1.0 20.0
45 4 14 10 4 0 13

100.0 8.9 31.1 22.2 8.9 0.0 28.9
58 6 3 27 2 0 20

100.0 10.3 5.2 46.6 3.4 0.0 34.5
76 9 7 10 21 1 28

100.0 11.8 9.2 13.2 27.6 1.3 36.8
51 4 4 8 4 10 21

100.0 7.8 7.8 15.7 7.8 19.6 41.2
106 7 9 24 8 5 53

100.0 6.6 8.5 22.6 7.5 4.7 50.0
441 65 50 100 53 17 156 　上段 ： ｎ

100.0 14.7 11.3 22.7 12.0 3.9 35.4 下段 ： ％

　*注：「BW」は「ボンネットワゴン」を示す。

キャブワゴン

セミキャブワゴン

RV　計

ステーションワゴン

背の高いワゴン

３列シートミニバン

ＢＷ・オフロード型

RV　計

３列シートミニバン

ＢＷ・オフロード型

キャブワゴン

セミキャブワゴン

セミキャブワゴン

RV　計

ステーションワゴン

背の高いワゴン

背の高いワゴン

３列シートミニバン

ＢＷ・オフロード型

キャブワゴン

キャブワゴン

セミキャブワゴン

RV　計

ステーションワゴン

ステーションワゴン

背の高いワゴン

３列シートミニバン

ＢＷ・オフロード型

*

*

*

*
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Ⅱ　クルマ市場をめぐる環境意識の変化
 1．環境への意識

 1) 環境問題に対する考え方・態度

●環境への意識は、'０５年度調査と比べると全体的に増加傾向がみられ、小型車志向が強まっている。
・環境問題に対する考え方・態度について聞いた結果をみると、乗用車新車ユーザーでは「あてはま
　る」＋「まああてはまる」と答えた比率は、'０５年度調査と比べ、全体的に増加傾向が見られた。
・「クルマは必要なもので、多少高くても、環境にできるだけ負担の少ない車を選ぶ」は'０５年度
　調査より７ポイント、「大排気量・高馬力車などにこだわるよりも、環境にやさしい小さい車や
　低燃費車の方を選ぶ」は、５ポイント増加し、その他の項目も'０５年度調査より３～４ポイント
　増加している項目が多くみられ、環境への意識についてより身近な問題と考えられている実状が
　伺える。

1. 環境問題に対する考え方・態度　～「あてはまる」+「まああてはまる」比率

ｎ　 

1,929

1,922

1,922

1,926

1,926

1,932

1,924

1,928

1,930

1,922

（　）内 は'97、'99、'01年度調査の質問紙 '97 '99 '01 '03 '05 '07

高品質で耐久性のあるものを買うと、当初はお金がいる
ものの、時間の経過とともに安い買い物になり、いろいろ
な面で環境を守る

メーカーが環境問題やリサイクル（再利用）に積極的に
取り組む姿勢には自分も協力したい
（メーカーが企業の社会責任や自然との「共生」を自覚して、環
境問題やリサイクル（再利用）に積極的に取り組む姿勢には自
分も協力したい）

大排気量・高馬力車などにこだわるよりも、環境にやさし
い小さい車や低燃費車のほうを選ぶ
（大排気量・高馬力車などにこだわるよりも、小さい車や低燃費
車のほうが自分にあっている）

クルマは必要なもので、多少高くても、環境にできるだけ
負担の少ない車を選ぶ
（クルマなしでは生きていけないのだから、徹底的に比較して多
少高くても、環境にできるだけ負担の少ない車を選ぶ）

多少値段が高くなっても、クルマを選ぶ場合は、排ガス
がなるべく少なく、クリーンなものを選ぶ

豊かな生活を楽しむためには、資源の利用やゴミの増加
もやむを得ないことだと思う

環境問題の重要性は、頭ではわかっていても自分の生
活や行動には実際にはなかなか結びつかないのが実情
である

 (%)

同じクルマを大切に使い、なるべく長く乗り、省資源に協
力したい
（手入れをよくして大切に使い、同じ車になるべく長く乗り、地球
の資源の節約（省資源）に協力したい）

われわれの消費態度が環境破壊につながるのだから、
消費態度や生活水準を多少おさえることもやむを得ない
と思う

すでに環境問題に関心のある人たちで集まって、勉強会
やエコロジー活動をけっこう楽しみながらやっている

37 37 36 31 30 36

49 50 51 57 56 53

86 87 87 88 86 89

41 45 37 34 33 38

46 45 53 55 54 53

87 90 90 89 87 91

33 37 33 32 34 42

36 34 39 43 43 40
69 71 72 75 77 82

43 46 39 40 39 44

42 42 49 49 50 45

85 88 88 89 89 89

32 32 26

49 49 56 56 55 53

81 81 82 82 79 82

292426

まああてはまる

あてはまる

47 49 53 54 54 53

75 75 74 74 75 78

2528 26 21 2120

47 48 53 54 52 54

71 71 71 72 72 79

2524 23 18 2018

50 52 53 57 57 56

81 79 78 77 77 78

2231 27 25 2020

87 7 7 66
202323191923
282929262630

53 4544
1814 14 16 15 15

18 18 21 18 19 23

*

*この数値は下記2つの足し上げ
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 2) 環境に配慮した車の認知と関心

・「環境に配慮した車」の認知では、「ハイブリッドカー」が８９％、「電気自動車」も８６％
　と高い認知がみられた。「ソーラーカー」（７６％）、「（バイオ）エタノール車」（６５％）
　も高く認知されている。他のタイプも３４～５０％の認知があった。
・「環境に配慮した車」で興味のあるタイプは、「ハイブリッドカー」が６０％で他を引き離して
　いる。他のタイプは２０～３６％と拮抗しているが、「ＬＰガス自動車」「天然ガス自動車」は
　１０％に満たない。
・環境に配慮した車の購入時での車両購入費と維持費のいずれを重視するかでは、両者ほぼ半々と
　いう状況。

2. 知っている 3. 興味のある
　　「環境に配慮した車」（乗用車新車） 　　「環境に配慮した車」（乗用車新車）

 (%)  (%)

ハイブリッドカー

電気自動車

ソーラーカー

（バイオ）エタノール車

燃料電池自動車

ＬＰガス自動車

水素燃料自動車

天然ガス自動車

次世代クリーンディーゼル車

上記に該当するものはない

4. 環境に配慮した車の購入時の重視（乗用車新車）

 　　　(%)

全体 （n=1,573）
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36

27
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20
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14

0 20 40 60 80 100

全体
（n=1,848）

どちらかといえば
車両の

購入費を重視
39

どちらかといえば
維持費を重視

39

維持費を重視する
9

車両の購入費を
重視する

13
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2．安全への意識

1) 安全意識の変化

●車に対する安全性への志向では、安全装備項目の重視度が引き続き強まっている。
・乗用車新車ユーザー（以下同様）が、購入時に車の安全性についてどの程度重視したかをみると、
　「エアバッグ等の安全装備」で増加傾向がみられた。
・一方、「ＡＢＳ等の安全装置」「車の大きさ・ボディ剛性」「ボディタイプ・形状による安全性」
　は、ほぼ'０５年度調査と同水準。

5. 購入時の重視度（乗用車新車）

 (%)  (%)

'07年 （n=1,877） '07年 （n=1,867）

 (%)  (%)

'07年 （n=1,875） '07年 （n=1,851）

《エアバッグ等の安全装備》

《車の大きさ・ボディ剛性》

《ＡＢＳ等の安全装置》

《ボディタイプ・形状による安全性》
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26 31 34 35 38 39

24
28

32 35 36 3650
59

66
70 74 75

0

20

40

60

80

100
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'97 '99 '01 '03 '05 '07
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やや重視した
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*

*この数値は下記2つの足し上げ

- 26 -



 2) 安全志向層構成比の変化

●安全最重視層と安全重視層の割合は'０５年度調査と同水準。購入年度の新しさとの相関も同様。
・車への安全装備の装着とボディ構造をともに重視している「安全最重視層」や２番目に安全志向
　の強い「安全重視層」は、ほぼ'０５年度調査と同水準である。
　すべての項目で安全を重視していない「無関心層」は、長期的にみると減少の傾向にある。
・直近購入者（'０６年度以降購入者）において、「安全最重視層」は２１％で、購入年度の新しい
　ユーザーほど安全を重視する傾向がみられる。
・今後購入意向時の重視度は、'０５年度に比べ、意識の強まりはみられない。

　乗用車新車ユーザーを、車の安全性に関する４項目への反応によって、

　「安全最重視層」「安全重視層」「安全装置重視層」「ボディ構造重視層」「その他重視層」「無関心層」の

　６グループに分類し、その変化をみたのが下図である。

　（購入時重視度および今後の重視度の結果を用いて、同様の分類を行って、比較した。）

6. 安全志向層構成比の変化（乗用車新車）

　ｎ   

2,814

2,832

2,730

2,754

2,657

1,940

893

522

522

2,814

2,832

2,730

2,754

2,629

1,940

  (%)

＊車を購入したときの重視度や今後車を購入する時の重視度に関する質問で、車の安全性について以下の４項目

＊を尋ね、その回答パターンによりユーザーを分類した。

＊①エアバッグ等の安全装備②ABS等の安全性能③車の大きさ・ボディ剛性④ボディタイプ・形状による安全性

＊（以下では①②を装備関係、③④をボディ構造とくくっている）

＊●安全最重視層 ：安全装備、ボディ構造ともに「重視した（する）」と答えた最も安全を重視する層

＊●安全重視層 ：安全最重視層に次いで装備、ボディ構造ともに「（やや）重視した（する）」と答えた層

＊●安全装備重視層 ：装備関係に重視が偏った層

＊●ボディ構造重視層 ：ボディ構造関係に重視が偏った層

＊●その他重視層 ：重視傾向が分散している層

＊●無関心層 ：全ての項目で安全を「（あまり）重視しなかった（しない）」と答えた安全に無関心の層
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*ASV：アドバンスド　セーフティ　ビークル（先進安全自動車）

●今後の普及とさらなる技術の進展が予想されるＡＳＶへの関心度では、「夜間前方歩行者情報
　提供装置」「車両死角部障害物衝突防止支援システム」「飲酒運転防止装置」の関心度が高い。
・「前方障害物衝突防止支援システム」「被害軽減ブレーキ」は'０５年度調査からやや増加、
　「タイヤ空気圧モニタリングシステム」はやや減少。
・「非常に関心がある」が高いのは「夜間前方歩行者情報提供装置」（４９％）、「車両死角部
　障害物衝突防止支援システム」（４８％）、「飲酒運転防止装置」（４６％）である。

7. ＡＳＶへの関心度

関
心
が
あ
る

非
常
に

関
心
が
あ
る

ま
あ

関
心
が
な
い

あ
ま
り

関
心
が
な
い

全
く

ｎ

1. 前方障害物衝突防止支援システム '03 2,743

'05 2,637

'07 1,924

2. 車線逸脱防止支援システム '03 2,743

'05 2,636

'07 1,920

3. 被害軽減ブレーキ '05 2,636

'07 1,916

4. タイヤ空気圧モニタリングシステム '05 2,635

'07 1,911

5. 夜間前方歩行者情報提供装置 '03 2,743

'05 2,637

'07 1,912

6. 歩行者ブレーキングシステム '07 1,918

7. 居眠り警報装置 '07 1,924

8. '07 1,919

9. 飲酒運転防止装置 '07 1,921

10. 駐車支援制御装置 '07 1,924

※3．4．は'05年、6．7．8．9．10．は'07年新設項目 (%)  

1. 前方障害物衝突防止支援システム
前方走行車との距離や相対速度を検出して警告を出し、ドライバーの回避操作が不適切な場合は、ブレーキが作動する

2. 車線逸脱防止支援システム
車線からはみ出す可能性がある時、音やハンドル振動で警告し、ドライバーが位置を修正しない場合は、位置修正操作を促す

3. 被害軽減ブレーキ
車両が衝突を感知した時に、ブレーキをかけ衝突時の衝撃を少なくする。またシートベルトで乗員を固定させるためベルトも
巻き込む

4. タイヤ空気圧モニタリングシステム：タイヤ空気圧を管理し、空気圧の低下をユーザーに知らせる装置

5. 夜間前方歩行者情報提供装置：夜間走行中、前方の歩行者を検知し、運転者に情報提供する

6. 歩行者ブレーキングシステム：歩行者との衝突を回避するため、車が状況を判断してブレーキを作動する

7. 居眠り警報装置：運転者の顔や表情などから、運転能力の低下を推定し、注意喚起のための情報を提供する

8. 車両死角部障害物衝突防止支援システム
発進時に、車両の死角に人がいることを察知し、運転者に警報するとともに、発進できないようにする

9. 飲酒運転防止装置：運転者の呼気等からアルコールを検出した場合、車が動かなくなるようにする

10. 駐車支援制御装置：自動運転システム等により、バック駐車や縦列駐車の運転をアシストし簡単に駐車ができる

 3) ＡＳＶ＊への関心度

車両死角部障害物衝突防止支援
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 4) ＡＳＶへの関心度（つづき）

7. ＡＳＶへの関心度　（１）前方障害物衝突防止支援システム （２）車線逸脱防止支援システム

関
心
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非
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に

関
心
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あ
る

ま
あ

関
心
が
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い
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関
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が
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い
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関
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関
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が
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関
心
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い
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く

ｎ　 ｎ　

全　　体 1,924 1,920

大・中型 63 63

上級小型 111 112

下級小型 149 148

上級大衆 133 133

下級大衆 191 191

ステーションワゴン 135 135

背の高いワゴン 173 172

３列シートミニバン 191 191

ＢＷ・オフロード型 75 74

キャブワゴン 13 * 13 *

セミキャブワゴン 214 213

軽乗用車 458 457

軽ＢＶ 16 * 16 *

男性 1,196 1,194

女性 728 726

男性＊～２９才 37 37

　　　　 ～３９才 163 163

　　　　 ～４９才 222 222

　　　　 ～５９才 281 280

　　　　 ６０才以上 493 492

女性＊～２９才 62 62

　　　　 ～３９才 159 159

　　　　 ～４９才 208 208

　　　　 ～５９才 162 162

　　　　 ６０才以上 137 135

　　＊：サンプル数30未満につき参考値
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 4) ＡＳＶへの関心度（つづき）

7. ＡＳＶへの関心度　（３）被害軽減ブレーキ （４）タイヤ空気圧モニタリング
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ｎ　 ｎ　

全　　体 1,916 1,911

大・中型 62 63

上級小型 111 112

下級小型 148 148

上級大衆 133 133

下級大衆 189 187

ステーションワゴン 135 134

背の高いワゴン 172 173

３列シートミニバン 192 190

ＢＷ・オフロード型 75 72

キャブワゴン 12 * 13 *

セミキャブワゴン 214 212

軽乗用車 455 456

軽ＢＶ 16 * 16 *

男性 1,192 1,187

女性 724 724

男性＊～２９才 37 36

　　　　 ～３９才 162 162

　　　　 ～４９才 223 221

　　　　 ～５９才 281 280

　　　　 ６０才以上 489 488

女性＊～２９才 62 62

　　　　 ～３９才 159 159

　　　　 ～４９才 207 208

　　　　 ～５９才 161 161

　　　　 ６０才以上 135 134

　　＊：サンプル数30未満につき参考値
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 4) ＡＳＶへの関心度（つづき）

7. ＡＳＶへの関心度　（５）夜間前方歩行者情報提供装置 （６）歩行者保護ブレーキングシステム

関
心
が
あ
る

非
常
に

関
心
が
あ
る

ま
あ

関
心
が
な
い

あ
ま
り

関
心
が
な
い

全
く

関
心
が
あ
る

非
常
に

関
心
が
あ
る

ま
あ

関
心
が
な
い

あ
ま
り

関
心
が
な
い

全
く

ｎ　 ｎ　

全　　体 1,912 1,918

大・中型 63 63

上級小型 112 112

下級小型 147 148

上級大衆 133 133

下級大衆 186 190

ステーションワゴン 134 135

背の高いワゴン 173 172

３列シートミニバン 190 192

ＢＷ・オフロード型 74 74

キャブワゴン 13 * 13 *

セミキャブワゴン 213 213

軽乗用車 457 455

軽ＢＶ 15 * 16 *

男性 1,188 1,194

女性 724 724

男性＊～２９才 37 37

　　　　 ～３９才 163 163

　　　　 ～４９才 222 223

　　　　 ～５９才 280 280

　　　　 ６０才以上 486 491

女性＊～２９才 61 61

　　　　 ～３９才 158 158

　　　　 ～４９才 208 208

　　　　 ～５９才 161 162

　　　　 ６０才以上 136 135

　　＊：サンプル数30未満につき参考値

主
運
転
者
・
性
年
齢
別

保
有
乗
用
車
車
型
別

（
A

）

(%) (%)

45

52

43

39

54

57

47

42

44

33

40

32

38

44

43

43

58

31

42

44

60

42

41

30

43

44

46

39

46

51

40

35

38

8

8

12

5

7

7

8

7

9

5

8

8

9

20

8

8

8

10

7

9

8

8

10

5

6

12

49

46

48

53

48

54

49

55

60

54

49

35

62

44

13

48

49

43

48

8

3

1

1

2

0

0

2

0

1

4

2

2

7

3

0

1

2

2

1

2

0

1

3

1

2

37

48

28

37

43

51

47

44

48

38

41

39

36

45

45

46

64

15

48

43

63

43

45

38

40

44

49

40

53

52

48

40

36

12

16

11

11

11

11

13

14

13

7

31

11

11

25

13

10

8

20

14

14

10

18

10

7

8

13

40

40

41

47

35

49

43

52

49

52

39

26

54

42

6

42

43

36

40

5

4

1

1

2

1

1

2

0

2

4

2

2

6

4

0

4

2

2

2

2

2

1

2

1

2
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 4) ＡＳＶへの関心度（つづき）

7. ＡＳＶへの関心度　（７）居眠り警報装置 （８）車両死角部障害物衝突防止支援システム

関
心
が
あ
る

非
常
に

関
心
が
あ
る

ま
あ

関
心
が
な
い

あ
ま
り

関
心
が
な
い

全
く

関
心
が
あ
る

非
常
に

関
心
が
あ
る

ま
あ

関
心
が
な
い

あ
ま
り

関
心
が
な
い

全
く

ｎ　 ｎ　

全　　体 1,924 1,919

大・中型 63 63

上級小型 112 111

下級小型 149 148

上級大衆 133 133

下級大衆 190 189

ステーションワゴン 135 134

背の高いワゴン 174 173

３列シートミニバン 191 191

ＢＷ・オフロード型 75 75

キャブワゴン 13 * 13 *

セミキャブワゴン 214 214

軽乗用車 457 457

軽ＢＶ 16 * 16 *

男性 1,197 1,194

女性 727 725

男性＊～２９才 37 37

　　　　 ～３９才 163 163

　　　　 ～４９才 222 222

　　　　 ～５９才 281 281

　　　　 ６０才以上 494 491

女性＊～２９才 62 62

　　　　 ～３９才 159 159

　　　　 ～４９才 209 208

　　　　 ～５９才 162 161

　　　　 ６０才以上 135 135

　　＊：サンプル数30未満につき参考値

主
運
転
者
・
性
年
齢
別

保
有
乗
用
車
車
型
別

（
A

）

(%) (%)

38

51

31

31

34

45

40

43

49

35

37

34

41

47

44

41

47

54

46

45

38

41

45

43

42

45

45

37

44

51

45

43

43

14

13

14

9

14

14

13

17

19

13

8

14

14

25

14

16

5

20

15

16

10

23

15

19

11

13

38

38

39

52

37

46

41

50

51

42

37

37

39

37

25

43

37

34

37

5

4

1

1

1

1

1

1

1

3

4

2

2

13

3

0

3

2

3

2

2

2

2

3

3

2

42

49

44

47

49

54

59

42

51

42

41

35

36

43

38

39

57

46

47

41

44

43

40

30

40

45

47

41

40

45

45

39

27

9

8

5

6

8

7

8

12

12

4

8

7

10

19

9

8

11

14

7

10

8

15

8

5

6

11

46

49

49

51

38

54

48

52

56

55

48

36

46

45

31

46

51

43

47

5

4

1

2

2

1

1

2

0

2

4

2

2

6

4

0

3

2

2

2

2

3

1

2

1

0
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 4) ＡＳＶへの関心度（つづき）

7. ＡＳＶへの関心度　（９）飲酒運転防止装置 （10）駐車支援制御装置

関
心
が
あ
る

非
常
に

関
心
が
あ
る

ま
あ

関
心
が
な
い

あ
ま
り

関
心
が
な
い

全
く

関
心
が
あ
る

非
常
に

関
心
が
あ
る

ま
あ

関
心
が
な
い

あ
ま
り

関
心
が
な
い

全
く

ｎ　 ｎ　

全　　体 1,921 1,924

大・中型 63 63

上級小型 112 112

下級小型 149 149

上級大衆 133 133

下級大衆 189 191

ステーションワゴン 135 135

背の高いワゴン 173 173

３列シートミニバン 191 191

ＢＷ・オフロード型 75 75

キャブワゴン 13 * 13 *

セミキャブワゴン 214 214

軽乗用車 456 457

軽ＢＶ 16 * 16 *

男性 1,194 1,196

女性 727 728

男性＊～２９才 37 37

　　　　 ～３９才 163 163

　　　　 ～４９才 222 222

　　　　 ～５９才 281 281

　　　　 ６０才以上 491 493

女性＊～２９才 62 62

　　　　 ～３９才 159 159

　　　　 ～４９才 209 209

　　　　 ～５９才 162 162

　　　　 ６０才以上 135 136

　　＊：サンプル数30未満につき参考値

主
運
転
者
・
性
年
齢
別

保
有
乗
用
車
車
型
別

（
A

）

(%) (%)

40

52

34

47

43

55

50

32

25

31

36

24

29

27

35

37

40

23

29

34

31

31

34

30

35

34

33

27

39

36

41

27

27

16

22

13

9

17

18

16

19

17

8

15

15

16

44

17

14

8

15

23

18

16

21

13

12

15

13

49

42

49

48

43

46

46

53

53

45

38

41

62

45

19

45

47

42

37

16

10

4

4

5

10

9

7

4

7

8

5

7

6

5

0

11

9

9

6

6

10

7

7

4

4

20

31

27

31

30

38

38

41

38

44

46

32

36

42

43

38

45

46

45

42

25

40

42

38

33

35

44

43

42

39

46

43

39

24

27

23

20

21

19

27

24

30

24

31

24

23

38

26

20

22

31

28

30

21

23

25

21

15

19

24

27

22

29

27

24

29

30

40

39

28

21

15

29

31

26

33

22

28

16

4

5

4

5

6

10

6

3

10

14

5

8

6

7

8

9

5

6

7

7

8

7

8

5

5
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 4) 現在保有車の安全性への満足度と今後購入時の重視度

・現在保有車の安全性への満足度は、「エアバッグ等の安全装備」が'０５年度調査に比べ微増。
・今後購入時の重視度は「重視する」がいずれも５０％前後で、ほぼ'０５年度調査同様の水準といえ
　る。
　

8. 安全性への満足度と今後購入時の重視度

＜現在の評価＞ 非
常
に
満
足

ま
あ
満
足

い
な
い

満
足
し
て

あ
ま
り

い
な
い

満
足
し
て

ｎ 平均値

'03 2,630 3.02

車の大きさ・ボディー剛性 '05 2,534 3.04

'07 1,801 3.06

'03 2,617 3.04

エアバッグ等の安全装備 '05 2,521 3.10

'07 1,800 3.15

'03 2,612 3.01

'05 2,514 3.06

'07 1,786 3.10

'03 2,614 2.93

ボディータイプ・形状による安全性 '05 2,515 2.98

'07 1,775 2.99

＜今後の重視度＞ 重
視
す
る

重
視
す
る

や
や

重
視
し
な
い

あ
ま
り

重
視
し
な
い

ｎ 平均値

'03 2,571 3.34

車の大きさ・ボディー剛性 '05 2,467 3.34

'07 1,730 3.31

'03 2,574 3.40

エアバッグ等の安全装備 '05 2,466 3.42

'07 1,739 3.42

'03 2,568 3.37

'05 2,461 3.39

'07 1,725 3.38

'03 2,570 3.27

ボディータイプ・形状による安全性 '05 2,460 3.28

'07 1,719 3.25

ABS（ｱﾝﾁ･ﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑ）等の
安全性能

ABS（ｱﾝﾁ･ﾛｯｸ･ﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑ）等の
安全性能

(%)

(%)

65

67

67

62

65

63

61

65

65

65

68

68

13

11

10

10

8

7

12

10

8

16

13

13 3

16

16

24

23

24

24

21

20

20

28

23

17

2

5

3

2

2

5

3

3

3

3

2

43

42

41

38

38

35

39

38

36

43

43

41

8

8

9

7

7

7

8

8

7

11

11

11

4

444

51

55

47

47

47

52

53

52

53

43

44 2

3

4

2

2

3

2

2

4

3
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Ⅲ　保有に関する意識変化

★本章は、前回（'０５年度調査）のトピックスでも明らかになった保有の長期化傾向の継続的な
　把握を目的とし、下記の構成に基づき分析をおこなった。
＊各節での分析対象サンプルを確認の上、報告書をご参照ください。
　１：乗用車保有構造と意識の変化（前保有車新車主運転者）－'０１年度調査と比較
　２：買い替えに関する意識（乗用車新車主運転者）－'０３年度調査と比較
　尚、分析については、１：乗用車保有構造と意識の変化では、本トピックスの最初の掲載年であ
　る'０１年度調査との性年令別での比較分析を基本に行った。
　また、２：買い替えに関する意識（乗用車新車主運転者）については、'０７年度と該当質問
　の最初の掲載年（'０３年度）との比較を行った。
　尚、性年令別での特徴の把握に加えて、世帯年収の影響についても考察した。

 1．乗用車保有構造と意識の変化

 1) 保有期間の変化（時系列）

●'０７年の乗用車（前保有車）の保有期間は「７年以上」が４割を超え、平均では６．４年である。
　新車・中古車とも保有期間は前回調査時点（'０５年度調査）よりさらに長くなっており、保有の
　長期化は依然進行中。「新車」に限ってみると、保有期間は「７年以上」が５割を超える。

乗用車保有期間

ｎ　 
平均
（年）

2001 3,028 5.5

新　車 2,035 6.2

中古車 993 4.2

2003 2,980 5.8

新　車 2,026 6.5

中古車 954 4.4

2005 3,085 6.1

新　車 2,049 6.8

中古車 1,036 4.6

2007 2,195 6.4

新　車 1,490 7.1

中古車 705 5.0

(%)

注） ①分析対象が現保有車の場合：乗用車新車の主運転者

②分析対象が前保有車の場合：前保有車新車の主運転者

尚､ Ⅲ章のグラフ、表のハッチング等は小数点第１位までのデータを採用

19

15

29

18

13

27

17

11

28

10

27

24

21

31

23

19

33

17

14

23

16

13

20

23

25

26

31

39

14

36

45

16

39

49

19

44

54

22

～1年

1

2

7

1

1

2

7

3

2

6

3

4

15

～3年 ～5年 ～7年

22

21

22

25

24

24

22

19

18

7年以上
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 2) 性・年令別保有期間の変化

●男性の５０代、女性の５０代の平均保有期間が最も長く、保有期間は全年代で長期化。
・前保有車保有期間の変化は、性別での大きな差は見られない。男性では、４０代以上で、保有期間
　「７年以上」が半数を超えている。平均保有期間も５０代までで０．９年上昇。
・女性では、４０代以上で７年以上の保有期間が半数を超え、平均保有期間は５０代で１．４年長期
　化している。

前保有車（乗用車新車）保有期間

ｎ　 
　平均
　（年）

2,035 6.2  

2007 1,490 7.1  

1,394 2  15  22  23  29  10  6.2  

923 1  11  15  20  38  17  7.1  

596 2  15  19  23  34  7  6.2  

535 1  9  11  26  41  13  7.2  

308 3  19  31  25  16  6  5.2  

118 1  16  25  20  30  9  6.1  

330 1  13  21  24  31  11  6.4  

185 0  8  15  21  42  15  7.3  

333 1  14  20  23  32  11  6.5  

219 0  11  11  20  38  20  7.4  

423 1  14  18  22  34  11  6.5  

401 1  10  14  20  38  18  7.2  

224 1  23  21  21  30  5  5.7  

127 2  12  10  37  33  6  6.5  

186 3  10  16  23  38  10  6.6  

159 0  9  13  22  44  12  7.2  

135 2  11  19  24  37  7  6.4  

126 1  4  9  25  43  19  7.8  

51 2  8  18  35  29  8  6.3  

123 2  9  10  22  45  13  7.2  

上段 ： '01年 (%)
下段 ： '07年

：「'07年」の数値（％）が「'01年」より5％以上増加したもの

※ ：Ⅲ章は分析にあたり、20代のサンプル数30未満につき39才までの年令として一括した
 ただし、買い替え時期を早める要因を除く

+0.8  

+0.6  

+1.4  

+0.9  

+0.9  

+0.7  

+0.9  

+0.9  

+0.9  

+1.0  

60才以上

～39才

～39才

性
別

男　性

女　性

前保有車（乗用車新車）
2001

+0.9  

女
性

男
性

～49才

～59才

60才以上

～49才

～59才

15

10

21

13

24

22

30

39

9

15

1年以内

2

1

1年以上
3年以内

3年以上
5年以内

5年以上
7年以内

7年以上
10年以内

それ以上 '07年－'01年
(平均)  (平均)
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 3) 買い替え理由と保有長期化理由

●買い替え理由をみると「車体がいたんできた」「車検時期がきた」が'０１年度調査同様に高い。
　「燃費が悪い」は前回に比べ増加。
・「車体がいたんできた」「車検時期がきた」は男女とも、買い替えた理由の上位２項目。
・「燃費が悪い」が前回より増加、男性では「子供の成長に伴い車の使い方が変わった」、女性では
　「大きさ・ドア数など不都合になった」が前回から減少。
　

： '01年

買い替えた理由（複数回答） ※ '07年追加項目 ： '07年

車
体
が
い
た
ん
で
き
た

車
検
時
期
が
き
た

使
い
方
が
変
わ

っ
た
※

家
族
数
の
変
化
で
車
の

　
し
た
か

っ
た
※

運
転
し
や
す
い
車
に

　
変
わ

っ
た

　
車
の
使
い
方
が

子
供
の
成
長
に
伴
い

、

燃
費
が
悪
い

　
し
た

エ
ン
ジ
ン
性
能
が
低
下

　
な

っ
た

な
ん
と
な
く
古
く
さ
く

　
不
都
合
に
な

っ
た

大
き
さ
・
ド
ア
数
な
ど

　
な
ら
な
い
う
ち
に

下
取
り
条
件
が
悪
く

　
発
売
さ
れ
た

魅
力
的
な
車
が

資
金
の
め
ど
が
つ
い
た

ス
タ
イ
ル
に
あ
き
た

　
施
行
さ
れ
た

グ
リ
ー

ン
税
制
が

そ
の
他

ｎ

2,033 

1,488 

1,395 

920 

593 

536 

308 

117 

330 

185 

334 

219 

423 

399 

224 

127 

186 

160 

132 

126 

51 

123 

：「'01年」と「'07年」を比べて+5％以上増加したもの (%)
：「'01年」と「'07年」を比べて-5％以上減少したもの

男性

女性

性
別

前保有車
（乗用車新車）

～39才

男
性

女
性

～49才

～59才

60才以上

60才以上

～39才

～49才

～59才

17

17

17

16

17

19

18

21

16

14

17

11

16

17

15

17

16

19

21

18

26

21

1

2

1

2

1

0

1

1

0

3

0

4

1

1

0

0

1

0

1

1

2

1

6

6

6

6

6

5

8

9

6

9

5

6

5

4

7

7

8

5

4

6

4

3

5

6

7

5

4

7

3

5

8

7

11

5

7

5

6

5

3

5

2

4

4

6

10

8

11

9

8

6

17

10

9

12

10

10

8

7

10

12

7

4

6

4

6

4

28

32

21

34

32

26

31

36

31

41

31

24

34

29

32

28

33

27

33

29

30

29 27

28

26

27

29

29

19

23

27

27

26

29

31

28

26

28

33

25

29

33

26

32

12

10

15

20

11

10

7

24

14

12

8

12

11

13

13

8

9

14

13

8

18

13

16

12

15

10

18

16

27

17

22

20

10

12

5

2

29

24

19

24

5

9

0

2

6

11

6

12

4

10

6

12

7

14

5

9

7

12

5

13

5

12

4

12

2

4

13

11

12

10

15

13

9

9

12

8

16

11

10

11

13

12

17

10

13

19

24

11

13

11

14

12

12

10

7

2

11

9

16

12

19

15

10

8

13

7

11

10

16

16

10

9

10

9

8

8

13

10

8

10

10

10

10

9

11

15

8

8

5

6

10

6

12

9

11

9

15

9

18

15

12

15

8

10

5

4

25

19

12

8

5

8

6

3
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●買い替え時期が延びた理由としては、「前の車が十分乗れそうだった」が'０１年度調査と同様、
　最も多い理由。男性の４０代、５０代は、「収入の伸びが思わしくなかった」が増加。
・'０１年度調査と比べて、男性全体では増加、減少の傾向がみられるものはなく、女性全体では、
　「子供の教育費がかかる」が増加、「前の車のいたみが少なく、まだ十分乗れそうだった」
　「買い替えたくなる気に入った車がなかった」が減少。
・男性の４０代、５０代では「収入の伸びが思わしくなかった」が増加、４０代では「住宅ローンの
　負担感が増した｣も増加。

※ '07年追加項目 ： '01年

保有長期化理由（複数回答）（従来に比べて買い替え期間が長くなったユーザー） ： '07年

　
そ
う
だ

っ
た

　
く

、
ま
だ
十
分
乗
れ

前
の
車
の
い
た
み
が
少
な

　
気
に
入

っ
て
い
た
※

前
の
車
が

　
な
か

っ
た

収
入
の
伸
び
が
思
わ
し
く

　
入

っ
た
車
が
な
か

っ
た

買
い
替
え
た
く
な
る
気
に

子
供
の
教
育
費
が
か
か
る

 
比
べ
少
な
く
な

っ
た
※

 
距
離
が

、
以
前
に

車
の
使
用
頻
度
や
走
行

（
不
況
ム
ー

ド
だ

っ
た

）

景
気
が
悪
か

っ
た

　
使
い
た
か

っ
た

他
の
こ
と
に
お
金
を

　
消
費
を
控
え
た
い

老
後
の
不
安
か
ら

、

　
負
担
感
が
増
し
た

住
宅
ロ
ー

ン
の

資
産
の
目
減
り
が
あ

っ
た

　
不
安
だ

っ
た

失
業
や
リ
ス
ト
ラ
が

　
な

っ
た

　
平
気
で
乗
る
よ
う
に

周
囲
の
人
も

、
古
い
車
を

そ
の
他

ｎ

602

452

423

309

159

135

75

23＊

114

77

98

91

136

118

49

28＊

56

55

41

26＊

13＊

26＊

：「'01年」と「'07年」を比べて+5％以上増加したもの (%)
：「'01年」と「'07年」を比べて-5％以上減少したもの

＊ ：サンプル数30未満につき参考値

～39才

男
性

女
性

～49才

～59才

60才以上

60才以上

～39才

～49才

～59才

男性

女性

性
別

前保有車
（乗用車新車）

10

4

10

4

10

4

11

4

9

4

7

2

13

6

14

4

9

4

5

8

15

4

2

1

3

2

1

0

3

0

1

3

5

3

3

0

0

0

2

0

0

0

0

0

2

2

2

1

2

1

9

2

3

1

3

2

0

2

0

2

0

0

8

0

0

2

4

4

4

5

4

3

5

4

4

5

4

7

2

3

4

7

5

0

5

8

0

0

49

49

54

44

47

51

50

49

50

59

46

58

49

36

52

46

48

35

47

48

48

69

29

29

31

35

31

33

22

39

29

27

31

22

25

22

26

20

21

21

30

24

33

27

32

18

16

18

29

21

22

17

19

23

12

23

18

24

20

23

10

40

39

32

33

17

18

13

11

33
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21

15

17

4

8

0

16

18

16

15
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25

16

13

29

23

21

22

0

3

16

21

30

42

12

19

0

0

16

16

18

4

12

11

25

7
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12

35
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14

16

15

11

10

12

9

13

16

21

22

16

11

10

7

11

4

17

27

0

12

12

11

14

10

11

13

21

9

21

16

9

10

6

7

8

14

14

15

10

8

8

12

8

10

10

10

4

8

0

0

4

1

3

4

25

22

0

7

2

0

2

19

31

15

7

7

8

7

7

7

17

9

6

14

9

8

2

2

6

11

9

11

7

0

0

0
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 4) '０５年以降の購入検討状況と非購入理由

●'０４年以前に購入した車について、'０５年以降での購入検討は約３割。世帯年収別では
　第５分位の層での検討が高い。
・男性の４０代、女性の４０代、５０代が他の年代に比べ高い。

購入検討状況

ｎ　 

現保有車（乗用車新車） 1,341

男　性 837

女　性 504

～39才 130

～49才 156

～59才 197

60才以上 354

～39才 146

～49才 152

～59才 113

60才以上 93

第1分位 131

第2分位 231

第3分位 264

第4分位 269

第5分位 296

(%)

年
収
５
分
位

性
別

男
性

女
性

71

71

71

73

65

69

75

73

66

66

81

80

71

73

65

34

25

35

29

31

29

29

27

31

27

34

19

20

29

27

35

購入を検討
した

69

購入を検討
しなかった
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●'０５年以降で購入検討し購入しなかったユーザーの非購入理由をみると、「今の車が十分乗れる
　から」が最も高く、「少し待てばよい車が出そう」「気に入った車がなかった」が続く。
・男性の非購入理由は、「今の車が十分乗れるから」、「少し待てばよい車が出そう」「気に入った
　車がなかった」の順。男性の高年齢層で「今の車が十分乗れるから」が高く、「少し待てばよい車
　が出そう」「気に入った車がなかった」や「予算が足りなかった」「予期しない出費が発生した」
　が低年代層で高い。
・女性の非購入理由は、「今の車が十分乗れるから」「気に入った車がなかった」「少し待てばよい
　車が出そう」の順。
・世帯年収第３～５分位では、「今の車に十分乗れるから」「気に入った車がなかった」が高い一方、
　第１～２分位では「景気も収入もよくなさそう」が高い。

購入検討者の非購入理由（複数回答）

今
の
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ｎ

現保有車
（乗用車新車）

289  

男　性 177  

女　性 112  

～39才 23  

～49才 38  

～59才 46  

60才以上 70  

～39才 34  

～49才 37  

～59才 26  

60才以上 15  

第1分位 21  

第2分位 57  

第3分位 61  

第4分位 55  

第5分位 71  

＊ ：サンプル数30未満につき参考値
(%)

性
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収
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50

50
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35

45

46
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38

47
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32
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30

18

28

23
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7
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7
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6

6

6
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7

9

4

0

19

9

20
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37
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9

5

4
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4

16

18
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12

11

16

13
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6

6

13
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4

9
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4

13

13

3
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4

7

0

5
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3
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9
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5

10
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4
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4
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6
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0

5

5

4

5

4

4

5

5

1

3

3

3

0

8

4
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3

5

0

0

5

0

3

4

3

0

0

0

3

2

1

4

0

0

5

2

2

3

3

4

4

3

1

0

3

0

4

2

1

2

0

0

3

3

0

3

0

0

0

4

2

0

3

0

0

1

0

3

0

0

0

2

0

4

2

7

4

3

0

8

*

*

*

*
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2．買い替えに関する意識

 1) 予定保有期間の変化（時系列）

●'０７年の乗用車（現保有新車）の予定保有期間（算出値）は「７年以上」が６割強、'０５年度
　調査からさらに増加。平均では７．７年。
・予定保有期間（算出値）は、今回と過去２回調査を通じて新車、中古車ともに増加傾向。新車では、
　「７年以上」の割合が、'０３年、'０５年度調査で６０～６１％だったものが、'０７年度調査では
　６６％に。

現保有車予定保有期間（算出値）

ｎ　 
平均
（年）

2003 1,162 6.9

乗用車新車 803 7.4

乗用車中古 359 5.7

2005 1,104 7.0

乗用車新車 807 7.4

乗用車中古 297 5.8

2007 760 7.2

乗用車新車 543 7.7

乗用車中古 217 6.1

(%)

保有期間は下記の手順で算出。

'０７年（本調査年）－問２（現保有購入年）＋問２８（買い替え予定時期）

各カテゴリーに対して、下記の代入値（ウエイト値）により平均を算出しました。
１年以内＝0.5年、２年以内＝1.5年、３年以内＝2.5年、４年以内＝3.5年、
５年以内＝4.5年、６年以内＝5.5年、７年以内＝6.5年、７年以上＝9年

※ 「７年以上」の代入値は、同年調査の前保有車の「７年以上」の平均9.2年を
参考に9年とした。

※ 尚、'03年度、'05年度報告書では、「７年以上」を一律7.5年として
算出しているため平均は異なります。

7

4

15

7

3

16

5

3

18

14

27

16

14

23

17

11

31

21

21

51

60

30

53

61

33

58

66

36

～1年

1

0

0

1

2

1

0

2

0

9

～3年 ～5年 ～7年

23

23

22

20

23

27

27

7年以上

＜予定保有期間の算出値について＞

＜保有期間平均値の算出には、下記代入値により算出 ＞
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 2) 予定保有期間の変化（性・年令別）

●男性ユーザーでの予定保有期間は、'０３年度調査とほぼ同様であるが、女性の予定保有期間は
　増加。
・男性では、４０代、５０代で「７年以上」の比率が'０３年度調査と比べ大きく増加したが、
　６０才以上では減少。
・女性では、３０代以下、５０代、６０才以上で「７年以上」の比率が'０３年度調査と比べ増加、
　特に３０代以下での増加が大きい。
・世帯年収５分位では第３～５分位での「７年以上」の比率が大幅に増加。

現保有車予定期間（算出値）

ｎ　 
　平均
　（年）

803 7.4  

2005 807 7.4  

2007 543 7.7  

588  0     4     13     22     60     7.4  

372  0     3     12     22     63     7.6  

215  0     4     16     18     62     7.4  

171  0     2     8     16     74     8.0  

122  0     6     18     24     53     7.1  

51  0     4     20     22     55     7.2  

135  0     4     14     19     62     7.4  

71  0     0     10     23     68     7.9  

151  0     6     13     24     57     7.2  

103  0     4     12     21     63     7.6  

180  1     2     10     22     66     7.7  

147  1     4     11     21     63     7.5  

71  0     7     18     20     55     7.1  

41  0     5     2     7     85     8.3  

67  0     2     10     18     70     7.9  

50  0     0     14     18     68     7.8  

56  0     0     16     20     64     7.6  

44  0     0     9     16     75     8.1  

21  0     10     29     10     52     6.5  

36  0     3     6     25     67     7.8  

60  0     3     8     17     72     7.9  

26  0     0     4     23     73     8.1  

130  1     1     15     15     68     7.7  

105  0     1     8     19     72     8.0  

131  0     3     7     25     65     7.7  

101  0     4     10     13     73     7.9  

194  0     6     16     20     58     7.2  

122  0     2     11     23     65     7.7  

214  0     6     18     24     52     7.0  

153  1     5     14     24     58     7.3  

上段 ： '03年 (%)
下段 ： '07年

：「'07年」の数値（％）が「'03年」より5％以上増加したもの
＊ ：サンプル数30未満につき参考値

女
性

男
性

第4分位

第5分位

年
収
５
分
位

第1分位

第2分位

第3分位

～49才

～59才

60才以上

～49才

～59才

60才以上

～39才

～39才

性
別

男　性

女　性

+0.2  

+0.5  

+0.2  

-0.2  

+0.4  

+0.5  

+0.1  

+0.6  

現保有車（乗用車新車）
2003

+0.3  

+0.3  

+1.2  

-0.1  

+0.5  

+1.3  

+0.2  

+0.3  

4

3

3

14

14

11

21

22

20

60

61

66

～1年

0

0

0

～3年 ～5年 ～7年 7年以上

*

*

'07年－'03年
(平均)  (平均)
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 3) 今後の買い替え間隔と促進への影響要因

●今後の買い替え間隔については、４５％の人が従来よりも長期化することを予想。女性の４０代
　以上での長期化予想が増加。
・男性では、各年代とも'０３年度調査との差はあまりみられないが、女性では４０代以上での長期
　化予想が増加。
・世帯年収では第１分位と第４分位で増加傾向がみられた。

今後の車買い替え間隔の変化（従来と比べて）

ｎ　 

2,147 

2007 1,448 

1,458 44         37         4         15         

912 46         36         4         15         

689 39         38         4         19         

536 44         34         4         18         

356 47         30         4         18         

147 46         27         2         25         

318 48         36         3         13         

188 50         36         2         13         

380 39         41         6         13         

235 43         41         4         12         

404 42         41         3         14         

342 45         36         5         14         

262 42         28         4         26         

161 42         24         4         30         

202 41         41         3         16         

164 46         35         3         16         

161 35         48         4         13         

124 42         41         5         12         

64 33         48         6         13         

87 45         43         3         9         

177 42         35         3         20         

107 51         32         2         16         

340 46         34         3         17         

235 48         28         5         19         

415 47         34         3         15         

283 49         36         4         12         

475 42         39         5         14         

321 48         34         3         15         

502 40         43         5         13         

358 39         42         4         15         

上段 ： '03年 (%)
下段 ： '07年

：「'07年」の数値（％）が「'03年」より5％以上増加したもの
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●保有長期化が予想される理由としては、「今の車の傷みが少ない」「今の車が気に入っている」
　「収入の伸びが思わしくない」が高い理由となっている。「今の車の傷みが少ない」「老後の不安
　のために消費を控えたい」は'０３年度調査から増加し、'０３年度調査で最も多かった「収入の伸び
　が思わしくない」が３位に後退。
・男性では、「今の車の傷みが少ない」は全年代で'０３年度調査より増加。「老後の不安のために消
　費を控えたい」は６０代以上で増加。
・女性では、４０代までの層で「今の車の傷みが少ない」が増加。「景気が悪い」は全年代で'０３年
　度調査より減少。
・世帯年収の第５分位では、「今の車の傷みが少ない」「今の車が気に入っている」「車の使用頻度
　や走行距離が以前に比べ少ない」「老後の不安から消費を控えたい」「他にお金を使いたい」が
　'０３年度調査より増加、「収入の伸びが思わしくない」「景気が悪い」は減少。

： '03年

保有長期化理由（複数回答）（従来と比べて） ： '07年
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●今後の買い替え予定を早める場合の条件としては、「非常に低燃費の車が発売されたら」「自動
　車関連税が軽減されたら」をはじめとする経済的な条件の緩和が上位。「非常に低燃費の車が
　発売されたら」は'０３年度調査より増加。
・男女とも全年代で「非常に低燃費の車が発売されたら」が増加したが「価格が非常に安い車が発
　売されたら」は減少。４０代、５０代で「下取りキャンペーン等で現在の保有車が高く売れたら」
　が増加。
・世帯年収の第２～３分位で「スタイルや室内デザインの魅力的な車が発売されたら」が減少。
　第１～２分位で'０３年度調査で多かった「価格が非常に安い車が発売されたら」は減少。

： '03年

買い替え時期を早める条件（３つまで回答） ※ '05年追加項目 ： '07年
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Ⅳ 中高年分析

★本章は、大量退職期を迎えはじめた団塊世代の前後世代を含む中高年層の分析を、下記の構成に
　基づきおこなった。
＊各節での分析対象サンプルを確認の上、報告書をご参照ください。
　１：中高年層の消費意識と引退後の生活（中高年全体ベース）
　２：中高年層の保有車の特性と車に対する意識（乗用車保有者（Ａ）ベース）
　３：中高年層の今後の乗用車利用意向（買い替え意向者ベース）
　尚、分析については、本調査回答者の５０歳以上を中高年と定義。性年令別での比較分析と特定
　年代層から大きな変動の有無の確認を基本とし、車との関わりである主用途の面からの分析を加
　えることで、中高年層の横断的な考察をおこなった。

 1．中高年層の消費意識と引退後の生活の変化（全回答者ベース）

 1) 回答者のプロフィール

●今回対象となる中高年の回答者の家族人数は、男女共に５０代前半では「３人以上」が７割を占
　めるが、高年齢層ほどその割合は少なく、男性では６０代後半、女性では６０代前半以上では
　「２人」暮しの方が多い。女性では高年齢層での「単身」の割合が高く、６０代後半以上では
　７割を占める。
●男性は、５０代ではほとんどが有職者だが、６０代前半では「年金生活者」が３割強、６０代後
　半では７割近く、７０代以上では８割に達する。

同居家族の人数 職業

全　 体 3,649 15 31 55 3,662 3 0 9 1 7 6 16 12 9 1 10 24 3 

中高年全体 2,170 20 43 38 2,178 4 0 9 1 7 3 8 11 6 - 7 41 3 

男性50歳～ 1,514 10 48 42 1,518 5 0 11 1 10 3 9 14 4 - - 42 2 

女性50歳～ 656 41 30 29 660 2 1 6 1 1 3 6 5 10 - 25 37 3 

50～54歳 222 10 20 71 221 2 - 12 2 23 8 20 22 8 - - - 4 

55～59歳 303 10 29 62 304 3 0 16 1 20 5 18 24 8 - - 1 3 

60～64歳 282 9 43 49 282 3 1 16 0 9 1 9 20 5 - - 34 2 

65～69歳 254 8 61 31 255 6 0 8 2 3 2 3 8 1 - - 67 1 

70歳～ 453 13 72 16 456 7 0 6 0 1 1 - 2 1 - - 81 2 

50～54歳 116 8 18 74 116 2 1 10 - - 8 15 5 24 - 34 - 3 

55～59歳 125 14 41 46 127 3 1 8 2 2 6 13 6 15 - 35 4 6 

60～64歳 109 31 41 28 111 2 - 6 2 2 4 4 11 10 - 33 21 6 

65歳～ 306 69 26 6 306 1 0 4 0 1 0 1 3 3 - 13 72 2 

　 ：年令が高くなるにつれて、20％以上の差がみられるもの (%)

　 ：年令が高くなるにつれて、10％以上の差がみられるもの

尚､ Ⅳ章のグラフ、表のハッチング等は小数点第１位までのデータを採用
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●今回対象となる中高年層の乗用車保有率は、男性の５０代、６０代では９割を超えるが、７０代
　以上では７割強。女性は５０代では９割以上だが、６０代前半で８割弱、６０代後半以上で３割
　と低い。
・平均世帯年収は、男性の５０代前半で８００万円超と最も多いが、年代が高いほど少なく、
　７０代以上では３００万円台。

四輪自動車 　四輪自動車
運転免許保有状況 　保有状況 この１年間の税込世帯年収

ｎ ｎ
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 2) 消費意識

●男女とも５０代では消費や資産形成に関する関心が高く、消費の対象は健康増進、旅行や趣味まで
　広範囲。男性の７０代以上、女性の６０代後半以上では、全体的な消費への関心が低くなる。
●「自動車購入費」は、中高年全体でみると、充実させたい消費分野１９項目のうち１７番目と低い。
●「燃料・有料道路などの自動車関連費」は、中高年全体が抑えたい消費分野で「外食費」に次ぐ
　２番目に挙がる。
・男性は、５０代では「旅行関連費」「貯蓄・投信・資産運用など財産づくり」「技術・知識習得の
　ための費用」をはじめ、多くの項目が充実させたい消費分野として挙がる。６０代では「旅行関連
　費」「趣味・教養関連費」といった余暇の充実と「人間ドックなど体力増進や健康維持費」「食費」
　といった健康と食について関心が向く。７０代以降は消費全般に対する意欲が低い。
・女性も同様に、女性の６０代後半以上では、全体的な消費への関心が低くなる。５０代では多くの
　項目に対して関心が高く、６０代前半では「旅行関連費」「趣味・教養関連費」「人間ドックなど
　体力増進や健康維持費」「食費」に関心が向く。

充実させたい消費分野と抑えたい消費分野（複数回答）
16 1 11 10 17 15 18 9 8 19 7 6 12 14 3 2 4 13 5

   

ｎ

 
増
進
や
健
康
維
持
費

人
間
ド

ッ
ク
な
ど
体
力

 

（
外
食
費
は
除
く

）

食
費

旅
行
関
連
費

趣
味
・
教
養
関
連
費

 
用
な
ど
財
産
づ
く
り

貯
蓄
・
投
信
・
資
産
運

 
た
め
の
費
用

技
術
・
知
識
習
得
の

民
間
の
個
人
年
金

住
宅
関
連
費

子
供
の
教
育
費

 
等
へ
の
加
入
費

生
命
保
険
・
医
療
保
険

Ａ
Ｖ
機
器
購
入
費

家
電
製
品
購
入
費

 
機
器
関
連
費

パ
ソ
コ
ン
お
よ
び
周
辺

交
際
費

衣
料
費

外
食
費

自
動
車
購
入
費

 
通
信
費

携
帯
電
話
な
ど
の

 
自
動
車
関
連
費

燃
料
・
有
料
道
路
な
ど

特
に
な
い

3,575 44 42 43 42 46 33 28 26 35 23 23 21 20 21 18 14 14 9 8 14 

2,122 45 43 42 41 38 30 25 23 22 20 20 20 18 18 14 13 12 9 8 18 

男性50歳～ 1,480 46 45 42 41 39 31 26 24 24 21 21 20 20 16 13 13 13 8 9 16 

女性50歳～ 642 42 40 41 40 35 26 22 21 16 19 16 19 12 22 14 11 8 9 7 25 

50～54歳 216 49 45 47 43 55 43 40 28 35 23 28 22 29 23 22 18 19 10 9 6 

55～59歳 294 48 41 50 46 50 39 34 31 26 25 25 24 27 18 18 16 17 8 11 10 

60～64歳 275 49 47 48 43 42 30 23 22 21 23 20 17 22 17 14 15 18 10 11 14 

65～69歳 250 53 51 45 47 36 32 25 24 28 20 22 22 17 14 11 10 6 9 8 12 

70歳～ 445 38 42 29 31 25 21 17 18 17 16 15 17 13 12 8 9 9 7 8 28 

50～54歳 113 58 41 50 50 55 43 36 30 31 22 28 27 27 22 24 15 17 8 10 9 

55～59歳 126 53 41 59 54 47 34 27 27 15 24 17 22 18 27 10 13 12 13 10 14 

60～64歳 107 41 47 47 40 36 22 21 22 16 21 22 24 10 22 19 10 9 12 9 13 

65歳～ 296 32 36 28 30 22 17 15 15 11 16 9 13 4 19 10 10 3 6 3 39 

3,541 25 29 27 27 21 29 33 40 25 43 43 46 43 47 51 59 53 59 60 16 

2,101 19 24 24 23 22 26 31 37 27 40 40 42 38 46 50 55 50 52 53 21 

男性50歳～ 1,460 20 24 26 26 24 27 32 40 28 43 42 45 39 50 52 57 53 54 58 19 

女性50歳～ 641 16 22 19 19 19 23 26 31 25 33 35 36 36 37 46 51 43 45 44 26 

50～54歳 214 25 32 31 30 22 30 31 48 36 50 46 51 44 53 49 59 57 67 69 10 

55～59歳 287 24 30 25 30 22 27 33 40 31 46 44 45 39 50 53 60 55 60 61 15 

60～64歳 270 23 27 24 25 27 32 39 45 32 46 46 52 44 53 54 59 53 59 60 15 

65～69歳 250 16 23 30 25 26 27 33 40 24 44 44 44 43 53 59 62 62 56 60 15 

70歳～ 439 16 16 24 21 23 24 28 32 22 35 36 38 32 44 47 50 45 41 46 30 

50～54歳 112 21 37 28 24 22 27 34 42 37 51 46 50 45 55 56 70 62 69 63 5 

55～59歳 124 15 31 15 19 17 23 29 36 32 39 45 44 41 39 58 60 52 53 55 16 

60～64歳 105 17 20 23 23 19 29 26 34 29 31 41 36 41 37 48 56 45 51 45 17 

65歳～ 300 15 14 16 15 19 20 22 24 17 24 25 28 29 29 37 38 32 31 32 41 

：「全体」より5％以上、または「中高年全体」より5％以上 (%)
：「男性50歳～」または「女性50歳～」より5％以上
　　 ：年令が高くなるにつれて、20％以上の差がみられるもの
　　 ：年令が高くなるにつれて、10％以上の差がみられるもの

抑
え
た
い
消
費
分
野

全体

中高年全体

性
別

男
性

女
性

充
実
さ
せ
た
い
消
費
分
野

性
別

男
性

女
性

全体

中高年全体
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 3) 引退による生活の変化－引退の実態

●男性の引退者は６０代前半で３割、６０代後半になると５割を超え、７０代以上では７割を占める。

引退予定時期

ｎ
引退

予定者
既引
退者

中高年全体 2,109 45.8 35.4

男性50歳～ 1,475 48.3 36.1

女性50歳～ 634 39.9 33.6

50～54歳 221 84.2 0.5

55～59歳 302 80.1 3.3

60～64歳 277 53.1 30.3

65～69歳 244 29.9 56.1

70歳～ 431 15.1 69.8

50～54歳 116 75.9 4.3

55～59歳 124 62.1 12.1

60～64歳 107 43.9 32.7

65歳～ 287 14.3 55.1

(%)

　　注） 専業主婦は家計中心者の退職予定時期について回答

性
別

男
性

女
性

22

23

21

6

39

22

11

16

44

30

9

2

43

15

13

1

14

2

2

3

35

36

34

70

12

33

55

4

4

4

4

5

3

4

2

5

5

5

15

11

22

10

12

12

11

11

18

21

19

26

5年以内

38

2

10年以内

16

18

14

48

33

10

6

1

1

15年以内

5

25

1

4

3

7

6

0

0

0

1

0

0

20年以内

1

4

0

1

1

0

1

1

1

0

0

1

1

2

1

1

20年以上先

4

3

1

既に引退

56

30

6

引退する
予定なし

わからない

引退予定者 既引退者
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 3) 引退による生活の変化－引退前後の生活の比較

●６０代前半の男性で比較すると、「趣味・スポーツなどのサークルに参加」「国内・海外旅行」
　「ドライブ」をはじめ、多くの項目で既引退者の方が引退予定者よりも高く、活動的である。
●男性では、引退予定者も既引退者も、現状行っている活動では「ドライブ」が最上位の項目。
・男性の引退予定者の現状では、「趣味やスポーツなどのサークルに参加」「国内や海外旅行」「家
　庭菜園や市民農園などの農作業」「ドライブ」「パソコンやインターネット」が上位項目。中でも
　「ドライブ」は最上位項目に挙がる。
・彼らが引退後に行いたいと考える活動では、上記に加えて「映画鑑賞やコンサート・美術館めぐり」
　「学校などでの生涯学習」「ボランティアやＮＰＯに参加」が上位項目に挙がり、「ドライブ」は
　５番目。
・男性の既引退者では、ほとんどの項目で引退予定者の現状よりも活動的。引退予定者が引退後に
　行いたいと想定している「映画鑑賞やコンサート・美術館めぐり」「学校などでの生涯学習」
　「ボランティアやＮＰＯに参加」は低い。
・女性の既引退者は、男性と同様に引退予定者よりも活動的で、「国内や海外旅行」「自宅での読書・
　音楽鑑賞」が上位項目。「ドライブ」は男性に比べて低い。

仕事以外に行う活動（引退予定者の現状と引退後の想定、および既引退者の現状）＜60代前半のみ＞
（複数回答）

2 7 13 14 4 11 3 6 8 9 10 12 1 17 5 15 16

   

ｎ

 
の
サ
ー

ク
ル
に
参
加

趣
味
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど

国
内
や
海
外
旅
行

 
音
楽
鑑
賞

自
宅
で
の
読
書

、

シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ

 
な
ど
の
農
作
業

家
庭
菜
園
や
市
民
農
園

ド
ラ
イ
ブ

 
社
会
貢
献

町
内
会
や
自
治
会
で
の

 
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
や

 
ト
・
美
術
館
め
ぐ
り

映
画
鑑
賞
や
コ
ン
サ
ー

ゴ
ル
フ

ス
ポ
ー

ツ
一
般

屋
内
で
の
レ
ジ
ャ
ー

 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
参
加

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

 
資
な
ど
資
産
運
用

株
式
運
用
や
不
動
産
投

 
生
涯
学
習

学
校
な
ど
で
の

 
る
た
め
の
教
育
訓
練

求
職
や
事
業
を
開
始
す

 
海
外
で
暮
ら
す
準
備

ふ
る
さ
と
や
地
方

、

そ
の
他

特
に
な
い

中高年全体 2,107 27 26 25 24 22 21 20 20 16 12 11 10 9 8 4 2 1 3 25 

男性50歳～ 1,471 27 26 24 20 22 25 22 24 13 15 13 12 9 10 4 2 1 3 23 

女性50歳～ 636 28 26 28 33 20 13 17 11 22 3 7 6 8 4 6 1 1 2 28 

引退予定者
（現状）

139 25 24 22 19 25 30 20 24 18 21 17 14 12 14 4 2 1 1 19 

引退予定者
（引退後想定）

132 33 47 18 11 28 24 18 24 27 13 14 11 19 14 20 5 8 2 20 

既引退者 84 37 31 29 23 26 37 25 29 7 17 21 17 11 13 1 - - 5 14 

引退予定者
（現状）

45 42 36 27 38 29 13 16 11 27 2 7 4 16 2 2 2 - - 22 

引退予定者
（引退後想定）

39 21 39 18 15 39 13 23 8 26 5 10 13 23 5 10 3 5 - 15 

既引退者 35 37 43 43 34 23 17 9 9 31 3 6 3 6 9 11 - 3 3 20 

：「中高年全体」より5％以上 (%)
：「引退予定者（現状）」より5％以上
　　 ：年令が高くなるにつれて、20％以上の差がみられるもの
　　 ：年令が高くなるにつれて、10％以上の差がみられるもの

6
0
～

6
4
歳

男
性

6
0
～

6
4
歳

女
性

性
別
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 3) 引退による生活の変化－退職金と購入希望商品

●引退予定者、既引退者共に退職金の使用用途として「貯蓄」と回答とする率が６割と最も高い。
●「物品の購入」は、引退予定者では２割であるが、既引退者では３割。また、中高年層が退職金
　で購入したいサービスや物品のうち、「車」は４番目。
・引退予定者の退職金の用途としては、「貯蓄」に次いで多いのが「ローン返済」、３番目が「物
　品の購入」。既引退者では「物品の購入」の順位が上がり、「ローン返済」と逆転する。
・中高年層が退職金で購入したいサービスや物品は、「住宅改修、リフォーム」「家電の買替え」
　「国内旅行」「車」「海外旅行」の順。

退職金予定額及び実際の支給額

   
ｎ

1000万円
未満

2000万円
未満

2000万円
以上

わから
ない

中高年全体 1,488 63 31 24 24 21 37

引退予定者 831 59 29 22 21 29 41

既引退者 657 68 33 27 28 12 32

　　注） 専業主婦は家計中心者の退職金について回答 (%)

退職金使用用途（複数回答）※

(%)

　購入したいサービスや物品（複数回答）上位５項目

支給
されない

支給
される

 中高年全体(n=908)

   

ｎ

 
リ
フ
ォ
ー

ム

住
宅
改
修

、

家
電
の
買
替
え

国
内
旅
行

車 海
外
旅
行

中高年全体 289 52 45 43 42 31 

引退予定者 127 51 43 41 43 37 

既引退者 162 52 48 45 41 27 

(%)

61

13

9

26

27

11

60

10

9

21

28

16

63

16

10

32

27

6

0 10 20 30 40 50 60 70

貯　蓄

株や投資信託などの金融商品購入

各種サービスの購入

物品の購入

ローン返済

予定はない

中高年全体 (n=908)

引退予定者 (n=477)

既引退者 (n=431)

各種
サービスや
物品の購入

32%
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2．中高年層の保有車の特性と車に対する意識

 1) 現保有車の特性（乗用車新車A）

●車型は、「ボンネットワゴン」「軽乗用車」「大衆車」「小型車」の順に割合が高く、男性に比べ
　て女性では「大衆車」「軽乗用車」の割合が高い。
　男性では年齢が高いほど「ボンネットワゴン」や「キャブワゴン」の割合が低い。
　女性では、どの年代でも「大衆車」「軽乗用車」の割合が高く、男性ほど年代による顕著な差は
　みられない。
●平均購入価格は、男性では５０代では２３０万円台だが、年齢が高いほど安くなり、７０代以上で
　は１９０万円。女性では年齢の違いによる顕著な差はみられない。

車型（乗用車新車Ａ）

ｎ

全　 体 1,940

中高年全体 1,087

男性50歳～ 801

女性50歳～ 286

50～54歳 131

55～59歳 157

60～64歳 176

65～69歳 140

70歳～ 197

50～54歳 74

55～59歳 82

60～64歳 64

65歳～ 66

(%)

購入価格（乗用車新車Ａ）

ｎ

全　 体 1,877 208.9

中高年全体 1,049 203.5

男性50歳～ 777 218.2

女性50歳～ 272 161.7

50～54歳 128 234.5

55～59歳 154 239.3

60～64歳 171 223.7

65～69歳 134 210.8

70歳～ 190 190.3

50～54歳 69 156.6

55～59歳 80 178.5

60～64歳 60 158.2

65歳～ 63 149.2

(%)

乗用車新車（Ａ）：本節は乗用車新車主運転者が対象。（2台以上保有の場合は最近購入車の主運転者となります）

＊本節では、全体：全体の乗用車新車（Ａ）

　　　　中高年全体：中高年全体の乗用車新車（Ａ）

男
性

女
性

女
性

平均
 (万円)

性
別

性
別

男
性

3

5

6

1

2

6

9

9

6

0

2

0

3

14

18

21

10

15

23

21

17

26

7

12

11

11

17

21

19

27

12

14

19

23

23

22

27

25

36

30

25

26

21

37

33

24

26

13

27

24

20

12

12

7

9

2

18

10

8

6

4

4

2

2

25

25

20

38

15

14

19

19

28

41

32

44

36

大・中型 小型 大衆 ボンネットワゴン

0

キャブワゴン
軽乗用・
ボンバン

2

2

2

3

0

2

3

4

3

1

2

6

17

19

14

31

11

14

12

11

21

36

30

28

30

25

26

23

32

19

14

30

23

28

28

33

40

30

17

18

18

17

20

22

14

22

16

15

15

15

25

14

13

15

7

20

13

13

14

14

10

9

8

2

13

12

14

6

15

20

14

10

10

9

8

5

3

13

11

14

3

16

17

16

16

7

0

5

2

3

1

～80万円 ～120万円 ～160万円 ～200万円 ～250万円 ～300万円 301万以上
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●現保有車の使用期間の平均は約４年。年代別にみると、男女とも高齢層で長くなる傾向がみられる。

購入年度（乗用車新車Ａ）

(

平
成
1
9
年

)

2
0
0
7

(

平
成
1
8
年

)

2
0
0
6

(

平
成
1
7
年

)

2
0
0
5

(

平
成
1
6
年

)

2
0
0
4

(

平
成
1
5
年

)

2
0
0
3

(

平
成
1
4
年

)

2
0
0
2

(

平
成
1
3
年

)

2
0
0
1

(

平
成
1
2
年

)

2
0
0
0

(

平
成
1
1
年

)

1
9
9
9

　
　
　
　
　
以
前

(

平
成
1
0
年

)
1
9
9
8

ｎ
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

全　 体 1,937 11 16 15 12 9 7 7 6 4 13 3.9 

中高年全体 1,087 10 15 13 12 10 7 7 7 4 16 4.1 

男性50歳～ 801 10 15 13 12 9 7 8 6 4 17 4.2 

女性50歳～ 286 11 17 15 11 12 8 4 7 4 13 3.8 

50～54歳 131 14 18 14 8 10 5 4 8 7 14 3.9 

55～59歳 157 10 17 13 13 6 8 11 5 3 15 4.0 

60～64歳 176 10 19 18 13 9 7 6 6 2 10 3.5 

65～69歳 140 12 9 8 16 10 9 9 7 4 15 4.3 

70歳～ 197 5 10 12 11 11 7 8 7 5 27 5.1 

50～54歳 74 16 16 16 14 10 5 8 5 3 7 3.2 

55～59歳 82 13 16 15 12 16 6 2 2 5 12 3.6 

60～64歳 64 11 22 11 8 8 8 3 6 5 19 4.1 

65歳～ 66 2 14 17 9 15 12 2 15 2 14 4.5 

(%)

●車の使用頻度は、男性より女性の方が高く、毎日車を利用している人の割合は、男性で３割強、
　女性では４割強。ただし、走行距離は男性の方が女性より長い。
・使用頻度は、男性では「週７日」が最も多く、次いで「週２日・３日」と、使用頻度が多い人と少
　ない人に両極化。「週７日」運転する人の割合は、５０代で４割弱だが、６０代以上では約３割と
　となる。
・女性では、「週７日」が最も多く４割強だが、男性ほど使用頻度で両極化する傾向はみられない。
　また、年齢による差異も男性ほど顕著ではない。
・平均走行距離は、男女とも６０代前半から年齢が高くなるに従って短くなる傾向がみられる。

：「全体」より5％以上、または「中高年全体」より5％以上
：「男性50歳～」または「女性50歳～」より5％以上
　　 ：年令が高くなるにつれて、20％以上の差がみられるもの
　　 ：年令が高くなるにつれて、10％以上の差がみられるもの

使
用
期
間
平
均

(

年

)

性
別

男
性

女
性

使用頻度（乗用車新車A） 月間走行距離（乗用車新車A）

   

ｎ

週
０
日
・
１
日

週
２
日
・
３
日

週
４
日
・
５
日

週
６
日

週
７
日

（
毎
日

）

平
均

   

ｎ

～

3
0
0
k
m

～

6
0
0
k
m

　
　
　
　
k
m

～

1
,
2
0
0

　
　
　
k
m
～

1
,
2
0
1

平
均

（
k
m

）

全　 体 1,882 7 21 19 12 40 5.0 全　 体 1,906 50 20 23 7 443.3 

中高年全体 1,049 8 22 22 13 36 4.8 中高年全体 1,066 51 19 23 8 445.8 

男性50歳～ 772 10 24 21 12 33 4.6 男性50歳～ 789 48 18 24 9 476.5 

女性50歳～ 277 3 16 24 13 44 5.3 女性50歳～ 277 59 19 19 3 358.3 

50～54歳 128 13 29 9 11 38 4.5 50～54歳 129 35 25 27 13 560.9 

55～59歳 153 11 17 21 11 40 4.9 55～59歳 154 37 19 30 14 585.7 

60～64歳 170 7 25 25 15 29 4.7 60～64歳 176 44 21 23 11 506.8 

65～69歳 133 9 25 21 13 32 4.6 65～69歳 137 53 15 25 7 451.5 

70歳～ 188 9 27 24 11 29 4.5 70歳～ 193 66 13 19 3 323.1 

50～54歳 71 4 11 20 17 48 5.6 50～54歳 71 58 24 13 6 385.2 

55～59歳 79 1 22 23 9 46 5.3 55～59歳 79 48 20 30 1 429.7 

60～64歳 64 5 9 23 16 47 5.5 60～64歳 63 52 24 22 2 377.0 

65歳～ 63 3 21 30 13 33 5.0 65歳～ 64 80 8 9 3 221.9 

(%) (%)

女
性

女
性

性
別

性
別

男
性

男
性

使用期間
　　（年）

- 53 -



●車の主使用用途は、男性５０代は「通勤・通学」の割合が高いが、６０代以上では「買い物・用
　足し」が高い。
・女性５０代前半は「通勤・通学」が高いが、５０代後半以上では「買い物・用足し」が高い。
・使用用途を複数回答でみると、男女とも「買い物・用足し」は男性５０代を除いてどの年代でも
　最も高い。また、「個人の趣味・レジャー」「家族とのレジャー」「家族等の送迎」も男女とも
　全年代で高くなる。

主使用用途（乗用車新車A）（単一回答）

      

ｎ

仕
事
・
商
用

通
勤
・
通
学

 
レ
ジ
ャ
ー

個
人
の
趣
味
・

 
レ
ジ
ャ
ー

友
人
・
知
人
と
の

　
レ
ジ
ャ
ー

家
族
と
の

買
い
物
・
用
足
し

家
族
等
の
送
迎

そ
の
他

全　 体 1,923 14 32 8 1 6 33 6 1 

中高年全体 1,074 15 25 10 1 5 38 5 1 

男性50歳～ 790 17 24 12 1 7 34 4 1 

女性50歳～ 284 11 28 5 0 1 48 6 1 

50～54歳 131 18 41 8 2 10 18 2 1 

55～59歳 156 24 44 8 - 4 19 1 - 

60～64歳 174 19 26 14 2 8 28 2 1 

65～69歳 139 14 12 15 1 6 41 9 2 

70歳～ 190 10 2 13 1 7 60 6 2 

50～54歳 74 12 41 3 - 1 35 8 - 

55～59歳 81 14 28 5 - 1 42 7 3 

60～64歳 64 13 25 3 2 3 47 8 - 

65歳～ 65 3 14 11 - - 72 - - 

(%)

使用用途（乗用車新車A）（複数回答）

      

ｎ

仕
事
・
商
用

通
勤
・
通
学

 
レ
ジ
ャ
ー

個
人
の
趣
味
・

 
レ
ジ
ャ
ー

友
人
・
知
人
と
の

　
レ
ジ
ャ
ー

家
族
と
の

買
い
物
・
用
足
し

家
族
等
の
送
迎

そ
の
他

全　 体 1,933 20 38 31 14 35 68 36 4 

中高年全体 1,080 21 29 33 13 30 68 29 5 

男性50歳～ 795 23 27 36 11 34 63 27 5 

女性50歳～ 285 15 32 27 16 20 84 34 4 

50～54歳 131 26 51 34 12 41 50 28 6 

55～59歳 156 31 49 33 8 31 53 26 4 

60～64歳 176 26 28 40 15 38 60 24 6 

65～69歳 139 18 14 36 12 32 66 26 5 

70歳～ 193 15 3 34 9 30 81 31 6 

50～54歳 74 18 49 19 14 15 78 42 3 

55～59歳 82 16 31 24 15 31 82 40 6 

60～64歳 64 17 31 34 23 16 88 31 5 

65歳～ 65 11 14 32 14 17 89 20 2 

：「全体」より5％以上、または「中高年全体」より5％以上 (%)
：「男性50歳～」または「女性50歳～」より5％以上
　　 ：年令が高くなるにつれて、20％以上の差がみられるもの
　　 ：年令が高くなるにつれて、10％以上の差がみられるもの

女
性

性
別

男
性

女
性

性
別

男
性
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 2) 車に対する意識－車保有の利点

●男女ともに、「いつでも気軽に外出できる」が他に差をつけて最も高い。年代別には、男女ともに
　高齢層で「重いものでも楽に運べる」が増える。
・男性では、どの年代でも、「いつでも気軽に外出できる」に次いで「行動半径を広げられる」「ど
　こへでも楽に行ける」等の移動手段としての利点と、「生活に楽しみと潤いが持てる」が挙がる。
　「重いものでも楽に運べる」は７０代以上で高い。
・女性では、どの年代でも、「行動半径を広げられる」と並んで「重いものでも楽に運べる」が挙が
　る。「重いものでも楽に運べる」は６０代後半以上で高い。

車保有の利点（２つまで回答）
6 8 1 6 2 3 10 8 4 7 5 9

      

ｎ

 
外
出
で
き
る

い
つ
で
も
気
軽
に

 
広
げ
ら
れ
る

行
動
半
径
を

 
行
け
る

ど
こ
へ
で
も
楽
に

 
運
べ
る

重
い
も
の
で
も
楽
に

 
潤
い
が
持
て
る

生
活
に
楽
し
み
と

 
時
間
を
節
約
で
き
る

早
く
行
け
て

 
だ
け
で
行
け
る

家
族
や
親
し
い
人
と

　
使
わ
な
い
で
す
む

混
雑
す
る
交
通
機
関
を

 
気
軽
に
外
出
で
き
る

子
供
連
れ
で
も

 
経
済
的
で
あ
る

他
の
交
通
機
関
よ
り

そ
の
他

特
に
な
い

全　 体 1,920 63 27 23 22 18 11 6 5 14 3 2 1 

中高年全体 1,078 66 26 24 23 22 12 5 5 4 3 2 1 

男性50歳～ 794 64 25 25 21 24 11 6 5 5 3 2 1 

女性50歳～ 284 70 30 19 30 18 17 3 3 1 3 1 1 

50～54歳 127 61 27 28 18 22 9 7 6 12 3 2 2 

55～59歳 155 64 30 25 16 25 8 8 8 6 3 1 1 

60～64歳 176 67 26 22 20 25 11 5 5 3 4 2 2 

65～69歳 140 61 28 25 22 22 14 7 5 4 3 2 1 

70歳～ 196 66 18 27 27 25 11 4 4 3 4 2 1 

50～54歳 74 74 31 20 30 12 15 - 3 3 4 - - 

55～59歳 82 61 31 18 28 26 26 2 - 1 2 1 1 

60～64歳 62 73 27 18 19 19 18 7 5 2 2 3 2 

65歳～ 66 74 30 20 41 14 6 3 6 - 3 2 - 

仕事・商用・通勤 422 66 28 23 17 20 15 5 7 5 4 2 1 

レジャー 178 65 29 26 26 27 6 7 2 5 1 1 1 

買物・用足し 465 67 24 23 28 23 11 5 3 3 3 2 1 

 50代 253 68 29 24 16 20 15 5 7 6 4 2 1 

 60代 144 67 26 23 17 17 18 5 8 4 4 4 2 

 70代～ 25 44 32 16 24 36 4 4 8 8 8 - - 

 50代 53 60 28 26 30 30 4 8 - 9 2 - - 

 60代 83 70 31 23 22 23 8 8 5 2 1 1 1 

 70代～ 42 60 26 31 31 31 5 5 - 2 - 2 - 

 50代 130 61 30 22 26 22 14 5 3 5 2 1 2 

 60代 183 66 27 21 27 25 10 6 2 3 4 2 1 

 70代～ 152 72 15 26 32 20 11 3 5 2 4 1 1 

：「全体」より5％以上、または「中高年全体」より5％以上 (%)
：「男性50歳～」または「女性50歳～」より5％以上、「主用途」より5％以上
　　 ：年令が高くなるにつれて、20％以上の差がみられるもの
　　 ：年令が高くなるにつれて、10％以上の差がみられるもの

年
代
別

用
・
通
勤

仕
事
・
商

レ
ジ
ャ
ー

用
足
し

買
物
・

性
別

男
性

女
性

主
用
途
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 2) 車に対する意識－現保有車の購入時重視点

●中高年全体で重視度が高い項目が多いのは、経済性（「車両価格」「燃費の良さ」等）、
　居住性・操作性（「小回り・取り回し」「乗り降りのしやすさ」等）、安全性（「エアバッグ等」
　「ＡＢＳ等安全性能」等）の領域。このうち、経済性、居住性・操作性は、男性より女性の方が
　重視度が高く、安全性は男女で同等の高さ。
・男性では年齢が低い層で「室内全体のゆとり」「シートの座り心地」などの居住性に関わる項目、
　用途では「仕事通勤等での使用」が高い。年齢が高い層では経済性を重視する傾向がみられ、
　特に７０代以上で高い。安全性に関する項目は、５０代、６０代で高いが、７０代以上で低い。
・女性では、年齢が低い層では「エアバッグ等」「車の大きさ」などの安全性に関わる項目、
　用途では「仕事通勤等での使用」「家族の送迎での使用」が高い傾向。年齢が高い層では、特に
　６０代後半以上で経済性に関わる項目が高い。

現保有車の購入時重視度（「重視した」回答者）

   

   

中
高
年
全
体

男
性
5
0
歳
～

女
性
5
0
歳
～

5
0
～

5
4
歳

5
5
～

5
9
歳

6
0
～

6
4
歳

6
5
～

6
9
歳

7
0
歳
～

5
0
～

5
4
歳

5
5
～

5
9
歳

6
0
～

6
4
歳

6
5
歳
～

 
通
勤

仕
事
・
商
用
・

レ
ジ
ャ
ー

買
物
・
用
足
し

ｎ 1,087 801 286 131 157 176 140 197 74 82 64 66 427 179 468

 燃費の良さ 41 40 45 31 34 41 40 49 48 48 31 52 42 37 42 

 税金・保険の安さ 31 28 39 22 28 31 27 29 46 37 35 36 34 22 31 

 車両価格 45 43 53 37 41 42 41 49 52 57 44 58 45 38 49 

 点検修理費用の安さ 22 21 25 15 25 24 17 24 25 26 14 36 23 20 23 

 故障の少なさ 38 38 37 33 43 41 37 37 29 45 28 44 39 39 37 

 仕事通勤等での使用 31 30 37 34 37 38 22 17 53 33 36 22 55 11 16 

 買い物等での使用 33 28 47 23 21 25 29 40 47 47 44 50 25 24 44 

 家族の送迎での使用 20 17 27 20 12 17 14 21 28 37 19 20 17 11 25 

 友人とのレジャー 11 11 11 19 10 12 9 8 13 17 9 4 13 20 7 

 家族とのレジャー 18 19 17 26 15 20 16 17 17 21 10 18 15 29 17 

 恋人とのレジャー 12 13 8 14 11 10 14 16 9 10 5 6 9 23 10 

 一人でのレジャー 9 9 8 7 9 11 11 8 9 12 3 6 7 15 8 

 趣味等での外出 10 8 13 7 8 10 8 9 13 15 13 7 9 14 9 

 冠婚葬祭などの使用 5 4 6 2 5 6 2 5 9 8 5 2 5 5 5 

 高級感のある車 11 13 7 11 16 13 14 11 7 9 4 7 13 13 9 

 スタイルの美しさ 22 23 18 26 25 22 25 17 16 19 18 21 22 29 18 

 流行のボディタイプ 11 12 11 16 12 10 13 9 13 12 7 11 12 10 12 

 レジャーイメージ 7 7 4 9 9 5 9 6 1 7 - 9 6 8 7 

 ステータスのある車 6 7 3 9 11 7 5 5 1 5 2 2 7 8 4 

 小回り・取り回し 40 35 53 27 27 39 36 41 52 53 53 56 37 33 45 

 乗り降りしやすさ 37 33 49 34 30 33 30 36 51 50 40 53 36 29 41 

 座位位置の高さ 28 26 35 30 26 29 33 16 37 36 37 32 29 26 29 

 頭上のゆとり 25 24 27 28 22 25 25 19 27 32 24 23 26 22 25 

 荷室スペースの広さ 27 26 29 31 25 30 30 18 24 33 26 30 26 30 26 

 荷室の使い勝手良さ 25 25 27 28 24 27 24 20 27 29 25 27 26 26 25 

 シートの座り心地 26 26 27 23 31 28 27 20 23 29 26 30 27 25 26 

 後席のゆとり 19 18 22 21 19 20 16 13 18 24 19 26 19 24 17 

 街中走行の使い易さ 26 24 33 20 23 28 23 25 30 29 38 38 25 28 27 

 室内全体のゆとり 27 27 29 33 28 26 27 22 28 33 26 28 28 26 27 

 車の大きさ 34 33 36 30 34 32 35 34 31 43 33 37 32 37 35 

 エアバッグ等 44 43 45 38 46 47 51 35 47 51 47 35 45 43 43 

 ＡＢＳ等安全性能 38 39 34 41 47 41 42 29 35 36 34 31 40 43 35 

 ボディタイプ安全性 26 27 25 27 31 27 31 20 28 25 26 18 28 31 24 

 排気ガスが少ない 31 29 35 25 29 31 28 31 29 38 34 38 33 27 31 

 リサイクル率が高い 15 14 18 12 15 14 16 13 17 18 17 21 17 10 15 

：「中高年全体」より5％以上 (%)
：「男性50歳～」または「女性50歳～」より5％以上
　：年令が高くなるにつれて、20％以上の差がみられるもの
　：年令が高くなるにつれて、10％以上の差がみられるもの

居
住
性
・
操
作
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全
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環
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用
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メ
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性別 男性 女性 主用途
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3．中高年層の今後の乗用車利用意向

 1) 乗用車の買い替え意向

●男性の買い替え意向は５０代で８割台、６０代で７割台だが、７０代以上では５割台に留まる。
　女性の買い替え意向は５０代から６０代前半で６～７割台であるが、６０代後半以上では５割台に
　留まる。
・主用途別にみると、買い替え意向は「仕事・商用・通勤」「レジャー」「買い物・用足し」の順に
　高い。
・退職金支給額（予定含む）別にみると、金額のより高い層で購入意向が高い傾向がある。

乗用車新車（Ａ）保有者の買い替え意向

      

ｎ

今
後
１
年
以
内

今
後
２
年
以
内

今
後
３
年
以
内

今
後
４
年
以
内

今
後
５
年
以
内

今
後
６
年
以
内

今
後
７
年
以
内

そ
れ
以
降

買
替
え
時
期
は
未
定

 
乗
り
つ
ぶ
す

買
い
替
え
ず
に

 
や
め
る

自
動
車
の
保
有
を

買
い
替
え
意
向

ｎ

新
車

中
古
車

全　 体 1,934 2 5 5 3 6 1 2 4 45 24 3 73 1,354 97 3 

中高年全体 1,082 2 7 6 3 6 2 2 3 41 25 4 71 736 96 4 

男性50歳～ 797 2 7 6 3 7 2 2 3 40 23 5 72 551 96 4 

女性50歳～ 285 3 7 4 2 4 1 3 3 42 29 3 68 185 96 4 

50～54歳 131 2 7 6 2 10 2 5 3 48 15 1 84 106 96 4 

55～59歳 156 2 9 6 3 12 2 3 3 45 17 - 83 125 96 4 

60～64歳 175 3 6 6 3 7 5 2 5 39 23 1 75 125 98 2 

65～69歳 140 1 8 7 4 6 - 1 3 43 24 4 72 96 96 4 

70歳～ 195 3 5 6 2 3 2 2 3 29 32 15 53 99 94 6 

50～54歳 74 1 5 5 1 7 - 3 4 42 30 1 69 49 98 2 

55～59歳 82 4 6 4 2 4 1 1 2 55 21 - 79 61 92 8 

60～64歳 64 3 13 5 3 - 2 2 3 34 36 - 64 39 95 5 

65歳～ 65 2 5 3 2 6 2 5 2 32 32 11 57 36 100 - 

仕事・商用・通勤 426 3 7 5 3 7 2 2 3 44 23 1 76 308 95 5 

レジャー 178 1 9 7 3 8 1 5 1 38 24 5 71 123 97 3 

買物・用足し 467 2 6 6 2 5 2 2 4 38 27 7 66 297 96 4 

中高年全体 525 2 8 5 3 8 2 2 4 39 24 4 72 368 96 4 

500万円未満 94 1 1 4 3 7 2 3 3 44 28 3 69 62 94 7 

500～1000万円未満 55 - 11 7 4 7 2 2 4 33 26 6 69 37 97 3 

1000～1500万円未満 66 2 14 5 3 12 5 2 2 29 21 8 71 47 98 2 

1500～2000万円未満 67 5 13 5 2 6 2 3 5 36 22 3 75 50 94 6 

2000～3000万円未満 96 3 6 4 3 13 1 3 6 45 15 1 84 79 96 4 

3000～5000万円未満 40 - 13 10 3 3 5 - 5 33 25 5 70 27 93 7 

5000万円以上 3 33 - - 33 - - - - 33 - - 100 3 100 - 

わからない 104 1 6 5 3 4 - 1 3 42 33 3 64 63 97 3 

：「全体」より5％以上、または「中高年全体」より5％以上 (%) (%)
：「男性50歳～」または「女性50歳～」より5％以上、「主用途」より5％以上
　　 ：年令が高くなるにつれて、20％以上の差がみられるもの
　　 ：年令が高くなるにつれて、10％以上の差がみられるもの

　　＊：サンプル数30未満につき参考値、　　　　　　　　　　　　　ハッチング対象から除く

　　※本節では、全体：全体の乗用車新車（Ａ）
　　　　　　中高年全体：中高年全体の乗用車新車（Ａ）
 新車買い替え意向者：中高年全体乗用車新車（Ａ）の内の新車買い替え意向者

問
48
退
職
金
支
給
額

性
別

男
性

女
性

主
用
途

*

*

*
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 2) 買い替え予定車の特性－車型

●買い替え予定車の車型は、男性では５０代前半で「ボンネットワゴン」「キャブワゴン」の割合
　が高いが、５０代後半以上では「大衆車」「小型車」「軽乗用車・ボンバン」が高い。女性では
　「大衆車」「軽乗用車・ボンバン」が高く、年代による差はみられない。
・買い替え予定車型を現保有車型の構成と比較すると、男女とも全ての年代で、「軽乗用車・ボン
　バン」の割合が高く、「ボンネットワゴン」が低い。
・主用途別にみると、「仕事・商用・通勤」で「大衆車」が高い。

乗用車新車（Ａ）保有者の買い替え予定車車型

予
定
車
車
型

現
保
有
車
型

予
定
車
車
型

現
保
有
車
型

予
定
車
車
型

現
保
有
車
型

予
定
車
車
型

現
保
有
車
型

予
定
車
車
型

現
保
有
車
型

予
定
車
車
型

現
保
有
車
型

予
定
車
車
型

現
保
有
車
型

中高年全体 685 1,087 7 5 17 18 26 21 14 25 8 7 29 25 

新車買い替え意向者 640 706 8 6 18 20 26 21 14 27 8 7 27 19 

男性50歳～ 480 529 9 7 20 23 23 18 15 28 9 9 23 16 

女性50歳～ 160 177 3 2 11 10 36 33 10 23 3 2 38 30 

50～54歳 88 102 10 3 16 16 16 10 22 41 19 17 17 14 

55～59歳 109 120 11 5 22 27 23 16 15 30 9 9 20 13 

60～64歳 113 122 17 12 16 22 20 17 16 25 6 9 25 16 

65～69歳 85 92 5 9 21 19 27 24 15 26 9 7 22 16 

70歳～ 85 93 - 5 28 30 28 23 9 18 2 3 32 20 

50～54歳 42 48 2 - 10 10 33 23 10 27 5 4 41 35 

55～59歳 51 56 2 4 18 9 31 30 14 30 2 4 33 23 

60～64歳 33 37 - - 6 14 39 35 12 19 - - 42 32 

65歳～ 34 36 6 6 9 8 44 47 3 8 3 - 35 31 

仕事・商用・通勤 263 293 10 6 19 21 24 16 13 27 8 10 26 20 

レジャー 112 119 13 11 21 23 24 19 15 28 8 8 18 11 

買物・用足し 258 286 3 2 15 17 30 29 14 26 7 4 31 22 

(%)
：「現保有車車型」より5％以上
：「予定車車型」より5％以上
　　 ：年令が高くなるにつれて、20％以上の差がみられるもの
　　 ：年令が高くなるにつれて、10％以上の差がみられるもの

※ 買い替え予定車については「その他」を除いた車型を100％として計算した。

ｎ
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大
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 2) 買い替え予定車の特性－エンジンタイプ及び車両価格

●買い替え予定車のエンジンは、男性では全世代を通じてハイブリッドが２割以上と多い。特に
　５０代後半では３割強。
・ハイブリッドは、女性では５０代が２割強で、年齢が高いほどその比率が低く６０代後半以上では
　１割以下に留まる。
・買い替え予定車の車両価格は、男女とも年齢が高くなるほど価格が低い傾向にある。
・男性では、５０代前半で２２０万円台だが７０代以上では１６０万円台に留まる。女性では、
　５０代では１６０万円台だが６０代後半以上では１４０万円台。現保有車の購入価格と比較すると、
　男女ともほとんどの年代で低い。
・主用途別にみると、車両価格は「レジャー」「仕事・商用・通勤」「買い物・用足し」の順に高い。

乗用車新車（Ａ）保有者の買い替え予定車エンジンタイプ

ｎ

　
エ
ン
ジ
ン

ガ
ソ
リ
ン

　
エ
ン
ジ
ン

デ
ィ
ー

ゼ
ル

　
ブ
リ

ッ
ド

ハ
イ

そ
の
他

中高年全体
（現保有車）

1,072 96 2 2 0 

695 71 3 25 1 

男性50歳～ 523 68 4 27 1 

女性50歳～ 172 80 1 19 1 

50～54歳 101 73 4 23 - 

55～59歳 120 64 3 33 - 

60～64歳 121 69 3 27 - 

65～69歳 89 69 6 23 3 

70歳～ 92 66 5 28 - 

50～54歳 47 75 - 23 2 

55～59歳 55 76 2 22 - 

60～64歳 35 83 - 17 - 

65歳～ 35 91 - 9 - 

仕事・商用・通勤 289 68 4 28 0 

レジャー 118 75 2 23 - 

買物・用足し 280 73 3 23 1 

(%)

乗用車新車（Ａ）保有者の買い替え予定車車両価格
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円
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万
円

　
　
　
以
下

3
0
0
万
円

　
　
　
以
上

3
0
1
万

　

(

万
円

)

平
均

中高年全体 741 2 23 25 19 14 7 10 184.3 203.5 

新車買い替え意向者 700 1 21 25 20 14 8 11 189.2 215.1 

男性50歳～ 524 1 17 23 20 17 9 13 199.6 229.6 

女性50歳～ 176 2 32 30 18 7 5 5 158.1 171.5 

50～54歳 99 1 9 17 22 24 9 17 221.3 239.0 

55～59歳 120 1 15 23 18 17 11 16 208.8 240.8 

60～64歳 122 1 16 25 19 14 9 16 207.3 241.2 

65～69歳 91 - 15 28 24 15 7 11 192.2 220.7 

70歳～ 92 2 32 25 19 14 7 2 161.3 198.4 

50～54歳 48 2 33 19 25 8 6 6 166.0 166.5 

55～59歳 56 - 30 34 16 7 5 7 167.1 189.8 

60～64歳 36 3 33 36 14 6 3 6 150.1 165.7 

65歳～ 36 6 33 33 17 6 6 - 141.7 154.6 

仕事・商用・通勤 292 1 17 23 22 16 10 12 197.7 218.6 

レジャー 117 1 13 24 16 21 6 20 217.3 255.2 

買物・用足し 283 2 28 28 19 10 6 7 169.0 189.8 
(%)

：「中高年全体」より5％以上、または「買い替え予定車」より5％以上、または「新車買い替え意向者」より5％以上
：「男性50歳～」または「女性50歳～」より5％以上
　　 ：年令が高くなるにつれて、20％以上の差がみられるもの
　　 ：年令が高くなるにつれて、10％以上の差がみられるもの

中高年全体
（買い替え予定車）

主
用
途

主
用
途

女
性

性
別

性
別

男
性

女
性

買い替え予定車

男
性

平
均

(

万
円

)

購
入
金
額

現
保
有
車
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 2) 買い替え予定車の特性－重視点の変化

●買い替え予定車の重視点を現保有車の購入時重視点と比較すると、男女ともに「経済性」「環境」
　「安全性」次いで「居住性・操作性」に対する重視度が大きく増加している。これらの重視度の
　の増加は、男性では特に６０代後半以上で大きい。
・用途別にみると、「経済性」の重視度の増加には差がないが、「環境」「安全性」「居住性・操作
　性」の重視度の増加は、「仕事・商用・通勤」「買い物・用足し」の使用層の方が「レジャー」
　使用層より大きい傾向がある。

現保有車購入時重視度と買い替え予定車に対する重視度の差分

   

   

中
高
年
全
体

男
性
5
0
歳
～

女
性
5
0
歳
～

5
0
～

5
4
歳

5
5
～

5
9
歳

6
0
～

6
4
歳

6
5
～

6
9
歳

7
0
歳
～

5
0
～

5
4
歳

5
5
～

5
9
歳

6
0
～

6
4
歳

6
5
歳
～

 
通
勤

仕
事
・
商
用
・

レ
ジ
ャ
ー

買
物
・
用
足
し

（ｎ=中高年全体） 1,087 801 286 131 157 176 140 197 74 82 64 66 427 179 468

（ｎ=新車買い替え意向者） 706 529 177 102 120 122 92 93 48 56 37 36 293 119 286

 燃費の良さ 27 26 31 27 28 20 30 32 37 30 37 19 25 27 29 

 税金・保険の安さ 19 19 20 11 24 12 30 22 16 22 24 18 17 16 23 

 車両価格 13 13 15 18 14 11 12 12 16 17 12 11 15 14 12 

 点検修理費用の安さ 25 24 27 20 27 16 32 29 29 32 30 16 26 20 26 

 故障の少なさ 26 24 33 18 26 17 26 35 33 26 47 27 26 21 30 

 仕事通勤等での使用 1 -1 7 3 -4 -11 -4 10 2 13 8 - -6 5 6 

 買い物等での使用 5 4 10 -1 10 5 6 5 14 5 18 5 5 3 7 

 家族の送迎での使用 8 5 15 -6 6 4 13 14 13 11 31 6 5 4 13 

 友人とのレジャー 8 7 11 2 7 3 13 12 7 13 20 4 6 5 12 

 家族とのレジャー 5 5 4 5 5 -1 8 9 7 6 5 -7 7 -1 6 

 恋人とのレジャー 10 10 8 8 9 9 14 15 7 8 13 2 11 5 11 

 一人でのレジャー 8 9 7 9 9 5 9 13 7 8 4 5 7 13 8 

 趣味等での外出 6 5 11 5 6 2 6 8 13 7 8 14 6 6 7 

 冠婚葬祭などの使用 4 4 7 3 4 2 5 4 9 9 6 2 6 3 4 

 高級感のある車 4 3 8 2 -1 5 5 2 17 5 7 0 7 2 2 

 スタイルの美しさ 1 -2 7 -2 - -1 -6 -4 18 1 8 1 3 -5 1 

 流行のボディタイプ 2 1 5 -2 1 2 2 -1 9 7 7 -7 4 4 -1 

 レジャーイメージ 3 2 5 -0 0 3 4 3 10 2 7 -2 4 4 1 

 ステータスのある車 5 4 7 4 -1 4 7 7 14 5 9 -2 6 7 3 

 小回り・取り回し 8 9 8 9 13 -1 14 17 2 13 13 4 7 10 9 

 乗り降りしやすさ 12 12 11 3 14 6 24 19 2 22 18 1 13 7 13 

 座位位置の高さ 14 15 10 7 20 3 17 28 5 21 15 -6 13 10 16 

 頭上のゆとり 11 11 13 3 16 3 16 16 15 22 17 -12 13 6 13 

 荷室スペースの広さ 8 9 4 4 13 2 8 14 9 9 11 -19 12 0 7 

 荷室の使い勝手良さ 9 9 9 4 10 3 13 13 10 13 17 -13 11 4 8 

 シートの座り心地 16 15 18 16 14 7 20 18 17 29 21 -1 16 11 17 

 後席のゆとり 11 11 11 11 13 1 17 16 12 16 15 -2 13 5 12 

 街中走行の使い易さ 12 13 10 10 15 5 17 25 14 24 -0 -8 14 2 16 

 室内全体のゆとり 11 11 11 7 13 5 15 15 13 16 12 -6 12 6 12 

 車の大きさ 13 11 20 11 14 6 10 14 26 23 25 -0 17 7 13 

 エアバッグ等 13 11 17 3 11 4 11 29 14 21 16 10 12 5 17 

 ＡＢＳ等安全性能 15 13 22 2 12 5 17 29 21 29 22 11 13 10 20 

 ボディタイプ安全性 19 17 25 7 17 9 25 27 24 24 34 15 19 8 23 

 排気ガスが少ない 22 22 22 13 27 10 30 31 26 24 26 7 20 19 25 

 リサイクル率が高い 25 25 26 14 33 16 36 29 30 30 23 16 24 19 30 

：「中高年全体」より5％以上 (%)
：「男性50歳～」または「女性50歳～」より5％以上
　：年令が高くなるにつれて、20％以上の差がみられるもの
　：年令が高くなるにつれて、10％以上の差がみられるもの

居
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全
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用
途
や
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用
場
面

イ
メ
ー

ジ
期
待

性別 男性 女性 主用途

- 60 -



 2) 買い替え予定車の特性－買い替え予定車の利用への期待

●男女とも、上位の項目は「いつでもどこでも気軽に出かけたい」「緊急時にすぐ動きたい」「夫婦
　やパートナーとドライブを楽しみたい」。女性では、さらに「知人・友人との交流を深めたい」が
　上位に挙がる。女性６０代で「夫婦やパートナーとドライブを楽しみたい」が低い以外、年代によ
　る顕著な差はない。
・男女とも、５０代前半では「自分の車があるという満足感が得たい」「高速走行などで爽快感が得
　たい」「自分らしさやスタイル等を表現したい」等の車で得られる楽しみに対する期待値が高いが、
　５０代後半以上では低くなる傾向がある。
・男性では、年齢が高いほど「体力的な衰えをカバーしたい」に対する期待が高い。女性では年齢に
　よる顕著な差はみられない。
・主用途別にみると、「レジャー」使用層では「知人・友人との交流を深めたい」「趣味やスポーツ
　活動で仲間と一緒に行動」等の生活の幅を広げることに対する期待をはじめ「より多様なアウトドア
　レジャーを楽しみたい」「車を運転することで気晴らししたい」「自分らしさやスタイル等を表現
　したい」等の車で得られる楽しみに対する期待値が高い。

買い替え予定車の利用への期待（「大変そう思う」＋「ややそう思う」回答者）
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ア
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ー

に
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中高年全体 1,087 83 78 72 55 54 50 49 41 39 34 34 31 30 28 27 27 21 18 17 13 8 

新車買い替え意向者 706 85 79 77 57 51 52 51 42 40 35 37 31 32 28 28 31 23 18 17 14 9 

男性50歳～ 529 83 76 82 58 49 47 50 40 38 40 41 29 33 30 26 31 23 19 17 14 9 

女性50歳～ 177 90 85 62 53 56 66 53 49 46 23 27 40 29 22 33 29 24 16 18 13 7 

50～54歳 102 82 74 85 55 29 51 55 41 44 44 52 41 45 39 35 36 30 18 18 12 14 

55～59歳 120 85 76 84 62 42 44 47 40 37 36 39 29 32 30 29 30 24 22 20 19 10 

60～64歳 122 79 71 77 62 53 46 48 42 34 41 43 26 33 29 27 32 19 20 17 18 8 

65～69歳 92 86 86 82 58 59 52 54 39 36 48 48 22 30 31 21 32 22 17 18 10 10 

70歳～ 93 86 79 82 53 65 47 49 36 38 28 21 25 25 23 16 24 16 16 14 8 3 

50～54歳 48 98 85 64 51 62 70 62 57 55 32 49 45 45 28 46 45 34 19 32 15 11 

55～59歳 56 91 89 72 56 46 67 52 50 33 19 24 41 30 24 38 15 20 17 17 15 6 

60～64歳 37 86 75 54 42 56 64 53 42 50 17 17 42 22 11 27 33 23 11 14 11 8 

65歳～ 36 83 89 54 63 63 62 44 41 47 23 12 29 12 21 15 27 15 18 6 9 - 

仕事・商用・通勤 293 86 77 77 58 43 46 48 43 41 36 42 32 32 30 43 28 27 26 18 20 11 

レジャー 119 88 79 81 60 48 68 64 46 36 48 41 32 43 32 17 44 17 16 20 13 9 

買物・用足し 286 83 80 75 56 60 52 48 39 41 29 30 31 28 24 16 27 21 11 17 8 7 

：「中高年全体」より5％以上 (%)
：「男性50歳～」または「女性50歳～」より5％以上
　　 ：年令が高くなるにつれて、20％以上の差がみられるもの
　　 ：年令が高くなるにつれて、10％以上の差がみられるもの
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 2) 買い替え予定車の特性－希望する車

●男女とも、上位の項目は「走行時の操作性が高く運転しやすい車」「使い勝手がよく経済的で実用
　的な車」「排気ガスなどが少なく環境配慮の車」。男性では、さらに「長距離を走行しても疲れが
　少ない車」が上位に挙がる。
・男性では、年齢が高いほど「車体サイズが小さくて小回りがきく車」「内装等は程々で小さく価格
　の安い車」等の実利的な車の希望が高く、「生活スタイルをアピールできる車」「車内が豪華で
　ぜいたくな車」「高性能エンジンのスポーティな車」等の自己表現や運転を楽しめる車の希望が
　低い傾向。
・女性では、５０代で「荷室スペースが広く使い勝手のよい車」「多少価格が高くても燃費のよい車」
　等の実利的な車の希望が高い。「生活スタイルをアピールできる車」「ファッションセンスに合う
　車」等の自己表現できる車の希望は年齢が高いほど低い傾向。
・主用途別には、「レジャー」用途では「運転することに爽快感を感じる」や「生活スタイルをア
　ピールできる車」のような自己表現や運転を楽しめる車の希望が高い。「買い物・用足し」用途
　では「車体サイズが小さくて小回りがきく車」「内装は程々で小さく価格の安い車」のような実
　利的な車への希望が高い。

今後購入を希望する車（「非常にそう思う」＋「そう思う」回答者）
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中高年全体 1,087 95 94 91 89 89 80 77 76 66 63 61 59 55 55 46 44 44 28 27 27 22 22 21 19 12 

706 96 93 93 90 90 80 77 77 63 64 65 63 50 57 47 47 44 29 29 29 24 24 21 20 12 

男性50歳～ 529 95 92 93 92 90 80 77 77 60 69 61 63 49 59 50 48 44 31 29 30 24 27 23 22 13 

女性50歳～ 177 97 96 93 82 88 81 75 75 72 49 75 61 53 53 38 44 45 24 27 25 25 16 15 12 11 

50～54歳 102 94 85 85 92 86 82 76 67 44 64 62 67 36 62 50 44 40 37 27 35 23 31 25 30 15 

55～59歳 120 95 89 93 93 92 76 80 77 56 72 68 65 50 60 53 50 43 33 40 37 29 31 25 20 15 

60～64歳 122 97 95 97 93 92 78 76 81 56 72 58 62 51 58 47 48 45 31 31 30 24 31 17 19 13 

65～69歳 92 98 97 96 93 94 79 80 77 69 63 62 58 48 55 53 42 45 26 25 28 23 24 26 23 12 

70歳～ 93 92 96 92 90 87 88 74 84 81 70 56 64 62 58 46 52 47 27 17 18 18 14 24 20 8 

50～54歳 48 98 94 94 88 88 89 73 83 79 48 79 67 57 60 42 51 55 31 34 33 31 17 15 19 15 

55～59歳 56 96 98 95 84 89 84 73 80 64 48 73 55 55 55 31 43 38 18 18 29 27 13 13 9 9 

60～64歳 37 94 100 89 72 91 79 77 68 71 44 71 60 54 51 49 46 46 37 29 18 26 17 17 6 14 

65歳～ 36 100 91 94 83 83 67 81 64 78 57 74 66 43 44 31 34 40 11 31 11 14 19 14 14 6 

仕事・商用・
通勤

293 96 93 91 92 88 81 75 80 55 66 63 64 48 60 37 49 43 30 29 28 24 29 24 17 13 

レジャー 119 96 90 97 90 93 77 80 80 57 66 61 64 39 64 64 45 51 36 29 36 31 26 25 28 16 

買物・用足し 286 96 94 93 87 90 81 78 73 75 60 68 60 58 52 49 45 43 26 28 27 21 19 16 19 10 

：「中高年全体」より5％以上、または「新車買い替え意向者」より5％以上 (%)
：「男性50歳～」または「女性50歳～」より5％以上
　　 ：年令が高くなるにつれて、20％以上の差がみられるもの
　　 ：年令が高くなるにつれて、10％以上の差がみられるもの
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本調査における車種区分

                                     車 種 区 分 （車名対応表）  （～その１～）                  注）乗用車（ワゴン系）は次頁。

乗    用    車 （セダン系）

大型車 中型車
小型車 大衆車 軽乗用車

Ａ Ｂ Ａ Ｂ  ＊軽ｵﾌﾛｰﾄﾞ型、

いすゞ

ﾋﾟｱｯﾂｱ ｼﾞｪﾐﾆ FR ｼﾞｪﾐﾆ FF 　　軽ｷｬﾌﾞﾜｺﾞﾝ
ｼﾞｪﾐﾆ PA ﾈﾛ 　　を含む
ｱｽｶ
117ｸｰﾍﾟ

スズキ

ｶﾙﾀｽ ｴｽﾃｨｰﾑ ｶﾙﾀｽ（旧型） ﾌﾛﾝﾃ　　　ｾﾙﾎﾞ
ｶﾙﾀｽ ｸﾚｾﾝﾄ ｶﾙﾀｽＭ ｾﾙﾎﾞ･ﾓｰﾄﾞ
ｶﾙﾀｽ（新型） ｽｲﾌﾄ ｱﾙﾄ　　　　ｶﾌﾟﾁｰﾉ
ｴﾘｵ ﾜｺﾞﾝ R　　　Kei
SX4 MRﾜｺﾞﾝ　　ﾗﾊﾟﾝ
SX4ｾﾀﾞﾝ ﾂｲﾝ 　

＊ｼﾞﾑﾆｰ(660)
＊ｴﾌﾞﾘｨﾜｺﾞﾝ

ダイハツ

ｱﾙﾃｨｽ ｺﾝﾊﾟｰﾉ ｺﾝｿﾙﾃ ﾌｪﾛｰ(MAX)
ﾍﾞﾙﾘｰﾅ ｼｬﾚｰﾄﾞ ｸｵｰﾚ　　　ﾘｰｻﾞ
ｽﾊﾟｲﾀﾞｰ ｼｬﾚｰﾄﾞｿｼｱﾙ ﾐﾗ　　　　　ｵﾌﾟﾃｨ
ｼｬﾙﾏﾝ ｽﾄｰﾘｱ ﾑｰｳﾞ　　　ﾈｲｷｯﾄﾞ
ｱﾌﾟﾛｰｽﾞ ＹＲＶ ＊ﾃﾘｵｽｷｯﾄﾞ

ﾌﾞｰﾝ ＊ｱﾄﾚｰﾜｺﾞﾝ 
ｸｰ MAX　　　 ｺﾍﾟﾝ
ﾋﾞｰｺﾞ ﾀﾝﾄ　　　　ﾑｰｳﾞﾗﾃ

ﾐﾗｼﾞｰﾉ
ｴｯｾ　　　ｿﾆｶ

マツダ

ﾕｰﾉｽｺｽﾓ ﾙｰﾁｪ     ｺｽﾓ(旧) ｶﾍﾟﾗ　　　　　　ﾗﾝﾃｨｽ ﾕｰﾉｽ100 ﾚﾋﾞｭｰ ｷｬﾛﾙ
ｾﾝﾃｨｱ ｻﾊﾞﾝﾅ RX-7 ﾍﾟﾙｿﾅ　　　　　ｸﾚﾌ ﾌｧﾐﾘｱ　　　ｴﾁｭｰﾄﾞ AZ-1
MS-9 ｱﾝﾌｨﾆ RX-7 ﾕｰﾉｽ 300　　  ｱﾃﾝｻﾞ ｻﾊﾞﾝﾅ (除RX-7) AZ-ﾜｺﾞﾝ

MS-8  　 ﾕｰﾉｽ800 ﾕｰﾉｽ 500 ﾌﾟﾚｯｿ 　ﾛｰﾄﾞｽﾀｰ ﾗﾋﾟｭﾀ
ﾐﾚｰﾆｱ ｸﾛﾉｽ AZ-3 ＊AZ-ｵﾌﾛｰﾄﾞ
RX-8 MX-6　　　　　 MS-6 ｱｸｾﾗｾﾀﾞﾝ ｽﾋﾟｱｰﾉ

トヨタ

ｾﾝﾁｭﾘｰ ｸﾗｳﾝSD系､ﾛｲﾔﾙ､ ﾏｰｸⅡ（ﾏｰｸX) ｺﾛﾅ(ﾌﾟﾚﾐｵ)　  ﾌﾟﾘｳｽ　 ｶﾛｰﾗ ｽﾀｰﾚｯﾄ
ｾﾙｼｵ 　ｱｽﾘｰﾄ､ﾏｼﾞｪｽﾀ　　ﾁｪｲｻｰ ｶﾘｰﾅ(ｱﾘｵﾝ)　ｱﾙﾃｯﾂｧ (含ｶﾛｰﾗﾗﾝｸｽ) ｳﾞｨｯﾂ
LS(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ含む) ｸﾗｳﾝｺﾝﾌｫｰﾄ ｸﾚｽﾀ ｶﾑﾘ　　　　　 　ＭＲ－Ｓ ｽﾌﾟﾘﾝﾀｰ ﾃﾞｭｴｯﾄ

ｱﾘｽﾄ        ｳｲﾝﾀﾞﾑ ｽｰﾌﾟﾗ ﾋﾞｽﾀ　　　　　　ﾌﾞﾚｲﾄﾞ ﾀｰｾﾙ ﾌﾟﾗｯﾂ
ﾌﾟﾛｸﾞﾚ　　　ﾌﾞﾚﾋﾞｽ ｿｱﾗ ｾﾘｶ ｺﾙｻ ＷｉＬＬ Ｖｉ
ﾌﾟﾛﾅｰﾄﾞ ｶﾑﾘ ｸﾞﾗｼｱ ｶﾚﾝ ｶﾛｰﾗⅡ ﾊﾟｯｿ
ｵﾘｼﾞﾝ ｳﾞｪﾛｯｻ　　ｺﾝﾌｫｰﾄ MR2 ｻｲﾉｽ　　　    ｱﾚｯｸｽ ﾍﾞﾙﾀ
GS(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ含む) SC IS ｶﾛｰﾗｱｸｼｵ   ｵｰﾘｽ

日産

ﾌﾟﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ ｾﾄﾞﾘｯｸ/ｸﾞﾛﾘｱ ﾏｷｼﾏ　　　ｾﾌｨｰﾛ ﾌﾞﾙｰﾊﾞｰﾄﾞ ｻﾆｰ ﾏｰﾁ ﾊｲﾊﾟｰﾐﾆ
ｲﾝﾌｨﾆﾃｨ Ｑ45 ｼｰﾏ ｽｶｲﾗｲﾝ ﾌﾞﾙｰﾊﾞｰﾄﾞ ｼﾙﾌｨ ﾊﾟﾙｻｰ Be-1 ﾓｺ
      J･ﾌｪﾘｰ ｽｶｲﾗｲﾝｸｰﾍﾟ ﾌﾟﾘﾒｰﾗ ﾛｰﾚﾙ ｽﾋﾟﾘｯﾄ PAO ｵｯﾃｨ

ﾚﾊﾟｰﾄﾞ ﾛｰﾚﾙ　　ﾌｪｱﾚﾃﾞｨZ ﾌﾟﾘﾒｰﾗ ｶﾐﾉ ﾘﾍﾞﾙﾀﾋﾞﾗ ﾌｨｶﾞﾛ ﾋﾟﾉ
ﾌｰｶﾞ ｻﾝﾀﾅ ﾌﾟﾚｾｱ ﾙｷﾉ ﾉｰﾄ ｸﾘｯﾊﾟｰﾘｵ

ｸﾙｰ ｵｰｽﾀｰ/ｽﾀﾝｻﾞ ﾃｨｰﾀﾞﾗﾃｨｵ ﾏｲｸﾗC＋C
ﾃｨｱﾅ ｼﾙﾋﾞｱ　　　180SX ﾃｨｰﾀﾞ

富士重工
(ｽﾊﾞﾙ)

ｱﾙｼｵｰﾈSVX ｱﾙｼｵｰﾈ ﾚｵｰﾈ ｽﾊﾞﾙ(1000～1300) ｼﾞｬｽﾃｨ ﾚｯｸｽ
ﾚｶﾞｼｨ ｳﾞｨｳﾞｨｵ　　ﾌﾟﾚｵ

        ｲﾝﾌﾟﾚｯｻ/ﾘﾄﾅ            ＊ﾃﾞｨｱｽﾜｺﾞﾝ
＊ｸﾗｼｯｸ
R2　　R1　　ｽﾃﾗ

ホンダ

ﾚｼﾞｪﾝﾄﾞ ｲﾝｽﾊﾟｲｱ ｱｺｰﾄﾞ ﾎﾝﾀﾞ1300　　ｼﾋﾞｯｸ ｼﾃｨ ﾎﾝﾀﾞ N360
NSX ﾋﾞｶﾞｰ (新型) ｱｽｺｯﾄ/ｲﾉｰﾊﾞ ｼﾋﾞｯｸﾌｪﾘｵ ﾛｺﾞ ﾗｲﾌ

ｾｲﾊﾞｰ ﾋﾞｶﾞｰ(旧型) ｼﾋﾞｯｸﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ ﾌｨｯﾄ ﾗｲﾌﾀﾞﾝｸ
ﾌﾟﾚﾘｭｰﾄﾞ　　　ｺﾝﾁｪﾙﾄ CR-X　　ｲﾝﾃｸﾞﾗSJ S600 ﾄｩﾃﾞｨ
ｲﾝﾃｸﾞﾗ/ｸｲﾝﾄ ﾄﾞﾏｰﾆ (新型) S800 ﾋﾞｰﾄ　　　ｾﾞｽﾄ
ﾄﾞﾏｰﾆ（ 旧型） ｲﾝｻｲﾄ ＊ﾊﾞﾓｽ
ﾗﾌｧｰｶﾞ　　　ﾄﾙﾈｵ ＦＣＸ ＊ﾊﾞﾓｽﾎﾋﾞｵ
S2000 ＥＶﾌﾟﾗｽ  ﾎﾝﾀﾞ1500 ＊Z　　　＊ｻﾞｯﾂ

三　菱

ﾌﾟﾗｳﾃﾞｨｱ ﾃﾞﾎﾞﾈｱ ｽﾀﾘｵﾝ ｷﾞｬﾗﾝ ﾗﾝｻｰ ｺﾙﾄ ﾐﾆｶ
ﾃﾞｨｸﾞﾆﾃｨ ｷﾞｬﾗﾝﾗﾑﾀﾞ （Λ） ｴﾃﾙﾅｼｸﾞﾏ(Σ) ｷﾞｬﾗﾝ FTO ｺﾙﾄﾌﾟﾗｽ ﾐﾆｶﾄｯﾎﾟ

ｴﾃﾙﾅﾗﾑﾀﾞ （Λ） ｷﾞｬﾗﾝｼｸﾞﾏ(Σ) ﾐﾗｰｼｭ ﾄｯﾎﾟBJ
ｷﾞｬﾗﾝｼｸﾞﾏ (Σ)  （除　ＨＴ）      ﾗﾝｻｰｾﾃﾞｨｱ ekﾜｺﾞﾝ
( ＨＴのみ）  ｷﾞｬﾗﾝ GTO ｷﾞｬﾗﾝ ﾌｫﾙﾃｨｽ ＊ﾊﾟｼﾞｪﾛﾐﾆ
ｼｸﾞﾏ ｴﾃﾙﾅ　　　ｴﾒﾛｰﾄﾞ ＊ﾀｳﾝﾎﾞｯｸｽ
ﾃﾞｨｱﾏﾝﾃ　　　GTO FTO　　　　ｱｽﾊﾟｲｱ ｱｲ

海外ﾒｰｶｰ ﾃﾙｽﾀｰ ﾚｰｻﾞｰ ﾌｪｽﾃｨﾊﾞ
国産車 ﾃﾙｽﾀｰⅡ ｼﾎﾞﾚｰｸﾙｰｽﾞ

ﾍﾞﾝﾂＳ/Eｸﾗｽ ｼﾞｬｶﾞｰ ｱｳﾃﾞｨ80/A4/A3 VWｺﾞﾙﾌ/ﾊﾟｻｰﾄ ﾌｨｱｯﾄ ﾊﾟﾝﾀﾞ ﾛｰﾊﾞｰｸｰﾊﾟｰ（ﾐﾆ）
輸入車 ＢＭＷ7/5ｼﾘｰｽﾞ ﾎﾟﾝﾃｨｱｯｸ ﾍﾞﾝﾂ190/Cｸﾗｽ ﾌﾟｼﾞｮｰ306/307/406 ﾌｨｱｯﾄ ｳｰﾉ ｵﾍﾟﾙ
＊(注) ﾌｫｰﾄﾞ ﾄｰﾗｽ ｱｳﾃﾞｨ100/A8/A6 BMW3/1ｼﾘｰｽﾞ ﾙﾉｰ ｱｳﾄﾋﾞｱﾝｷ ﾌﾟｼﾞｭｰ206

ﾎﾞﾙﾎﾞ ﾎﾟﾙｼｪ VWﾋﾞｰﾄﾙ ｵﾍﾟﾙ ｱｽﾄﾗ/ﾍﾞｸﾄﾗ ｼﾄﾛｴﾝ2CV ﾙﾉｰ ﾄｩｲﾝｺﾞ

ｻｰﾌﾞ ｷｬﾃﾞﾗｯｸ       等 ﾌｫｰﾄﾞ ﾓﾝﾃﾞｵ ﾛｰﾊﾞｰ               VW ﾎﾟﾛ/ﾙﾎﾟ                    等

ﾍﾞﾝﾂCL/CLS ﾍﾞﾝﾂCLK/SLK PTｸﾙｰｻﾞｰ ﾍﾞﾝﾂAｸﾗｽ

ﾍﾞﾝﾂSL ｱﾙﾌｧ155/156 ｱﾙﾌｧ147　　　等

ｱﾙﾌｧ166 ｱｳﾃﾞｨTT

逆 ｾﾌﾟﾀｰ ﾌﾟﾛﾅｰﾄﾞ ｱｺｰﾄﾞｸｰﾍﾟ ｱﾍﾞﾝｼｽ　　　ｶﾘｽﾏ ｼﾋﾞｯｸｸｰﾍﾟ　等 ﾌｨｯﾄｱﾘｱ
輸入車 ｱﾊﾞﾛﾝ ｴｸﾘﾌﾟｽ ﾌﾟﾘﾒｰﾗ UK ｼﾋﾞｯｸＧＸ

ｷｬﾊﾞﾘｴ   ｼﾋﾞｯｸﾀｲﾌﾟＲ　　等
ｲﾝｽﾊﾟｲｱ/ｾｲﾊﾞｰ（98～03年）

  ＊ (注１)：輸入車には、 国産メーカーの輸入車を含む。　（注２）：軽乗用車には、軽オフロード型／軽キャブワゴンを含む。

車 種

ﾒｰｶｰ
名
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                                     車 種 区 分 （車名対応表）  （～その２～）                  注）バン・トラックは次頁。

乗    用    車 （ワゴン系）

ボンネットワゴン キャブワゴン

ステーションワゴン オフロード型 キャブタイプ ｾﾐｷｬﾌﾞﾀｲﾌﾟ

ステーションワゴン 背の高いワゴン ３列シートミニバン

いすゞ

ﾋﾞｯｸﾞﾎｰﾝﾜｺﾞﾝ ﾌｧｰｺﾞﾜｺﾞﾝ ﾌｧｰｺﾞﾌｨﾘｰ
ﾋﾞｰｸﾛｽ
ﾐｭｰ　（旧型）
ﾐｭｰｳｨｻﾞｰﾄﾞ

スズキ

ｶﾙﾀｽｸﾚｾﾝﾄﾜｺﾞﾝ ﾜｺﾞﾝ R ﾜｲﾄﾞ ｼﾞﾑﾆｰﾜｺﾞﾝ ｴﾌﾞﾘｨﾌﾟﾗｽ
ｶﾙﾀｽﾜｺﾞﾝ ﾜｺﾞﾝ R ﾌﾟﾗｽ ｼﾞﾑﾆｰﾜｲﾄﾞ ｴﾌﾞﾘｨﾗﾝﾃﾞｨ

ﾜｺﾞﾝ R ｿﾘｵ ｴｽｸｰﾄﾞ　ｴｽｸｰﾄﾞ･ﾉﾏﾄﾞ ﾗﾝﾃﾞｨ
X-90　　　ｼエﾗ
ｸﾞﾗﾝﾄﾞｴｽｸｰﾄﾞ

ダイハツ
ﾊﾞｲｻﾞｰ ﾗｶﾞｰﾜｺﾞﾝ ﾃﾞﾙﾀﾜｲﾄﾞﾜｺﾞﾝ ﾃﾞﾙﾀﾜｺﾞﾝ

ﾛｯｷｰ ｱﾄﾚｰ7
ﾃﾘｵｽ

マツダ

ﾙｰﾁｪﾜｺﾞﾝ　ｻﾊﾞﾝﾅﾜｺﾞﾝ ﾃﾞﾐｵ MPV ﾌﾟﾛｼｰﾄﾞ･ﾏｰﾋﾞｰ ﾎﾞﾝｺﾞﾜｺﾞﾝ ﾎﾞﾝｺﾞ ﾌﾚﾝﾃﾞｨ
ﾌｧﾐﾘｱﾜｺﾞﾝ ﾍﾞﾘｰｻ ﾌﾟﾚﾏｼｰ ﾌﾟﾛｼｰﾄﾞ･ﾚﾊﾞﾝﾃ ﾎﾞﾝｺﾞ ﾌﾞﾛｰﾆｨﾜｺﾞﾝ
ﾌｧﾐﾘｱ S-ﾜｺﾞﾝ ﾄﾘﾋﾞｭｰﾄ ﾕｰﾉｽ ｶｰｺﾞﾜｺﾞﾝ
ｶﾍﾟﾗﾞﾜｺﾞﾝ CX-7
ｶﾍﾟﾗ ｶｰｺﾞ ﾜｺﾞﾝ
ｱﾃﾝｻﾞﾜｺﾞﾝ　ｱｸｾﾗｽﾎﾟｰﾂ

トヨタ

ｸﾗｳﾝﾜｺﾞﾝ (ｴｽﾃｰﾄ)　　 ﾅﾃﾞｨｱ ｲﾌﾟｻﾑ ﾗﾝﾄﾞｸﾙｰｻﾞｰ ﾊｲｴｰｽﾜｺﾞﾝ ｱﾙﾌｧｰﾄﾞ（含ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ）
ﾏｰｸⅡﾜｺﾞﾝ (ｸｵﾘｽ) ｵｰﾊﾟ ｶﾞｲｱ ﾗﾝｸﾙﾌﾟﾗﾄﾞ ﾀｳﾝｴｰｽﾜｺﾞﾝ ｴｽﾃｨﾏ（含ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ）
ｶﾙﾃﾞｨﾅ ｽﾊﾟｼｵ ｳｲｯｼｭ ﾊｲﾗｯｸｽP/U ﾗｲﾄｴｰｽﾜｺﾞﾝ ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊｲｴｰｽ
ﾏｰｸⅡﾌﾞﾘｯﾄ ﾗｳﾑ ｱｲｼｽ ﾊｲﾗｯｸｽｻｰﾌ ﾏｽﾀｰｴｰｽﾜｺﾞﾝ ｸﾞﾗﾝﾋﾞｱ
ｻｸｼｰﾄﾞW ﾌｧﾝｶｰｺﾞ ｼｴﾝﾀ ﾒｶﾞｸﾙｰｻﾞｰ ﾊｲｴｰｽ ﾚｼﾞｱｽ
ｱﾙﾃｯﾂｧ ｼﾞｰﾀ ｂＢ ﾊﾘｱｰ（含ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ） ﾂｰﾘﾝｸﾞﾊｲｴｰｽ
ｶﾛｰﾗ ﾌｨｰﾙﾀﾞｰ ｂＢ ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｯｷ ｸﾙｰｶﾞｰ V(含ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ) ﾊｲｴｰｽW
ｶﾛｰﾗﾜｺﾞﾝ　　　ｶﾘﾌﾞ WiLL ｻｲﾌｧ RAV4 ﾚｼﾞｱｽW
ｶﾑﾘ ｸﾞﾗｼｱﾜｺﾞﾝ ｲｽﾄ ｳﾞｫﾙﾂ ｴｽﾃｨﾏ ﾙｼｰﾀﾞ
ﾋﾞｽﾀﾜｺﾞﾝ (ｱﾙﾃﾞｵ) ﾎﾟﾙﾃ ｷｬﾐ ｴｽﾃｨﾏ ｴﾐｰﾅ
ｽﾌﾟﾘﾝﾀｰﾜｺﾞﾝ ﾗｸﾃｨｽ ﾗｯｼｭ ﾀｳﾝｴｰｽ ﾉｱ
ﾌﾟﾛﾎﾞｯｸｽW ﾗｲﾄｴｰｽ ﾉｱ　　　　ﾉｱ
WiLL VS  　　ｱﾍﾞﾝｼｽW ｳﾞｫｸｼｰ　　　ｽﾊﾟｰｷｰ

日　産

ｾﾄﾞﾘｯｸ/ｸﾞﾛﾘｱﾜｺﾞﾝ ﾙﾈｯｻ ﾌﾟﾚｰﾘｰ ｻﾌｧﾘﾜｺﾞﾝ ｷｬﾗﾊﾞﾝ/ ﾎｰﾐｰｺｰﾁ ｴﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ｽﾃｰｼﾞｱ ﾃｨｰﾉ ﾌﾟﾚｰﾘｰ ﾘﾊﾞﾃｨ ﾃﾗﾉ ﾚｸﾞﾗｽ ﾊﾞﾈｯﾄ ﾗﾙｺﾞ
ｾﾌｨｰﾛﾜｺﾞﾝ ｷｭｰﾌﾞ ﾌﾟﾚｻｰｼﾞｭ ﾃﾗﾉ ﾜｺﾞﾝ ﾊﾞﾈｯﾄｾﾚﾅ
ｱﾍﾞﾆｰﾙ ﾊﾞｻﾗ ｴｸｽﾄﾚｲﾙ ｾﾚﾅ
ﾌﾟﾘﾒｰﾗﾜｺﾞﾝ ﾗﾌｪｽﾀ
ﾌﾟﾘﾒｰﾗ ｶﾐﾉﾜｺﾞﾝ ｷｭｰﾌﾞｷｭｰﾋﾞｯｸ
ｻﾆｰ ｶﾙﾌｫﾙﾆｱ
ｳｲﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ　　　ADﾜｺﾞﾝ
ﾗｼｰﾝ　　　　　　S-RV
ﾑﾗｰﾉ　           ﾃﾞｭｱﾘｽ

富士重工
（ｽﾊﾞﾙ）

ﾚｵｰﾈﾜｺﾞﾝ ﾄﾗｳﾞｨｯｸ ｽﾊﾞﾙ ﾋﾞｯｸﾞﾎｰﾝﾜｺﾞﾝ ﾄﾞﾐﾝｺﾞ
ﾚｶﾞｼｨﾜｺﾞﾝ ﾌｫﾚｽﾀｰ
ｲﾝﾌﾟﾚｯｻﾜｺﾞﾝ ﾚｶﾞｼｨｱｳﾄﾊﾞｯｸ

ホンダ

ｱｺｰﾄﾞﾜｺﾞﾝ ｼﾋﾞｯｸｼｬﾄﾙ ｵﾃﾞｯｾｲ CR-V ｽﾃｯﾌﾟﾜｺﾞﾝ
ｼﾋﾞｯｸｶﾝﾄﾘｰ SM-X　　　　　ｷｬﾊﾞ ｽﾄﾘｰﾑ HR-V ﾓﾋﾞﾘｵ
ｵﾙﾃｨｱ ｱｳﾞｧﾝｼｱ　　ｼﾋﾞｯｸ5ﾄﾞｱ ｴﾃﾞｨｯｸｽ ｼﾞｬｽﾞ ｴﾘｼｵﾝ
ｴｱｳｪｲﾌﾞ ﾓﾋﾞﾘｵｽﾊﾟｲｸ ﾎﾗｲｽﾞﾝ

MDX
ｸﾛｽﾛｰﾄﾞ

三　菱

ﾐﾗｰｼﾞｭﾜｺﾞﾝ ＲＶＲ ｼｬﾘｵ ﾊﾟｼﾞｪﾛ ﾜｺﾞﾝ ﾃﾞﾘｶ (ｽﾀｰﾜｺﾞﾝ) ﾃﾞﾘｶ (ｽﾍﾟｰｽｷﾞｱ)
ﾗﾝｻｰﾜｺﾞﾝ ﾐﾗｰｼﾞｭ ﾃﾞｨﾝｺﾞ ｼｬﾘｵ ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨｽ ﾊﾟｼﾞｪﾛ ｼﾞｭﾆｱ ﾀｳﾝﾎﾞｯｸｽ ﾜｲﾄﾞ
ﾘﾍﾞﾛﾜｺﾞﾝ ﾄｯﾎﾟ BJﾜｲﾄﾞ ﾃﾞｨｵﾝ ﾊﾟｼﾞｪﾛ ｉｏ ﾃﾞﾘｶ D:5
ﾚｸﾞﾅﾑ ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨｽ ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ
ﾗﾝｻｰｾﾃﾞｨｱﾜｺﾞﾝ ｴｱﾄﾚｯｸ
ﾗﾝｻｰｾﾃﾞｨｱﾜｺﾞﾝ ｱｳﾄﾗﾝﾀﾞｰ

海外ﾒｰｶｰ ﾃﾙｽﾀｰﾜｺﾞﾝ ｼﾎﾞﾚｰ MW ｲｸｼｵﾝ ｴｽｹｰﾌﾟ ｽﾍﾟｸﾄﾛﾝ ﾌﾘｰﾀﾞ

国産車 ﾌｪｽﾃｨﾊﾞ ﾐﾆﾜｺﾞﾝ
ﾍﾞﾝﾂ C ｸﾗｽﾜｺﾞﾝ ﾎﾞﾙﾎﾞ V70 ｼﾎﾞﾚｰﾌﾞﾚｰｻﾞｰ ﾙﾉｰ ｾﾆｯｸ
ﾍﾞﾝﾂ E ｸﾗｽﾜｺﾞﾝ ﾎﾞﾙﾎﾞ V40 ﾌｫｰﾄﾞｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗｰ BMWX5/X3

輸入車 ｱｳﾃﾞｨ A4 ｱﾊﾞﾝﾄ ｵﾍﾟﾙ ｱｽﾄﾗﾜｺﾞﾝ ﾛｰﾊﾞｰﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ VWﾄｩｱﾚｸﾞ
＊(注) ﾓﾝﾃﾞｵﾜｺﾞﾝ ｵﾍﾟﾙ ﾍﾞｸﾄﾗﾜｺﾞﾝ ｸﾗｲｽﾗｰﾎﾞｲｼﾞｬｰ ﾍﾞﾝﾂG/M　　　　等

BMW3/5ﾜｺﾞﾝ ｺﾞﾙﾌ/ﾊﾟｻｰﾄ ﾜｺﾞﾝ ｸﾗｲｽﾗｰﾁｪﾛｷｰ
ｺﾞﾙﾌﾄｩｰﾗﾝ ﾌﾟｼﾞｮｰ206/307G

逆 ﾃﾞｨｱﾏﾝﾃﾜｺﾞﾝ ｱｺｰﾄﾞﾜｺﾞﾝ （91～98年） ﾐｽﾄﾗﾙ ﾍﾞﾝﾂ
輸入車 ｾﾌﾟﾀｰﾜｺﾞﾝ ｸﾛｽﾛｰﾄﾞ ﾗｸﾞﾚｲﾄ     ｼﾎﾞﾚｰｱｽﾄﾗ

ﾐｭｰ（新型） GM
ｳｨｻﾞｰﾄﾞ　
ＭＤＸ
ｴﾚﾒﾝﾄ
ｳﾞｫルツ

     ＊(注) 国産メーカーの輸入車を含む

車 種

ﾒｰｶｰ
名
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                                 車 種 区 分 （車名対応表）  （～その３～）

バン・トラック

ボンネットバン
キャブバン キャブトラック その他

軽 軽以外 オフロード型

いすゞ

ﾋﾞｯｸﾞﾎｰﾝﾊﾞﾝ ﾌｧｰｺﾞﾊﾞﾝ ﾌｧｰｺﾞﾄﾗｯｸ

ﾐｭｰ　（旧型）

ﾛﾃﾞｵ

スズキ

ｱﾙﾄ ｶﾙﾀｽﾊﾞﾝ ｼﾞﾑﾆｰﾊﾞﾝ ｴﾌﾞﾘｨﾊﾞﾝ ｷｬﾘｲﾄﾗｯｸ

ﾌﾛﾝﾃﾊﾞﾝ ｴｽｸｰﾄﾞﾊﾞﾝ ｷｬﾘｲﾊﾞﾝ

ｼﾞﾑﾆｰﾊﾞﾝ　(550･660)

ｾﾙﾎﾞ

ﾏｲﾃｨﾎﾞｰｲ

ダイハツ

ﾌｪﾛｰﾊﾞﾝ 　(含むMAX) ｼｬﾙﾏﾝﾊﾞﾝ ﾗｶﾞｰ ﾃﾞﾙﾀﾊﾞﾝ ﾊｲｾﾞｯﾄﾄﾗｯｸ

ﾐﾗ ｼｬﾚｰﾄﾞﾊﾞﾝ ﾀﾌﾄ ﾊｲｾﾞｯﾄﾊﾞﾝ ﾐｾﾞｯﾄ2

ﾘｰｻﾞ ﾊｲｾﾞｯﾄｶｰｺﾞ ﾃﾞﾙﾀﾄﾗｯｸ

ﾐﾗｸｵｰﾚ ｱﾄﾚｰ

ｸｵｰﾚﾊﾞﾝ

マツダ

ﾎﾟｰﾀｰﾊﾞﾝ ｶﾍﾟﾗｶｰｺﾞﾊﾞﾝ ﾌﾟﾛｼｰﾄﾞ ﾎﾞﾝｺﾞﾊﾞﾝ ﾎﾞﾝｺﾞﾄﾗｯｸ

ﾙｰﾁｪﾊﾞﾝ ﾎﾞﾝｺﾞ ﾌﾞﾛｰﾆｨﾊﾞﾝ ﾎﾞﾝｺﾞﾌﾞﾛｰﾆｨﾄﾗｯｸ

ﾌｧﾐﾘｱﾊﾞﾝ ｽｸﾗﾑﾊﾞﾝ ｽｸﾗﾑﾄﾗｯｸ

ﾎﾟｰﾀｰﾊﾞﾝ ﾎﾟｰﾀｰﾞﾄﾗｯｸ

トヨタ

ｸﾗｳﾝﾊﾞﾝ ﾊｲﾗｯｸｽｻｰﾌﾊﾞﾝ ﾊｲｴｰｽﾊﾞﾝ ﾊｲｴｰｽﾄﾗｯｸ

ﾏｰｸⅡ ﾊﾞﾝ ﾊｲﾗｯｸｽ4WD ﾚｼﾞｱｽﾊﾞﾝ ﾀｳﾝｴｰｽﾄﾗｯｸ

ｺﾛﾅﾊﾞﾝ ﾗﾝﾄﾞｸﾙｰｻﾞｰﾊﾞﾝ ﾚｼﾞｱｽｴｰｽﾊﾞﾝ ﾗｲﾄｴｰｽﾄﾗｯｸ

ｶﾘｰﾅﾊﾞﾝ ﾀｳﾝｴｰｽﾊﾞﾝ

ｶﾙﾃﾞｨﾅﾊﾞﾝ ﾗｲﾄｴｰｽﾊﾞﾝ

ｻｸｼｰﾄﾞﾊﾞﾝ ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ

ｶﾛｰﾗﾊﾞﾝ

ｽﾌﾟﾘﾝﾀｰﾊﾞﾝ

ﾌﾟﾛﾎﾞｯｸｽﾊﾞﾝ

ｽﾀｰﾚｯﾄﾊﾞﾝ

日　産

ｸﾘｯﾊﾟｰﾘｵ ｾﾄﾞﾘｯｸ/ｸﾞﾛﾘｱﾊﾞﾝ ﾃﾗﾉ ｷｬﾗﾊﾞﾝ ﾊﾞﾈｯﾄﾄﾗｯｸ

ﾌﾞﾙｰﾊﾞｰﾄﾞﾊﾞﾝ ｻﾌｧﾘ ﾎｰﾐｰ ｸﾘｯﾊﾟｰﾄﾗｯｸ

ｱﾍﾞﾆｰﾙｶｰｺﾞ ﾀﾞｯﾄｻﾝ ﾊﾞﾈｯﾄ

ｻﾆｰﾊﾞﾝ ﾊﾞﾈｯﾄﾗﾙｺﾞ

ADﾊﾞﾝ ｾﾚﾅｶｰｺﾞ

ｴｷｽﾊﾟｰﾄ ｸﾘｯﾊﾟｰﾊﾞﾝ

富士重工
 (ｽﾊﾞﾙ)

ｽﾊﾞﾙ R2ﾊﾞﾝ ﾚｵｰﾈﾊﾞﾝ ｽﾊﾞﾙﾋﾞｯｸﾞﾎｰﾝ ｻﾝﾊﾞｰﾊﾞﾝ ｻﾝﾊﾞｰﾄﾗｯｸ

ﾚｯｸｽｺﾝﾋﾞ ﾃﾞｨｱｽ

ﾚｯｸｽﾊﾞﾝ

ｳﾞｨｳﾞｨｵﾊﾞﾝ

ﾌﾟﾚｵﾊﾞﾝ

ホンダ

ﾎﾝﾀﾞ N360ﾊﾞﾝ ｼﾋﾞｯｸ ﾊﾞﾝ ｱｸﾃｨﾊﾞﾝ ｱｸﾃｨﾄﾗｯｸ

ﾗｲﾌﾊﾞﾝ ﾊﾟｰﾄﾅｰ ｽﾄﾘｰﾄ

ﾄｩﾃﾞｨ ｼﾃｨﾌﾟﾛ ﾊﾞﾓｽﾎﾋﾞｵﾊﾞﾝ

ｼﾋﾞｯｸ ﾌﾟﾛ

三　菱

ﾐﾆｶｴｺﾉ ｷﾞｬﾗﾝ ﾊﾞﾝ ﾊﾟｼﾞｪﾛ ﾃﾞﾘｶﾊﾞﾝ ﾐﾆｷｬﾌﾞﾄﾗｯｸ

ﾐﾆｶﾊﾞﾝ ｴﾃﾙﾅ ﾊﾞﾝ ｼﾞｰﾌﾟ ﾃﾞﾘｶｶｰｺﾞ ﾃﾞﾘｶﾄﾗｯｸ

ﾐﾆｶﾄｯﾎﾟﾊﾞﾝ ﾗﾝｻｰ ﾊﾞﾝ ｽﾄﾗｰﾀﾞ （旧型） ﾐﾆｷｬﾌﾞﾊﾞﾝ

ﾐﾗｰｼﾞｭ ﾊﾞﾝ ﾌｫﾙﾃ4WD ﾌﾞﾗﾎﾞｰ

ﾘﾍﾞﾛ ｶｰｺﾞ

ﾗﾝｻｰｶｰｺﾞ

海外ﾒｰｶｰ

国産車

輸入車

＊(注)

逆 ｽﾄﾗｰﾀﾞ （新型）
輸入車

    ＊(注) 国産メーカーの輸入車を含む

車 種

ﾒｰｶｰ
名
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調査・市場調査 
乗用車分科会 委員名簿 

（２００８年３月現在） 

 

 
社団法人 日本自動車工業会 

分科会長 高 橋  まき 日 産 自 動 車 ㈱ 市場情報室 ｶｽﾀﾏｰ･ｲﾝｻｲﾄ･ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ 

委  員 斎 藤  了 ス ズ キ ㈱  四輪国内営業企画部 調査課 係長 

 〃   惣 内  茂 ダ イハツ工 業㈱  商品企画部 次長 

 〃   國 田  高男 ダ イハツ工 業㈱  商品企画部 

 〃   松 崎  紘樹 ダ イハツ工 業㈱  商品企画部 

 〃   小 川  英助 ト ヨタ自動 車㈱  調査部 第 1調査ｸﾞﾙｰﾌﾟ 主幹 

 〃   可世木 尚子 ト ヨタ自動 車㈱  調査部 第 1調査ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 〃   伴  果 純 日 産 自 動 車 ㈱  市場情報室 

 〃   宇野 沙絵子 日 産 自 動 車 ㈱  市場情報室 

 〃   宮嵜
み や ざ き

 尚志
ひ さ し

 富 士 重 工 業 ㈱  スバル グローバルﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ本部 

 〃   黒 谷  博 富 士 重 工 業 ㈱  販売促進部 商品ｸﾞﾙｰﾌﾟ 主事 

 〃   服部 裕美子 本 田技研工 業㈱  営業開発室 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ 

 〃   中 島  創 本 田技研工 業㈱  営業開発室 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ 

 〃   片 山  一郎 マ ツ ダ ㈱  ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ商品ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部 戦略企画調査ｸﾞﾙｰﾌﾟ 主任 

 〃   鈴 木  俊邦 三菱自動車工業㈱  マーケティング戦略部 エキスパート 

 

 

調査担当 伊 東  浩史 ㈱日本リサーチセンター 
 〃   松 永  秀和 ㈱インサイトリサーチ 

 〃   小 野  桂一 ㈱日本リサーチセンター 
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